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建築工事特記仕様書 沖縄県土木建築部

一

般

共

通

事

項

1

備　考 工 事 名

工 事 場 所 設計年月日

年　　　月　　　日

承　認 検　図 担　当

縮　尺

製　図

図面名
建築工事特記仕様書－１ － 図 面 番 号

2
1

一

般

共

通

事

項

（平成１９年版）

Ａ―０２

地盤の載荷試験

試験杭

杭の載荷試験

支持力の算定方法

　・水平載荷試験　位置（　　　　　　　）載荷荷重（　　　　　　）

　・打ち込み工法　　・ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ工法　・特定埋込杭工法

平板載荷試験

　・位置（　　　　　　　）　・載荷荷重（　　　　　　　　　）

材　　料

設計支持力（　　　　　ｔ／本）4 (4.2.2)

　・その他の算定方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

杭の種類（表4.3.1）

その他

試験杭の本数、位置　　　・図示による　　　※最初の１本

4. 適用範囲

3.

(4.2.3)

(4.2.4)

(4.3.2)

5.

(4.3.1)

2.

1.

4.

工法の適用（4.3.3～4.3.5）

山留め　※撤去する　　・存置する

３節　山留め

山留めの撤去

(3.3.3)

3.

２節　試験及び報告書

３節　既製コンクリート杭事業

地

業

工

事

　※「地盤の許容応力度および基礎ぐいの許容支持力を求めるための地盤調査の方法

　並びにその結果に基づき地盤の許容応力度および基礎ぐいの許容支持力を定める

　方法」(平成13年7月2日付け国土交通省告示第1113号)による。

※試験の方法、報告書の記載事項は国土交通省大臣官房庁営繕部監修「敷地調査共通

※試験の方法、報告書の記載事項は国土交通省大臣官房庁営繕部監修「敷地調査共通

仕様書」による。

仕様書」による。

先端部形状及び補強

打込み工法　

　※JIS　A　5525による　・その他（　　　　　　　　　　　　）

特定埋込杭工法

杭頭の処理

杭の寸法　※図示による。　・その他（　　　　　　　　　）

ﾌﾟﾚﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ（JIS　A　7201）　・行う（堀削深さ　　ｍ、堀削径　　ｍｍ）

　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

継手の工法　　※ｱｰｸ溶接による溶接継手

杭の設計支持力　　（　　　　　　　ｔ）　

支持地盤（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　・行わない

杭先端部の形状　※閉そく平坦形　　・開放形　

　　　　　　※図示による　

　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ﾊﾝﾏｰの種別　　・ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾝﾏｰ　　※油圧ﾊﾝﾏｰ　

支持地盤（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

杭の寸法　　・長さ　　　　ｍ、断面寸法　　　　ｍｍ　

　・建築基準法に基づく杭（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　※先端部は開放形とし、補強は図4.4.1及び表4.4.2による。

溶接部の確認　　※7.6.10による　・その他（　　　　　　　　）

　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　※1.5ｍ　　　・その他（　　　　　ｍ）　

　　　　　　　・無溶接継手（工法等：　　　　　　　　　　）

現場継手の形状

(4.3.6)

10.

(4.3.4)

継手

(4.3.5)

ｱｰｽｵｰｶﾞｰの支持地盤への堀削深さ　

杭の継手箇所数（　　　　　　　　　箇所）　

(4.3.7)

杭頭の処理

9.

ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ工法

8.

12. 継　　手

(4.4.2)

11. 材　　料

7.

6.

(4.3.3)

(4.4.4)

４節　鋼杭地業

　・遠心力高強度プレストレストコンクリートくい（PHC杭）（　　　　　種）

　・外殻鋼管付きコンクリートくい（SC杭）　　　　　　 　（　　　　　種）

　・プレストレスト鉄筋コンクリートくい（PRC杭）　　　　（　　　　　種）

　※4.3.1式による　　・その他（　　　　　）　

　・鉛直載荷試験　位置（　　　　　　　）載荷荷重（　　　　　　）

打込杭の推定支持力算定方法　

　※杭本体を傷めないように、杭頭の上端がなるべく平らになるよう所定の高さに切り

　　そろえる。

　　　　・Ｈ形鋼杭ぐい（JIS　A5526）（・SHK400　・SHK400M　・SHK490M）

種類等　※鋼管杭ぐい（　JIS　A5525）（・SKK400　・SKK490）

　　・Ａ種　　・Ｂ種　　　・Ｃ種　　・Ｄ種

建設発生土の処理

　※構外搬出適切処理処理

　・構外指定場所に処分（搬出調書等を提出する）

建設発生土の

　　　　（受入場所：　　　　　　　　　　　　　　）

　・構内指定場所にたい積

埋戻し及び盛土

　・構内指定場所に敷き均し

　　　　（受入施設名：　　　　　　　　　　　　　）

　　　　（仮置場所：　　　　　　　　　　　　　　）

3

2.

(3.2.5)

(3.2.3)

1.

２節　根切り及び埋戻し

埋戻し及び盛土の材料及び工法（表3.2.1）

土

工

事

仮

設

工

事

構内既存の施設　　・利用できる（※有償　・無償）　※利用できない

　　　　　　　　　　探査対象深さは、現状地盤面から（　　　　　ｍ）

工事用水

構内既存の施設　　・利用できる（※有償　・無償）　※利用できない

磁気探査

　　　・水平探査　範囲は図示による。（　　　　　　　　㎡）

種類　・鉛直探査　位置は図示による。（　　　　　　　箇所）

探査仕様　「設計・調査・測量業務必携」(平成4年度版)等を参考に作成する。

※行う（※対策範囲は図示による　　・　　　　　　　　　）　

枠組足場6.

5.

3.

4.

2.

その他

赤土等流出防止対策

工事用電力

その他

※長尺金属板葺　　・折板葺

※合板又はせっこうﾎﾞｰﾄﾞ張りのうえ合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

３節　仮設物

(2.3.1)

1.

仕上げ

監督員事務所

延面積種別

・設けない

・設ける（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

設置備品の種類、数量

部位等

・その他（　　　　　　　　　　）

床 ※合板張り又はﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ張り

請負者事務所等 ※設ける

監督職員事務所の設置

・4号・1号

面積(㎡)

・5号・3号

20程度

　監督職員事務所の規模

内壁、天井

　監督職員事務所の仕上げ

100程度65程度35程度

屋根

・その他（　　　　　　　　　　）

・その他（　　　　　　　　　　）

・2号

10程度

※枠組足場を設ける場合は,｢手すり先行足場工法に関するｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ(厚生労働省平成15年

　4月)により,設置については同ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに基づく働きやすい安心感のある足場とし,二段

　手すりと幅木の機能を有する部材があらかじめ備えられた手すり先行専用足場型とする

　か,又は改善措置機材を用いて手すり先行専用足場型と同等の機能を確保するものとする｡

　　　　・構  　造：

　　  　・階  　数：　地下　　階・地上　　階・塔屋　　階

　　　　・用  　途：

　　5．工事種別：　　・新築　　・増築

　　6．建物概要

　　2．工事場所：

　　3．敷地面積：

　　1．工事名　：

１．工事概要

　　　　・建築面積：

　　　　・延べ面積：

－ １ －

　　　　　・平成　　　年　　　月　　　日　から　平成　　　年　　　月　　　日まで

　　　　　・契約締結日の翌日から　　　　　　　　日間

２．工　　期

３．本工事の設計時期

　　作成している。

　　　本工事設計書は平成　　年　　月時点での建築工事積算基準及び労務単価、資材単価等に基づいて

　2．公共事業労務費調査に対する協力

４．県産資材の優先使用及びその他

　3．暴力団員等による不当介入の排除対策

　　なお、違反したことが判明した場合は、指名停止等の措置を行うなど、厳正に対処するものとする。

　1．本工事に使用する資材等のうち、沖縄県内で生産、製造され、かつ、規格、品質、価格等が適正である場合は

　　これを優先して使用する。なお、使用状況を「県産建設資材使用状況報告書」にて報告すること。

　　(1)本工事が公共事業労務費調査の対象工事となった場合、調査票等に必要事項を正確に記入し、必要な協力を

　　　行わなければならない。また、本工事の工期経過後においても、同様とする。

　　(2)調査票等を提出した事業所を事後に訪問して行う調査・指導等の対象になった場合、その実施に協力しなけ

　　　ればならない。また、本工事の工期経過後においても、同様とする。

　　(3)公共事業労務費調査の対象工事となった場合に正確な調査票等の提出が行えるよう、労働基準法等に従って

　　　就業規則を作成するとともに、賃金台帳を調製・保存する等、日頃より雇用している現場労働者の賃金時間管理

　　　を適切に行っておかなければならない。

　　(4)本工事の一部について下請契約を締結する場合には、当該下請工事の受注者（当該下請け工事の一部に係る

　　　二次以降の下請負人を含む。）が前３項と同様の義務を負う旨を定めなければならない。

　　　請負人は、当該工事の施工に当たって「沖縄県土木建築部発注工事における暴力団員等による不当介入の排除

　　手続きに関する合意書」（平成19年7月24日）に基づき、次に掲げる事項を遵守しなければならない。

　　(1)　暴力団員等から不当要求を受けた場合は、毅然として拒否し、その旨を速やかに監督員に報告するととも

　　　に、所轄の警察署に届出を行い、捜査上必要な協力を行うこと。

　　(2)　暴力団員等から不当要求による被害又は工事妨害を受けた場合は、速やかに監督員に報告するとともに、

　　　所轄の警察署に被害の届出を行うこと。

　　(3)　暴力団員等に対する排除対策を講じたにもかかわらず、工事に遅れが生じるおそれがある場合は、速やかに

　　　監督員と工程に関する協議を行うこと。

５．建築工事仕様

　　1．図面及びこの特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事

　　標準仕様書｣(建築工事編)[平成19年版](以下｢標準仕様書｣)及びそれに基づく監理指針である｢建築工事監理指針｣

　　[平成19年版]による。

※登録する（ただし、工事請負額が500万円未満の工事については不要）

特　記　事　項　章

契約関連等

適用基準等

一

般

共

通

事

項

1

工事実績情報

1.

(1.1.4)

3.

の登録

2.

項　　目

　　2．特記仕様

　　(1)項目は、番号に○印のついたものを適用する。

　　(3)項目及び特記事項に記載の( )内表示番号は､標準仕様書の当該項目､当該図又は当該表を示す｡

材料名 ・立会　　・見本検査

（契約書第14条第1項）

材料名 ・立会　　・見本検査

　　　　　　　　　　－　以上、（社）公共建築協会発行　－

・「沖縄県土木建築部における公共建設工事の分別解体等・再資源化等

　　(2)特記事項は・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は※印のついたものを適用する。

　　　・印と※印のついた場合は共に適用する。

１節　一般事項

　　(4)形状寸法の単位は、特記なき限り㎜とし、質量も従来どおり㎏であるが、力（N:ﾆｭｰﾄﾝ)､応力(N/㎜2)

　　　圧力(Pa:ﾊﾟｽｶﾙ)､ｴﾈﾙｷﾞｰ（J:ｼﾞｭｰﾙ)等は基本的には国際単位系(SI単位)を使用する｡

・監督員が立会う材料の調合、又は調合についての見本検査を受ける材料

・監督員が立会いの上施工するものと指定する工事

（契約書第14条第2項）

・建築工事標準詳細図　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　　　　　（平成17年版）

・敷地調査共通仕様書　建設大臣官房官庁営繕部監修　　　　　　　　（平成11年版）

・建築鉄骨設計基準及び同解説　　　　同　上　　　　　　　　　　　（平成10年版）

・鉄筋コンクリート構造配筋要領　　　同　上　　　　　　　　　　　（平成11年版）

・建築材料・設備機材等品質性能評価事業　建築材料等評価名簿　　　（平成15年版）

・工事写真の撮り方（建築編）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（改訂第2版）

・電子納品運用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ(案)「営繕事業編」沖縄県土木建築部　　　　（平成16年版）

・防錆に関する工事仕様書作成要領(案) 沖縄金属腐食対策協議会発行　(平成3年7月)

　及び再資源活用工事実施要領について」　沖縄県土木建築部　　　　(平成18年12月)

　　登録する場合、請負者は、工事実績情報ｼｽﾃﾑ（CORINS）に基づき、受注・完成・　

　訂正時に工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、監督員の確認を受けたうえ、

　受注時は契約後10日以内に、登録内容変更時は変更のあった日から10日以内に、完成

　時は工事完成後10日以内に、訂正時は適宜、登録機関に登録申請しなければならない。

　(ただし、工事請負額が500万円以上 2,500万円未満の工事については受注・訂正時

　のみ登録するのとする｡）

　　また、（財）日本建設情報総合ｾﾝﾀｰ発行の「工事ｶﾙﾃ受領書」が請負者に届いた

　際には、その写しを直ちに監督員に提出しなければならない。なお、変更時と完成時

　の間が10日に満たない場合は、変更時の提出を省略できるものとする。

施工体制台帳の

作成

4.

(1.1.5)

設備工事との施工区分

別契約の関連

工事

5.

工 事 内 容 別途工事

機械

・

・

・

・

・

・

・

・

(1.1.7)

※作成する(ただし,下請契約の請負代金の総額が 4,500万円未満の工事については不要)

※別契約の施工上密接に関連する工事については、監督職員の調整に協力し、当該工事

　関係者とともに、工事全体の円滑な施工に努める。

電気

・

・

・

・

・

・

・

・

本工事

建築

※

・

※

※

※

※

※

※

図示した貫通孔の補強及び開口部の補強

図示した壁,天井の仕上げ材,下地材の切り込み及び下地材の補強

駆動装置が電動による建具類の２次配線及び操作スイッチ

自動閉鎖装置取り付け箇所の切り込み及び補強

屋上に設置する場合の設備機器の基礎（架台,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ除外）

外気取付ｶﾞﾗﾘ（ﾀﾞｸﾄ,ﾁｬﾝﾊﾞｰの接続用フランジを含む）

身障者用手すり（衛生器具回りの手すりを除く）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※概成工期（平成　　年　　月　　日）6.

２節　工事関係図書

実施工程表(1.2.1)

　　風速（Ｖ０＝　　　　　）

　　地表面粗度区分（・Ⅰ　　・Ⅱ　　・Ⅲ　　・Ⅳ）

施工計画書 品質計画

(1.2.2)

7.

※標準仕様書の8章、9章、10章、13章、14章、16章に適用される建築基準法に基づき

　定められた風圧区分等

　・上記以外

工事写真の整備工事の記録

(1.2.4)

9.

　・電子媒体（電子納品運用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ（案）[営繕事業編]による。）

電気保安技術者

施工条件 ※施工条件（　・別紙による　　・　　　　　　　　　　　）

※適用する（・電気主任技術者　　　・監督職員が承諾した者）

11.

(1.3.5)

12.

(1.3.3)

10.

３節　工事現場管理

※「低騒音型、低振動型建設機械の指定に関する規定」(平成9年7月31日建設省告示

　第1536号)による建設機械を使用する

施工中の安全確保

(1.3.7)

※「排出ガス対策型建設機械指定要領」に基づき、指定された建設機械を使用する。

・再資源化を図るもの又は廃棄するもの

・上記以外の産業廃棄物

　処理者（　　　　　　）　処理地（　　　　　　　）

　処理方法（　　　　　　）

発生材の処理等 再生資源利用（促進）計画書

　マニュフェストシステムを採用し、適正な収集、運搬及び処分を行う。

発生材の処理は次による。

・引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

分　　　　　　類 処　理　方　法

・建設発生木材

・アスファルトコンクリート塊

　　その処理方法　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・廃石膏ボード

・鉄・アルミ屑

・廃石綿等

・建設発生土

・セメントコンクリート塊

13.

(1.3.8) 　　工事着手前にあらかじめ、再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を

　監督員に提出する。

　　また、工事完成時にその実施状況を監督員に提出する。

・現場において再利用するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

建設廃棄物の搬出

４節　材　料

特別管理産業廃棄物（・廃油　・廃石綿等　・廃ＰＣＢ等）

ゆいくる材の利用

　工事で使用するリサイクル資材は、原則「ゆいくる材」とする。　

14. 環境への配慮

(1.4.1)

※本工事により発生する建設廃棄物のうち、県内の最終処分場に搬入する産業廃棄物は、

　産業廃棄物の処理に係る税（沖縄県産業廃棄物税）が課税されるので適正に処理する

　こと。

　　請負者は、工事で発生した建設廃棄物について、原則としてゆいくる材の認定を受け

　た施設又はゆいくる材の認定を受けていないが、再資源化後にゆいくる材製造業者へ

　出荷している施設へ搬出すること。

　　本工事における再資源化に要する費用(運搬費を含む処分費)は、前途に掲げる施設

　のうち、受入条件の合う中から、運搬費と処分費(平日受入費用)の合計が最も経済的

　になるものを見込んでいる。従って正当な理由がある場合を除き、再資源化に要する

　費用の変更は行わない。

　ゆいくる材がない離島等での工事の場合は、ゆいくる材以外の再生資材を使用できる。

材料の品質等15.

(1.4.2)

ゆいくる材の品質管理

　請負者は、工事請負金額が500万円以上でゆいくる材を使用する場合、着手後に

　ゆいくる材以外の再生資材を使用する場合も、「ゆいくる材品質管理要領」に準じて

品質管理を実施すること。また、ゆいくる材の在庫がない等により使用できない場合は、

新材を使用すること。

　ゆいくる材の品質管理にあたっては,｢標準仕様書｣等のほかに,｢ゆいくる材品質管理

要領｣に基づいて行うこと。

(財)沖縄県建設技術センターあてに「ゆいくる材品質管理依頼」を行い、必要書類の

交付を受けなければならない。

　請負者は、路盤材のサンプル送付試験のサンプル採取、及び現場への資材初回搬入時

と敷均し転圧完了後の現場簡易試験を監督員等の立会のもと実施しなければならない。

塗装工事

内装工事

・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水　　・合成ゴム系シート防水防水工事　

・塗装（・建築塗装・木工塗装・金属塗装）

・ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工（PC）・ｻｯｼ施工・ｶﾞﾗｽ施工

・左官

・建具製作　・サッシ施工　・ガラス施工

・建築大工

鉄筋工事　

コンクリート工事

・造園

・とび

タイル工事

石工事

木工事

カーテンウォール工事

建具工事

屋根及びとい工事

左官工事

金属工事

鉄骨工事　

・型枠施工　　　・コンクリート圧送施工

・ブロック建築　・ＡＬＣパネル施工

・鉄筋施工（鉄筋組立て作業）

適用工事種別 技能検定の職種

ﾌﾞﾛｯｸ・ALC・ﾊﾟﾈﾙ工事　

(1.5.2)

・ﾎﾞｰﾄﾞ仕上げ　　　 　・畳製作

・表装（・壁装作業　　・表具作業）

植裁工事

技　能　士 ５節　施　工16.

・石材施工（石張り）

・タイル張り

・建築板金（内外装板金）・ｽﾚｰﾄ施工

・内装仕上げ施工（鋼製下地工事）

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上　 　・ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上げ

※ただし,当該資格と同等の技能を有すると認められる場合は,現場監督員の承諾を受

けて配置できるものとする。

　請負者は、路盤材の現場簡易試験が終了した場合、速やかに監督員に試験結果を報告

しなければならない。

・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水

・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水　・シーリング防水

施工図等

(1.2.3)

8. ※施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に委譲するものとする。

　総合図　　　　※作成する　　　　　　　・作成しない

　　施工に先立ち,各工事間の施工計画を調整検討するため,各室の平面図(1/50),必要な

　部位の断面図,展開図(1/50)を作成の上,各工事の必要な内容を記載した総合図を作成

　する。なお、総合図は監督員に提出し確認を受ける。

施工の検査等

(1.5.5)

※見本施工の実施個所（　　　　　　　）工種（　　　　　　　　　）17.

測定対象科学物質 濃度指針値(25℃ の場合)

・パラジクロロベンゼン

・エチルベンゼン

・キシレン

・ホルムアルデヒド

・トルエン

科学物質の検査

(1.5.9)

　測定対象の科学物質は以下のとおりとする

※建築物の室内空気中に含まれる科学物質の濃度測定

※実施する　・実施しない

18.

・スチレン

・

0.07ppm

0.20ppm

0.08ppm

0.04ppm

0.88ppm

0.05ppm

技術検査 ※中間技術検査（実施回数：　　　回）

　　　　　　　（実施段階：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）(1.6.2)

６節　工事検査及び技術検査

７節　完成図等

19.

20. 電子納品 ※本工事は電子納品対象工事とする｡

　　電子納品に関する基準は「電子納品運用ガイドライン(案)」[営繕事業編]による

　ものとする。

　　なお、電子化に要する費用は共通費に含まれているものとする。

・　本工事では設計図CADデータを貸与するものとし、貸与されたCADデータを本工事

　における施工図又は完成図の作成のため以外に使用してはならない。

・　CADデータの著作者（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

測定対象室及び測定個所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　※測定対象化学物質が、濃度指針値を超えた濃度で倹出された場合には引渡は

　受けない

測定方法に関する基準

　・｢官庁営繕部における平成15年度からのホルムアルデヒド等の室内空気中の科学物質

　　の抑制に関する措置について｣(国営建第1号平成15年4月1日)による

　・｢学校における室内空気汚染対策について｣(H15ス学健第11号平成15年7月4日)による

　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

図書

完成時の提出

(1.7.1)

21. ※電子納品運用ガイドライン(案)によるほか、監督員の指示による｡

　（署名捺印の取扱いは同ガイドライン(案)によるほか、監督員と協議すること。）

　工事完成図書は、電子媒体(CD-R)で２部提出すること。

　　なお、CD-Rは。(財)沖縄県建設技術ｾﾝﾀｰにおいて収録内容の確認を受けた後に、

　同センター発行の確認証とともに提出する。

※ゆいくる材に関する図書

　　請負者は、完成通知書の添付書類として以下の書類及び電子データを監督員に

　提出しなければならない。

　　　・　ゆいくる材利用状況報告書

　　　・　ゆいくる材出荷量証明書

　　　・　再生資源利用実施書・同利用促進実施書

　　監督員に提出された上記の書類は、監督員より(財)沖縄県建設技術ｾﾝﾀｰへ提出された

　後、技術ｾﾝﾀｰから監督員あてに「再生資源関係書類最終確認証」を発行しますので、

・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　請負者は、監督員からこれを受領して、完成検査時、検査官に提示しなければならない。

保険関係 ※建設業退職金共済制度に加入し、以下の項目を厳守する23.

 (1)その掛金収納書を契約後１ｶ月以内に契約者に提出する。

 (2)当該建設現場に「建設業退職金共済制度適用事業主工事現場」標識を掲示する。

 (3)未加入下請事業者に対する加入を指導する。

その他

　・その他の保険（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・建設工事保険　・火災保険・組立保険　・賠償責任保険　・運送保険

※保険(保険期間は、原則として工事着工日から工期最終日＋14日以上とする)

　取扱い要領」参照）

※建設労災補償共済に加入（平成10年8月31日土総第1072号「建設労災補償制度の

24. 情報共有シス ※本工事は、沖縄県が指定する沖縄県ＣＡＬＳシスレム(情報共有ｼｽﾃﾑ)を使用する。

テムの使用 　現場事務所等に、沖縄県ＣＡＬＳシスレムが使用可能な下記程度のインターネット

　環境及びパソコンを整えること。

　　なお、現場状況等により、当該整備が不可能な場合は、監督員と協議すること。

　【インターネット環境】：ブロードバンド回線

　【パソコンスペック】CPU：1.5GHz以上　　HDD：30GB以上　　メモリ：256GB以上

　　沖縄県ＣＡＬＳシスレム(情報共有ｼｽﾃﾑ)とは、工事の施工期間中において、受

　発注者間でインターネットを介して打合簿、図面等の各種データのやり取り(決裁

　を含む)を行い、情報共有サーバーを用いてそれらのデータを共有・交換するもの

　である。（※設計金額１千万円以上の工事は原則として使用する。）

25. 沖縄県CALSｼｽﾃﾑ使

用許諾料の支払い

※請負者は、沖縄県CALSｼｽﾃﾑの使用許諾料(１件当たり６万３千円(消費税込み))を、

　沖縄県がCALSｼｽﾃﾑ運営業務を委託している者に支払うこと。

26. 支払証明 ※沖縄県CALSｼｽﾃﾑの使用許諾料を支払ったときは、速やかに監督員に支払いの事実を

　(支払いの事実を証明する書類(銀行振り込みの写し等)を提出)

　報告し確認を受けること。

保全に関する

資料

(1.7.3)

※保全に関する資料は下記により、提出部数は１部とする。

　建築物等の保守に関する説明書

　機器取扱い説明書

　機器性能試験成績書

　主要な材料・機器一覧表等

　官公署届出書類

・上記資料等を収録した電子媒体を提出する。ただし、電子納品対象業務の

 　場合は提出する電子媒体に格納するものとする。

・FD　　・MO　・CD-R　・その他（　　　　　　　　　）

※下記のものを提出する。

・カラーパネル半切り

・カラーキャビネ版

・ﾓﾉｸﾛｰﾑｷｬﾋﾞﾈ版

・　

・電子納品運用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ(案)

に基づくCD-Rによる成果物

・　

・カラースライド

撮影業者は監督員の承諾を受けた業者とする。

部

部２

a.24×36以上

b.100×125以上

左欄に

a又はbを

完成写真

記入

部

部

部

部

部  24×36以上箇所

箇所

箇所

箇所

箇所

箇所

箇所

撮影箇所数 部数 原版の大きさ（mm）分類・規格

・国土交通省営繕工事電子納品要領（案）による

完成図の様式等

　CADﾃﾞｰﾀの著作者（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・本工事では設計図CADﾃﾞｰﾀを貸与するものとし、貸与されたCADﾃﾞｰﾀを本工事における

施工図または完成図の作成のため以外に使用してはならない。

　なお、CD-Rは、（財）沖縄県建設技術ｾﾝﾀｰにおいて収録内容の確認を受けた後に、

　同ｾﾝﾀｰ発行の確認証とともに提出する。

部部

部

(A3版製本)

部

部部

縮小版

(A1版観音開)

青図原図

(A1版)
種　　　　類

・電子納品対象業務

・全図面（完成時の状態）

・（表1.7.1)による

・電子納品運用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

(案)｢営繕事業編｣に基づく完成図
（CD-R　２　部）

・電子納品対象業務外

種　　　　類

部

部

１部

部

CD-ROM 縮小版

(A3版製本)

部

部

３部

部

２

ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ

(A1版)

原図

部

部

１

(A1版観音開)

・全図面（完成時の状態）

・標準仕様書(表1.7.1)による

・CADﾃﾞｰﾀ（全図面） （　　　部）・FD　・MO　・CD-R　・他（　　     ）１

　種類及び提出部数は下記による。

※完成図は設計図を完成時の状態に修正したものとし､下記のものを提出する｡

(1.7.2)

完成図

・(1.7.2(b)(1))による　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

27.

28.

29.

具志川運動公園管理棟建設工事

211,000.00 ㎡

無指定区域

468.00 ㎡

336.00 ㎡

事務所（公園管理事務所）

鉄筋コンクリート造

　　4．地域地区：　　　　　　　　　　用途地域：都市計画区域内

コンクリート

ルーフドレイン、縦樋、雨水管

敷地内又は他の工事現場

再資源化

再資源化

再資源化

再資源化

管理型処理

監督員と協議の上決定する。

図示による 50KN

21 5

青図又は白図

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)

ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

^@BMC:\ビ ジネス \和開発ロゴ .bmp,19.9584,16.148



備　考 工 事 名

工 事 場 所 設計年月日

年　　　月　　　日

承　認 検　図 担　当

縮　尺

製　図

図 面 番 号
図面名

－建築工事特記仕様書－２

6

コ

ン

ク

リ

ー

ト

工

事

鉄

骨

工

事

7

項 目 特 記 事 項章

4

地

業

工

事

Ａ―０３

摩擦面の処理

(7.12.4)

溶融亜鉛めっき

※7.12.4(a)(1)による　　・ りん酸塩処理　　・ その他（　　　　　）高力ボルト接合

１２節　溶融亜鉛めっき工法

27.

その他28.

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ ﾎﾞﾙﾄの長さが呼び径の５倍を超える場合の回転量（　　　　　　　）

・ りん酸塩処理等の特別な処理を施す場合のすべり耐力等の確認方法

溶接施工

技能資格者

材料準備

(7.6.4)

　・行う　　　　　・行わない

　　※JASS6付則6.［鉄骨精度検査基準］付表3［溶接］による

　　・ その他（　　　　　mm　）

・ エンドタブの切除箇所　 ・ 見え隠れ部分（　　　　　　　　　 　）

・ 完全溶込み溶接の溶接部の余盛り高さ

スカラップの形状

　※国土交通省大臣官房官庁営繕部「建築鉄骨設計基準」による。

　・図示による　　　・ その他（　　　　　　　　　　　　）

開先の形状

(7.6.3)

(7.6.7) 　　  　                  　・ 見え掛り部分（　　　　　　　　　 　）

※γ:35mm程度　　　・γ:10mm程度　　　・ その他（　　　　　　　　）

※溶接技能者の技量付加試験

６節　溶接接合

17.

18.

19.

ボルト接合　　※普通ボルト接合　　・ その他（　　　　　　　）

　※JASS6付則6.｢鉄骨精度検査基準｣付表5｢工事現場｣による。

　・ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 建て方用アンカーボルトの保持及び埋込み(表7.10.1)

　　工法種別　　※A種　　 ・ B種　  ・ その他（　　　　　）

    厚さ　　　　※50mm　  ・ 30mm   ・ その他（　 　　 mm）

　　・ A種　　　※B種　　　・ C種

・ 柱底均しモルタルの工法種別及び厚さ(表7.10.2)

塗料の種別

アンカーボルト

等の設置

建方精度

・ 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの内面

　寸法　※図示による

・ 構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状及び寸法

　形状　※図示による

(7.10.3)

(7.8.3)

(7.10.2)

※標準仕様書表18.3.1Ｂ種　　　　・ その他（　　　　　　　　　　 　）

・ 耐火被覆材の接着する面の塗料種別（　　　　　　　　　　　　　 　）

デッキプレート

の溶接

工場溶接の平均出検品質限界

工場溶接の検査水準

工事現場溶接の平均出検品質限界

デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合の工法

合成スラブとして使用するデッキプレートの接合

・ エンドタブを用いたマクロ試験を行う　　　・ 行わない

・ 完全溶込み溶接部の超音波探傷試験を行う　　・ 行わない

・ 放射線透過試験を行う　　　・ 行わない

 ※第６水準　　・　

※4.0％　　・ 2.5％

溶接部の試験

※4.0％　　・ 2.5％

(7.6.11)

(7.7.8)

　※標準仕様書7.7.8(a)による　　・ その他（　　　　　　　　　　 　）

　※焼抜き栓溶接　　　  ・ その他（　　　　　　　　　　　　　　　 ）

７節　スタッド溶接及びデッキプレート溶接

８節　錆止め塗装

１０節　工事現場施工

１１節　軽量形鋼構造

20.

21.

22.

24.

25.

26.

・ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り

所要性能及び適用箇所 備考

耐火被覆の種別及び性能

種別及び性能

耐火被覆材の

種　別

(7.9.2)

９節　耐火被覆

23.

・

・・耐火材

　吹付け

7.9.4

7.9.4

7.9.5・耐火板張り

・耐火材巻付け 7.9.6

7.9.7

建方等の工事現場施工の精度

施  工　(7.11.2)

・ ボルトの長さが呼び径の５倍を超える場合の回転量（　　　　　 　　）16. 締付け　(7.4.7)

摩擦面の性能

及び処理

すべり係数試験

　・行う　　　　　・行わない

(7.4.2) 　すべり係数試験の方法（  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  )

４節　高力ボルト接合

15.

　試験片の摩擦面の状態（  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  )

　※国土交通省大臣官房官庁営繕部「建築鉄骨設計基準」による。

　・ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

鉄骨の製作精度

※仮組を行う（仮組を行うにあたっては、施工計画書を作成する。）

 　　検査基準」による。

製作精度

工作図

(7.3.2)

　※(社)日本建築学会「建築工事標準仕様書６鉄骨工事．付則６．鉄骨精度(7.3.3)

　・ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　）

３節　工作一般

12.

13.

14.

高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離,ボルト間隔,ゲージ等

11. ・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）材料試験等

(7.2.10)

仮　組　(7.3.10)

形状及び寸法

レール レール等の材料

(7.2.7)

デッキプレート ・ 構造床として使用するデッキプレート

・ 構造床、合成スラブ、型枠以外で使用するデッキプレート

　※図示による　　　　　・　

柱底均しﾓﾙﾀﾙ

(7.2.9)

　※標準仕様書表7.2.5による　　・　

8.

9.

(7.2.8)

　　形状・寸法　　※図示による　　・　

　　材　質：　※JIS　G　3352

・ 合成スラブとして使用するデッキプレート

　　※材質、形状、寸法は図示による　　・　

　※標準仕様書7.2.9(b)(1)～(4)による　　・ その他（　　　　　　 　）

　　※材質、形状及び寸法は図示による　　・　

柱底均しモルタルを無収縮モルタルとする場合の材料等10.

ターンバックル 建築用ターンバックル(JIS A 5540)

胴の種類　　　　※割枠式　　　　・パイプ式

ボルトの種類　　※羽子板ボルト　・両ネジボルト　　・アイボルト

ねじの呼び（　　　　　　　　　　）

7.

(7.2.6)

※7.2.5(a)、(b)による　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　 ）

溶接材料6.

(7.2.5)

溶接棒等

高力ボルト

アンカーボルト

(7.2.4)

高力ボルト　※トルシア形高力ボルト　　　・JIS形高力ボルト

鋼　　材

高力ボルトの径　　・（　　　　　　　　　mm） 　・図示による

普通ボルト

(7.2.2)

種類の記号 使用箇所 規格等

        　　・溶融亜鉛メッキ高力ボルト

普通ボルトの径              ・（　　　　　mm） 　・図示による

(7.2.1)

※JIS規格 ・　

※JIS規格 ・　

2.

※JIS規格 ・　

※JIS規格 ・　

※JIS規格 ・　

建方用アンカーボルトの材質

　　※標準仕様書表7.2.3による　　・ その他（　　　　　　　　　　　）

　　※図示による    　　　　・　

5.

3.

4.

(7.2.3)

ボルト及びナットの材料等　　※表7.2.3による　・その他（　　　　 　）

構造用アンカーボルトの材質

２節　材　料

アンカーボルト及びナットのねじの種類の規格,ねじの等級の規格及び仕上げの程度

構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状及び寸法

1. 鉄骨製作工場

施工管理技術者の適用　　※適用する　　　　・適用しない

建築基準法第68条の26に基づく性能評価を受けた鉄骨製作工場

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・Ｓグレード ・Ｈグレード　・Ｍグレード　・Ｒグレード　・Ｊグレード

    　＜（株）日本鉄骨評価ｾﾝﾀｰの分類＞

(7.1.3)

１節　一般事項

7

鋼材の材質等

　材　質：　※SNR400（JIS G 3138）　　・その他（　　　　　　　　　　）

　材　質：　※SS400（JIS G 3101）　　 ・その他（　　　　　　　　　　）

水ｾﾒﾝﾄ比

(%) （mm）能における

ｺﾝｸﾘｰﾄ

特殊な要求性 かぶり厚さ

(JASS5)

・A　・B  ・C

おそれのある部位

・A　・B  ・C

・A  ・B　・C

塩害を受ける ｾﾒﾝﾄ種類海水作用区分24.

その他

一般事項

型　　枠

23.

22.

(6.15.8)

(6.17.1)

存置期間　※標準仕様書6.9.5による　　　・ その他（　　　　　日間）

流動化ｺﾝｸﾘｰﾄの適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１７節　流動化コンクリート

品　　質

(6.14.3)

材　　料

スランプ　　　　※15cm又は18cm　・その他（　　　　　　　　　　　）

20.

21.

(6.15.3)

混和材料　※標準仕様書6.15.3(b)(1)による　　・その他（　　　　　　）

１５節　高い強度のコンクリートの取扱い

設計基準強度　　※18N/mm2　　・その他（　　　　　　　　　　 　　）

                    ・ その他（　　　　　　　　）

混和材料　　混和剤　※ＡＥ減水剤遅延型又は減水剤遅延型

　　　　　　　　　　・ その他（　　　　　　　　）

一般事項

材　　料

品　　質

19.

            混和材  ※コンクリート用高炉スラグ微粉末4000

17.

18.

適用箇所　  ※6.14.1(c)(1)～(5)による　　・図示による

(6.14.1)

(6.13.2)

(6.13.3)

セメントの種類　※標準仕様書6.13.2(a)(1)又は(2)による ・その他（　）

１３節　マスコンクリート

１４節　無筋コンクリート

所定スランプ     ※15cm以下　　　・　　　　　cm

軽量コンクリートを使用する常時土あるいは水に直接接する箇所

　※図示による　　　　・ 適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　）

軽量コンクリートの種別　  ・ １種　　・ ２種

所要スランプ　　  ※21cm以下　　　・ その他（　　　cm）

一般事項

品　　質

15.

16.

(6.11.1)

(6.11.3) 所要気乾単位容積質量の値（　　　　　　　t/m3）

１１節　軽量コンクリート

適用箇所せき板の材料

・

スリーブに用いる材種

材　　料

一般事項

※合板

外部に面するコンクリート打放し仕上げの打増し厚さ

14.

ひび割れ誘発目地の位置、形状及び寸法　

　※標準仕様書9.6.3(a)(1)による　　　　・ 図示による

　※20mm　　　・ その他（　　　　　mm）

13.

強度試験の総則

(6.10.4)

12.

コンクリートの

(6.9.3)

(6.9.2)

　※標準仕様書6.9.3(i)(2)(ⅰ)～(ⅳ)による  ・その他（　　　　　　　）

９節　型　枠

１０節　試　験

・断熱材兼用型枠材

・MCR工法用ｼｰﾄ

規格・厚さ

※12*900*1,800

※材齢28日圧縮強度の推定に用いる供試体は現場における｢水中養生｣とし,(財)沖縄

県建設技術ｾﾝﾀｰが行う試験とする。

打継ぎ 目地寸法　　※9.6.3(a)(1)による　・その他（　　　mm）11.

(6.6.3)

６節　コンクリートの工事現場内運搬並びに打込み及び締固め

アルカリ総量

塩化物量及び

アルカリ総量

　コンクリート打設現場において、打設に先立ち、コンクリート中の塩化

塩化物量（塩素イオン換算 Kg/m3）　※0.3以下 　・その他（　　　　 ）

　※6.5.1式によりコンクリート中のアルカリ総量を確認する。

10.

(6.5.4) 　物総量を測定し、その結果を監督員に報告する。

５節　普通コンクリートの品質管理

混和材料9.

　・ ﾌﾗｲｱｯｼｭⅠ種　　・ ﾌﾗｲｱｯｼｭⅡ種　　・ 高炉ｽﾗｸﾞ微粉末(JIS A 6206)

混和剤(JIS A 6204)

混和材(JIS A 6201)

(6.3.5)

(6.4.8)

　※ＡＥ剤　・ＡＥ減水剤   ・高性能ＡＥ減水剤　・その他（　　　 　）

　・ 膨張材(JIS A 6202)　　・その他（　　　　　　　　　　　　　 　）

　※普通ポルトランドセメント　　　　　　・ 高炉セメントのＡ種

　・ フライアッシュセメントのA種　 　　 ・その他（　　　　　　　　）

施工箇所種類

質量

4.

スランプ

の仕上り

気乾単位容積

5.

セメント7.

コンクリート6.

・Ａ種

普通コンクリートの気乾単位容積質量

コンクリートのスランプ

・Ｂ種

コンクリートの打放し仕上げ

セメントの種類(表6.3.1)

・Ｃ種

コンクリートの仕上りの平たんさ

砂利及び砂の種類(JIS A5308)　　　※Ａ　　・Ｂ

砕石及び砕砂の種類(JIS A5005)　　※Ａ　　・Ｂ

骨　  材

　※表6.2.1     ・ その他（打込箇所：　　　　ｽﾗﾝﾌﾟ：　　　　　　）

　※2.3t/m3　・ その他（　　　　t/m3）（2.2t/m3～2.4t/m3の範囲内）

8.

(6.3.2)

(6.2.5)

(6.3.3)

(6.2.3)

(6.2.2)

  ※表6.2.4　　　　　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　 　）

２節　コンクリートの品質

３節　コンクリートの材料

コンクリート部材の位置及び断面寸法の許容差並びにその測定方法

　※6.2.5(a)(1)(i)及び(ⅱ)による　・その他（　　　　　　　　　　）

       （・ 化学法    ・ モルタルバー法   ・ その他促進試験）

  ・年２回の生コン工場定期検査結果で確認する｡

アルカリシリカ反応

　・本工事において使用する骨材についてアルカリシリカ反応性試験を行う。

  　上記の結果から、骨材が有害と判定された場合は、ｱﾙｶﾘ総量規制<ｺﾝｸﾘｰﾄ

  　中のｱﾙｶﾘ総量が3㎏/m3以下>等によりｱﾙｶﾘ骨材反応の抑制対策を講じる。

ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 類別(表6.1.1)　　　※Ⅰ類　　　　・Ⅱ類

適　用　箇　所

・２１

・

設計基準強度

3.

の類別　(6.1.5)

6

2.

の種類

1.

の強度

普通コンクリートの設計基準強度（N/mm2)

コンクリート ・ 普通コンクリート　     ・ 軽量コンクリート

適　用　箇　所

(6.1.3)

(6.1.4) ・１８

設計基準強度

・２１

・

・ 特殊な要求性能におけるコンクリート（　　　　　　　　　　　　　 ）

コンクリート

・２４

１節　一般事項

・

※構造体ｺﾝｸﾘｰﾄと供試体の強度との差を考慮した強度割増しは、3N/mm2とする。

※ｺﾝｸﾘｰﾄ打込みから28日までの平均予想気温による強度の補正は6.4.5(d)による

　軽量コンクリートの設計基準強度（N/mm2)

※ｺﾝｸﾘｰﾄ強度の標準偏差は6.4.5(e)による。（規格品ｺﾝｸﾘｰﾄ以外の場合）

コ

ン

ク

リ

ー

ト

工

事
鉄

骨

工

事

鉄

筋

工

事

5

その他8.

7.

５節　特殊な鉄筋継手

機械式継手

(5.5.2)

機械式継手

　※機械式継手は「鉄筋の継手の構造方法を定める件」(平成12年5月31日付け建設省

　　告示第1463号)に適合するものとする

種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

工法、品質の確認方法、不良となった継手の修正方法

　※1.2.2[施工計画書]の品質計画書による　　　・その他（　　　　　　　　　　）

検査方法　　※超音波探傷試験　　　　・引張試験圧接完了後の6.

４節　ガス圧接

二辺固定スラブ形階段6.2

6.1

・ 寸法（　　　　mm）種別（　　　　　）  ・ 図示による

二辺固定ｽﾗﾌﾞ形階段の基準配筋(表6.2、図6.2、図6.3)

・ 寸法（　　　　mm）種別（　　　　　）  ・ 図示による

片持スラブ形階段

片持スラブ形階段の基準配筋（表6.1、図6.1）

６節　階段の配筋

機械吊上げ用フック7.3

・ 種別（　　　　　　　）    ・ 図示による

機械吊上げ用フック(表7.4、図7.6)

梁貫通孔

7.2

7.1

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ帳壁との取合い

梁貫通孔の補強形式(表7.1～表7.3)

控壁の配置　　　・ 間隔（　　　　　　mm）   ・ 図示による

・配筋種別（　　　　　　）    ・図示による

７節　梁貫通孔その他の配筋

・既製梁貫通補強筋　　　　　　・図示による

８節　補強コンクリートブロック造の配筋

8.2 　まぐさ

まぐさの配筋　　　・ 図示による

出隅受け部の補強筋  ・ 径（　　mm）間隔（　　mm）  ・ 図示による

・配筋種別（　　　　）スラブ厚（　　　mm）　　・ 図示による

スラブの基準配筋(表5.1 図5.1)

スラブ開口部の補強　　・ 図5.8による　　・ 図示による。

5.3

5.2

スラブ等の補強

スラブ5.1

土間スラブの打継ぎ補強　　・ 図5.10による　　・ 図示による。

土間コンクリートの補強筋　・ 径（　mm）間隔（　mm）・ 図示による

出隅部分の配筋方法　　※図5.7による　　　・ 図示による

出隅部分の補強配筋　　※D10-100＠ダブル　・ 図示による

片持スラブ

片持スラブの基準配筋(表5.2 図5.4 図5.5)

・配筋種別（　　　　　）スラブ厚（　　　　　mm）　・ 図示による

５節　スラブの配筋
・ コンクリート厚さ（　　　　　　mm）     ・ 図示による

4.2

パラペット

壁の補強

4.3

ｺﾝｾﾝﾄﾎﾞｯｸｽの補強　・ 図示による

壁の打増し補強    ・ 図4.4による　　・ 図示による

耐震壁を除く壁開口部の補強筋(表4.3 表4.4)　・ Ａ形　　　　※Ｂ形

耐震壁の壁開口部の補強　・図示による

試験　(5.4.9)

規格番号

・SD345

種類 径（mm）

鉄　　筋 鉄筋の種類（表5.2.1）

・D10　・D13　・D16　・　　・　※JIS　G　3112 ・SD295A

・D19　・D22　・D25　・　　・　

・建築基準法第37条の規定に基づき認定を受けた鉄筋

・　 　・　 　・　 　・　　・　・　

1.

(5.2.1)

２節　材料

鉄筋の継ぎ手

溶接金網

継手及び定着

　柱及び梁の主筋　　※ｶﾞｽ圧接　・重ね継手　・特殊な継手工法（　　　）

3.

2. 溶接金網（JIS　G　3551）

(5.2.2)

(5.3.4)

　・鉄線の径　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　mm）

　・網目の形状、寸法（　　　　　　　　　　　　　　　　）

３節　加工及び組立

5

鉄

筋

工

事

鉄筋の重ね継手の長さ　　※表5.3.3による　　・その他（　　　　　　　　）

隣り合う継ぎ手の位置　　※表5.3.4による　　・その他（　　　　　　　　）

鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ

各部の配筋

厚さ及び間隔 　※表5.3.6の最小かぶり厚さに10mmを加えた値以上とする。

　・表5.3.6の最小かぶり厚さ以上とする。

各部配筋5.

4. 鉄筋のかぶり

(5.3.5)

(5.3.7)

特殊鉄筋継ぎ手の鉄筋相互のあき（　　　　　　mm）

　・塩害を受けるおそれのある部分等,耐久性上不利な箇所

　　　（部位：　　　　　かぶり厚さ：　　　　mm）

別図[各部配筋]による場合

1.5

1.1

基礎梁のあばら筋等

杭基礎

・ 既製コンクリート杭　　・ Ａ形　　　　※Ｂ形

・ 既製コンクリート以外（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

あばら筋の径及び間隔　　径（　　　　　　mm）　間隔（　　　　mm）

１節　基礎及び基礎梁の配筋

杭基礎の配筋及び杭頭部の補強方法(図1.1)

梁せいが1.5ｍ以上の腹筋及び幅止め筋（　　　　　　　　mm）

帯筋の割付　　 ※図2.3による　　・ 図示による

帯筋組立の形(別図2.2)   ※Ｈ形　・Ｗ－１形　・ＳＰ形

帯筋の種類及び間隔　・ 種類（　　）間隔（　　　mm）・ 図示による

2.3

帯　筋2.2

柱

柱の打増し補強

2.1

２節　柱の配筋

柱頭定着長さ　　・別図2.1による　　　※図示による

柱の打増し補強　(上記以外の場合)　　・ 図示による

柱の打増し補強　(打増し幅が70mm以上,かつ,200mm以下の場合)

　　　　　　　　 ※図2.4による  　　・ 図示による

3.1

あばら筋等

大梁

3.2

梁の打増し補強3.3

梁のあばら筋  ・ 種類（　　　　）径（　　　mm）間隔（　　　mm）

              ・ 図示による

梁のハンチの傾斜　　　※1:4　　・ 図示による

壁梁の腹筋定着長さ及び継手長さ　　※L2　　・ 図示による

　　　　　　　　 ※図3.11による 　　・ 図示による

３節　梁の配筋

梁の打増し補強　(打増し幅が70mm以上,かつ,200mm以下の場合)

梁の打増し補強　(上記以外の場合)　　・ 図示による

4.1 壁

片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋(表4.2)

・ 種別（　　　　　） ・ 図示による。

土圧等受ける壁及び耐震壁の適用　　・ 図示による

壁の基準配筋(表4.1)　　・ 種別（　　　　　　）   ・ 図示による

壁配筋の重ね継手及び定着の長さ　　※図4.1 L2　・ 図示による

４節　壁、その他の配筋

　※標準仕様書別図(以下別図)[各部配筋]による。　・図示による

継手及び定着

　※鉄筋の定着の長さは次のいずれかの方法により確認する。

　・建築物の規模にかかわらず保有水平耐力計算等を行い、公共建築工事標準仕様書

　その他の鉄筋　　　・ｶﾞｽ圧接　※重ね継手　・特殊な継手工法（　　　）

　　（建築工事）平成19年版 5.3.4継手及び定着の規定による定着の長さで満足する

　　ことを確認する。

　・建築物の規模に応じた構造計算を行うこととし、建築基準法施行令第73条の仕様

　　規定とする。

砂利及び砂地業 砂利及び砂地業の厚さ　　　※60mm　　・その他（　　　　　　　）17.

(4.6.3)

孔壁の確認　・超音波測定器　　・その他（　　　　　　　　　　　）16. 場所打ち鋼管ｺﾝｸﾘ

ｰﾄ杭工法及び拡底

杭工法　(4.5.5)

６節　砂利、砂及び捨コンクリート地業等

捨コンクリートの厚さ　　　※50mm　　・その他（　　　　　　　）18. 捨ｺﾝｸﾘｰﾄ地業

(4.6.4)

床下防湿層 防湿層の適用及び範囲　　※図示による　　・その他（　　　　　　）

その他

19.

(4.6.5)

支持地盤　※図示による。　・その他（　　　　　　　　　　　　）

孔壁の確認　・超音波測定器　・その他（　　　　　　　　　　　）

　　　　　　・普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　　　・その他（　　　　　　　　）

鉄筋かごの補強

　・場所打ち鋼管ｺﾝｸﾘｰﾄ杭工法　・拡底杭工法（　　　　　　　）

　セメント　・高炉セメントB種　　　・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種

工法の適用

　・ｱｰｽﾄﾞﾘﾙ工法　・ﾘﾊﾞｰｽ工法　・ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ工法

コンクリートの種別（表4.5.1）　　・Ａ種　　・Ｂ種

コンクリートの設計基準強度（　　　　　N/mm2）

帯筋

かぶり厚さ　　※100mm　　・その他（　　　　　mm）

14. 材料その他

(4.5.1)

13. 適用範囲

(4.5.3)

15. ｱｰｽﾄﾞﾘﾙ工法ﾘﾊﾞｰｽ

工法及びｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ

工法　(4.5.4)

５節　場所打ちコンクリート杭地業

　※別図｢各部配筋｣2.2｢帯筋｣(b)8(3)④丸形(ﾛ)による　・その他（　　　　）

　※4.5.3(a)(2)(ⅲ)による　・その他（　　　　　　）

・　地盤の平板載荷試験（実荷重50KN以内）図示による

10,13

Ｈ型

(21+3) 躯体：基礎、地中梁、柱、梁、壁、屋根

(18+3) 土間コンクリート

捨てコンクリート、犬走りコンクリート

外壁、内壁（打放しＢ種面）

図示による　打放し面

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

^@BMC:\ビ ジネス \和開発ロゴ .bmp,19.9584,16.148
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章 項 目 特 記 事 項

8

9

備　考 工 事 名

工 事 場 所 設計年月日

年　　　月　　　日

承　認 検　図 担　当

縮　尺

製　図

図 面 番 号
図面名

－建築工事特記仕様書－３

9. その他

防腐処理

(12.2.10)

(12.3.2)

(12.2.8)

(12.2.9)

工　法

防蟻処理

防虫処理

・土壌処理（防蟻）

　処理薬剤：（社）日本しろあり対策協会の認定品とする。

7.

8. 標準仕様書表12.3.1以外の工法　　　　※図示による　　・　

  種類及び品質（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　ただし、建築物の外周処理を含む。

補償規定

            レンフィルム敷きを行う。

３節　小屋組

・表面処理用木材保存剤

  施工箇所：｢防除施工標準仕様書｣(社団法人日本しろあり対策協会発行)に準じる。

　処理方法：｢防除施工標準仕様書｣(社団法人日本しろあり対策協会発行)に準じる。

            また、土間ｺﾝｸﾘｰﾄを打設する部分には薬剤処理後厚さ0.15mmポリエチ

・木部処理（防腐・防蟻・防虫）

　施工箇所：合板、集成材等を除く全ての木材。

　処理方法：工場における加圧式とし,十分に乾燥を行う。ただし,現場における加工

　　　　　　が生じた場合は,加工した箇所に対し,現場にて木材保存剤を塗布する。

    　      受けた部材については,その指示に従うものとする。

  処理施工後（　※５年　・　  年　）とする。

施工業者（工場における処理は除く）

員の承諾を受けた場合はその限りではない。

　(社)日本しろあり対策協会の認定した｢しろあり防除施工士｣とする。ただし,監督

11

6. 接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ発散量　※F☆☆☆☆　 ・ その他（　 　　　　　　）木れんが(12.2.7)

5. 接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ発散量　※F☆☆☆☆　 ・ その他（　 　　　　　　）接着剤(12.2.6)

(12.2.3)

4.

・厚さ5.5mmの合板

　表板樹種（　　　　　　　　　）

　合板の接着の程度　  ※1類　 ・ その他（　　　　）

　防虫処理　・処理する（※12.2.1b(3)による　・　　  　　　）

　　　　　　・処理しない

　　　　　　・処理しない

　難燃処理　・処理する（　　　　　　　 　  　　　）

・厚さ12mmの合板

　合板の接着の程度　  ※1類　 ・ その他（　　　　）

　防虫処理　・処理する（※12.2.1b(3)による　・　　  　　　）

　　　　　　・処理しない

　表板の樹種（　　　　　　　　　）

床張り用合板のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　※F☆☆☆☆ ・ その他（　　 　　　　）床張り用合板等

　合板の等級　　　　　※2等 　・ その他（　　　　）

　板面の品質　　　　  ※C-D　 ・ その他（　　  　）

(12.2.2)

集成材等3.

・化粧ばり造作用集成材（施工箇所：　　　　　　　）

・単板積層材（施工箇所：　　　　　　　　）

　　寸法（　　　　　　　　　　　）

・構造用集成材（施工箇所：　　　　　　　　　）

・構造用単板積層材（施工箇所：　　　　　　　）

集成材等の品質

集成材等及び接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　※F☆☆☆☆ ・その他（  　　　）

　　接着性能（　　　　　）樹種名（　　　　　　）厚さ（　　　　　　　）

　　強度等級（　　　　　）材面の品質　※２種　・その他（　　　　　　）

　　接着性能（　　　　）樹種名（　　　　　）寸法等（　　　　　　　　）

　　曲げ性能（　　　　　）その他（　　　　　　）

・造作用集成材（施工箇所：　　　　　　　　）

　　樹種名（　　　　　）見付け材面の品質　※１等　・その他（　　　　）

　　心材の樹種名（　　　　　）化粧薄板（樹種：      厚さ：     　   ）

　　見つけ材面の品質　※１等　・その他（　　　　）寸法（　　　　　  ）

　　表面の品質　※天然木化粧加工　・その他（　　　　　　　　　　　　）

構造材

造作材

下地材

構造材及び下地材の品質

木材の樹種(表12.2.3)

適用箇所

造作材の材面の品質基準(表12.2.2)　　※Ａ種　　　・Ｂ種

品質の基準

　　※杉      ・その他（　　　　　　　　　　　　　　）

　　※杉      ・その他（　　　　　　　　　　　　　　）

　　※杉      ・その他（　　　　　　　　　　　　　　）

・12.2.1(4)(ⅰ)　　 ・　

・12.2.1(4)(ⅱ)　　 ・　

・12.2.1(4)(ⅲ)　 　・　

表面仕上げの程度(表12.1.1)

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

1.

種　類

適用箇所

適 用 箇 所

表面仕上げ

(12.1.4)

(12.2.1)

2. 木　　材

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

保存処理木材の適用

木材の含水率(表12.2.1)

品質の基準

※12.2.1(b)(3)による・

・

・

　構造材、下地材　：　※Ａ種　　　・Ｂ種

　造作材　　　　　：　※Ａ種　　　・Ｂ種

１節　一般事項

２節　材　料

12

7. 施　工 目地寸法　　※標準仕様書9.6.3(a)(1)による　・その他（　　　　　 mm）

8. その他

適用箇所種別

・目地桝法

・桟木法

・タイルシート法

タイル型枠先付の種別

付けの種別

タイル型枠先

(11.4.2)

6.

４節　陶磁器質タイル型枠先付け

床の石張り12.

　　　　　　・ 行わない

石材の厚さ（　　　　　　　　　　mm)

石裏面処理　・ 行う　（処理材：             　　　　　　          ）(10.6.2)

６節　床及び階段の石張り

屋外の一般目地幅　　※ 4 mm　　　・（　　　　　　）mm

屋内の一般目地幅　　※ 3～6 mm　 ・（　　　　　　）mm

伸縮調整目地の位置　※床面積30㎡､長さ6ｍごと及び他の部材との取合い箇所

　　　　　　　　　　・ 図示による。

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の目地寸法　　※10mm以上　　・ その他（　　　　　　 　　）

石材の厚さ（　　　　　mm)階段の石張り13.

(10.6.3)

隔て板                 ・ 外壁乾式工法  ・ 内壁空積工法　・ 乾式工法

アーチ、上げ裏等       ・ 外壁乾式工法  ・ 内壁空積工法　・ 乾式工法

笠木、甲板等           ・ 外壁乾式工法  ・ 内壁空積工法　・ 乾式工法

(10.7.2)

(10.7.1)

14. 適用範囲

アーチ、上げ15.

裏等の石張り

伸縮調整目地の位置　※床面積30㎡､長さ6ｍごと及び他の部材との取合い箇所

　　　　　　　　　　・ 図示による。

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の目地寸法　※10mm以上　　・ その他（　　　　　　　 　　）

石材の厚さ　　・アーチ部（　　　　mm）　　・ その他（　　　 　　mm）

　　　　　　　・上げ裏部（　　　　　mm）

７節　特殊部位の石張り

石裏面処理　・ 行う　（処理材：             　　　　　　          ）

　　　　　　・ 行わない

屋外の一般目地幅　　※ 4 mm　　　・（　　　　　　）mm

屋内の一般目地幅　　※ 3～6 mm　 ・（　　　　　　）mm

石材の厚さ　笠木部（　　　　　mm）甲板部(　　　　　　mm)

 （・ 石裏面処理材：　　　　　　　　　　　　）の石張り

笠木、甲板等16.

（・ 石裏面処理材：　　　　　　　　・ 裏打ち処理材：　　　　　　　）

(10.7.3)

一般目地幅       ※6mm以上   ・ その他（　　　　　mm以上）

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の目地寸法　　※10mm以上　　　　　　・ その他（　　　　 　　）

伸縮調整目地の位置　※他の部位との取合い部　・ その他（　　　　　　 ）

17. 隔て板

18.

(10.7.4)

石材の厚さ　　　　※40mm     ・ その他（　　　　　　　　　　　mm）

その他

石裏面処理及び裏打ち処理　　・行う　　・行わない

一般目地幅       ※6mm以上   ・ その他（　　　　　mm以上）

一般目地のシーリング材　・標準仕様書9章6節により寸法は幅,深さとも6mmとする

　　　　　　　　　　　・ その他（　　　　　　　）

伸縮調整目地の位置　※標準仕様書表11.1.1による　・ その他（　　  　　 ）

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の目地寸法　　※10mm以上　　　　　　　　・ その他（　　　 　　）

乾式工法の場合

　取付け代　※10.5.3(b)　・（　　　　　　　　　　　）

　石裏の補強用モルタル　 ・用いる　　・用いない

　目地幅     ※8mm以上   ・ その他（　　　　　mm以上）

目地幅　　※8mm以上　　・ その他（　　　　　　mm以上）

11. 施　　工

(10.5.3)

・建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

タイルの品質(JIS A 5209)

・内壁　　・図示による

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置

　　　　見本焼き　　　・行う　　　　・行わない

タイル型枠先付け面のせき板

タイルの試験張り      ・行う　　　　・行わない

　内装タイル　・ 改良積み上げ張り　・ 壁タイル接着剤張り

　外装タイル　・ 密着張り 　・ 改良積み上げ張り 　・ 改良圧着張り

壁タイル張りの工法(表11.3.2)

　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

モルタル塗りのコンクリート素地面　・ ＭＣＲ工法　　・ 目荒らし工法

1. 伸縮調整目地及

型枠先付けのタ

イルユニット等

陶磁器質タイル

びひび割れ誘発

3.

　内装タイル以外のﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ　　・ マスク張り　・ モザイクタイル張り

施　　工

(11.2.1)

(11.1.3)

(11.2.2)

目地

タイル2.

(11.3.3)

・外壁    ※標準仕様書表11.1.1による　　・図示による

　※標準仕様書6.9.3(b)(2)による　　　・金属製タイル先付用パネル

4. 張付け用材料

(11.2.3)

5.

１節　一般事項

　２節　材　料

３節　陶磁器質タイル張り

有機質接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　※F☆☆☆☆　　・その他（　　　　　 　）

石裏面処理及び裏打ち処理　　・ 行う　　・ 行わない

石材の厚さ

 （・ 石裏面処理材：　　　　　　　　・ 裏打ち処理材： 　　　　　　）

材　　料10.

(10.5.2)

だぼ用穴位置     ※標準仕様書10.5.2(b)(1)による　　・ 図示による。

　外壁　　　※30mm以上  　・その他（　　　　          　　　　　）

　内壁　　　※25mm以上    ・その他（　　　          　　　　　　）

５節　乾式工法

9. 施　　工

(10.4.3)

伸縮調整目地の位置　　※6ｍ程度ごと　　・ その他（　  　　　　　 ）

下地ごしらえ　　※あと施工ｱﾝｶｰ・横筋流し工法  ・ あと施工ｱﾝｶｰ工法

一般目地幅      ※6mm以上         ・ その他（　　　　　mm以上）

　　　　　　　　　・その他（　　　　 ）

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の目地寸法　　※10mm以上　　 　・ その他（　     　　　　）

一般目地のｼｰﾘﾝｸﾞ材・標準仕様書9章6節により寸法は幅､深さとも6mmとする

8. 材　　料

（・ 石裏面処理材：　　　　　　　　　　・ 裏打ち処理材：　　　　　）

石裏面処理及び裏打ち処理　　　・ 行う　　・行わない(10.4.2)

石材の厚さ      ※20mm以上   ・ その他（　　　　mm以上）

４節　内壁空積工法

7. 施　　工

(10.3.3) 一般目地幅       ※6mm以上         ・ その他（　　　　　mm以上）

一般目地のｼｰﾘﾝｸﾞ材　・標準仕様書9章6節により寸法は幅､深さとも6mmとする

　　　　　　　　　　・その他（　　　　 　　）

下地ごしらえ     ※流し筋工法　　　・ その他（　　　　    　　）

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の目地寸法　　※10mm以上　　　　　　　 ・その他（　 　　　）

伸縮調整目地の位置　※標準仕様書表11.1.1による ・その他（　　　　 ）
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6. 材　　料

(10.3.2)

３節　外壁湿式工法

取付け用モルタル  ※石材施工業者の指定する製品  ・ その他（      　 ）

目地用モルタル    ※石材施工業者の指定する製品　・ その他（  　     ）

石裏面処理材  　  ※石材施工業者の指定する製品  ・ その他（    　   ）

裏打ち処理材   　 ※石材施工業者の指定する製品  ・ その他（    　   ）

外壁湿式工法に使用するドレンパイプの材質（               　         ）

充填材料等       ※石材施工業者の指定する製品  ・その他（      　   ）

5. その他の材料

(10.2.3)

石裏面処理及び裏打ち処理　　　※ 行う　　・ 行わない

石材の厚さ      ※有効厚さ25mm以上   　　・ その他（　　　　mm以上）

 （ ・ 石裏面処理材：　　　　　　　　　　・ 裏打ち処理材：　 　　　　)

石材加工

1. 施工一般

　・粗面仕上げの場合ののみ込み部分仕上げ（　　　　　　　 ）

石材の割付け   ※標準仕様書10.1.3(a)(1)～(2)   ・その他(           )

(10.1.3)

１節　一般事項

形状・寸法 表面仕上げの種類石材の種類施工箇所 品　　質

※1等 ･2等

※1等 ･2等

※1等 ･2等

屋内の本磨き床の清掃    　※ワックスを使用する

ジェットバーナーのバフ仕上げ　　・有　　・無

天然石(JIS A 5003)                          (表10.2.1及び表10.2.2)3. 石　　材

2. 清　　掃

(10.1.5)

(10.2.1)

テラゾブロック及びテラゾタイル（JIS　A　5411）　　　　　(表10.2.2)

施工箇所

２節　材　料

・ﾃﾗｿﾞﾀｲﾙ

・ﾃﾗｿﾞﾌﾞﾛｯｸ

・ﾃﾗｿﾞﾌﾞﾛｯｸ

・ﾃﾗｿﾞﾀｲﾙ

表面仕上げの種類形状・寸法種石種類 大きさ

アンカーの材質及び寸法

外壁湿式工法及び内壁空積工法用受金物

乾式工法用金物の方式(表10.2.4)　・ スライド方式　　・ ロッキング方式

　　　　　　　　　　　　　　・ その他（　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　・ その他（　　　　　　　　　　）

　吊り金物及び化粧ボルト　　※ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)、径6mm、長さ80mm

特殊部位に使用する引金物等

取付け金物4.

　乾式工法用金物　　※標準仕様書表10.2.4のｽﾗｲﾄﾞ方式で、通しだぼ

(10.2.2) 　　　※材質SS400  　寸法L-75×75×6　　L＝100mm又は150mm

   　・ その他（材質：　　　　寸法：　　　L＝　　　　　　　　　　　　)

　だぼ、かすがい及び受金物　※10.2.2(a)による　・ その他（　　　　　）

　※標準仕様書10.2.2(d)(1)～(2)による　　・その他（　　　　　 　　　）

あと施工アンカーの材質・寸法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他金物の材質・形状・寸法（　　　　　　  　　　　　　　　　　　　）

接着性試験     ※簡易接着性試験     ・引張接着性試験

補償規定

シーリング材

の試験 (9.6.5)

その他

13.

12.

元請業者、施工業者、製造所の三者連署による保証書を監督員に提出する。

　　　　　・工事引渡し後(　　)年間｛但し,ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事は,(　　)年間｝

保証期間  ※工事引渡し後    10年間｛但し,ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事は,(　　)年間｝

施工箇所種類（記号）

施工箇所種別

 ・その他

シーリング材の種類

塗膜防水の防水層の工程による種別

材　　料

目地寸法 目地寸法    ※標準仕様書9.6.3(a)(1)～(3)による   ・その他（　　 　）

(9.5.3)

(9.6.2)

(9.6.3)

 ※被着体に応じたものとし、表9.6.1に準ずる。

防水層の種別

及び工程 備考

５節　塗膜防水

６節　シーリング

11.

10.

9.

・ Ｘ－１

・ Ｘ－２

・ 

種別Y-2における保護層     　 ・ 設ける　　・ 設けない

種別X-1における脱気装置　・ 種類（　　 　　）  ・ 設置数（　　　　）

・ Ｙ－１

・ Ｙ－２

・ 

　ウレタン系塗膜防水

　ゴムアスファルト系塗膜防水

ＰＣコンクリート部材の下地の目地処理（　　　  　　　　　　　　　　）

モルタル塗り防水下地施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）施　　工

層の種別

絶縁シートの材質　　※発泡ポリエチレンシート　・その他（　　　　 　）

※1.2

※1.2

※1.5

※2.0

※1.5・加硫ゴム系

・塩化ビニル樹脂系

・加硫ゴム系

・

・その他（　　　　）

・塩化ビニル樹脂系

・その他（　　　　）

複合

シｰト

シｰト

・

・

・

種別による厚さ(mm)

・

(9.4.2)

(9.4.4)

材料及び防水

立上りｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げ  ※標準仕様書表6.2.3B種 ・その他（　　   ）

・熱可塑性エラストマー系

４節　合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水

8.

7.

(9.4.3)

防水層の種別

及び工程

均質

ＰＣコンクリート部材の入隅部の増張り（幅　　　　mm）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法
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防水層の種別6.

及び工程 　　　　　　　　　　　　 ・ その他（　　　　　）

防水層の工程による種別   ※標準仕様書表9.3.1(・ AS-1　 ・ AS-2)による

(9.3.3)

9

平場の保護コンクリートの厚さ

　・ 9.2.5(e)(1)　・ 9.2.5(e)(2)　　・ 9.2.5(e)(3)   ・ 9.2.5(e)(4)

種別

3. 施　　工

種別及び工程

2. 防水層の種類､

保護層等の施工4.

                            ・設けない

屋根露出防水絶縁工法の脱気装置の種類及び設置数量

・

・

・

・

・

立ち上がり部の保護の方法（標準仕様書）

立上りｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げ  ※標準仕様書表6.2.3B種   ・ その他（   　）

屋根保護防水工法の防水層立上り端部の押さえ ・ シール材　・ 押さえ金物

　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　 　　　）

屋内防水密着工法の保護層　　・設ける（種類　      　　　　　　 　　）

　・ こて仕上げ　　（※水下で80mm以上　　 ・ その他　  　　　　　mm）

　・ タイル等仕上げ（※水下で60mm以上　　 ・ その他　　  　　　　mm）

(9.2.3)

(9.2.4)

(9.2.5)

防水層の工法による種類

　※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所の指定による

防水層下地モルタル塗り施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　 　　　）

厚さ(mm)種　別

5.

・AS-1下層用（非露出複層防水用R種）

・AS-1上層用（露出複層防水用R種）

・AS-2　　　（露出単層防水用R種）

・

材　料

 ※3.0mm以上　　・　

 ※4.0mm以上    ・　

 ※2.5mm以上　　・　

(9.3.2)

３節　改質アスファルトｼｰﾄ防水

改質アスファルトシートの種類及び厚さ(JIS A 6013)

9. そ の 他

施工箇所

ル工法

間仕切壁パネ8.

(8.5.4)

・外壁ﾊﾟﾈﾙ

材　料1.

　　※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製L-30×15×2.0(mm)    ・ その他（　　　　　 　　　　　）

アスファルトの種類(JIS K 2207)  　　※3種  　・その他（         種）

(9.2.2)

２節　アスファルト防水

押さえ金物の材質,形状及び寸法

絶縁用シートに使用する材料

防水層保護れんが　※JIS R 1250（普通れんが）  ・ その他（　　　　）

　材質  　※押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ3種ｂ（スキン層付）

　　　　　・その他（　　　　 　　　 　　　　　）

　厚さ（　　　　　　　　mm）

　・ 屋根保護防水断熱工法　※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ　 　　・ その他（　　　　 　）

　・ 屋根保護防水工法　　※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ0.15mm　・ その他（　  　　 　）

屋根保護防水断熱工法に用いる断熱材の材質及び厚さ

材料及び工法 パネルの種類等(JIS A 5416)

・外壁ﾊﾟﾈﾙ

　種類

・屋根ﾊﾟﾈﾙ

・間仕切り

・床ﾊﾟﾈﾙ

・壁ﾊﾟﾈﾙ

6.

(8.4.2)

４節　ＡＬＣパネル

(8.4.5)

(8.4.4)

(8.4.3)

単位荷重(N/m2)

・1180　・1960

・9801

・2350　・3530

厚さ

・100　・150

※100　・　

※100  ・　

※100　・　

取り付け工法種別

・E種　・ 　　・　 

・A種　・B種　・C種

・B種　・C種  ・D種

※F種

※F種

長さ

　・　

　・　

　・　

　・　

施工箇所

・外壁ﾊﾟﾈﾙ

材料及び工法7. 原料による区分　　※無石綿ﾀｲﾌﾟ（ﾀｲﾌﾟⅡ）  ・　

(8.5.2)

・建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

出隅及び入隅部,パネルと他部材との取合い部の目地幅(　　　　　　　mm)

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

短辺小口相互の接合部,出隅及び入隅部,他部材との取合い部の処置

　・耐火目地材を充填する　　・その他（　　　　　　　　　）

床パネルの耐火性能（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

５節　押出成形セメント板(ECP)

(8.5.3)

　出隅及び入隅部のパネル接合目地幅　※15mm 　       　  ・図示による

　耐火構造以外の目地及び隙間の処理　※ﾊﾟﾈﾙ製造所の仕様　・図示による

パネル相互の目地幅　　※標準仕様書8.5.3(f)による　　・　

・建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

1.

　・図示による

2.

(8.3.3)

塀の化粧有りブロック　 ・ 適用箇所（　　　　　　　）   ※図示による

 　　　　　　適用箇所

・空洞ﾌﾞﾛｯｸ16

の調合

厚さ(mm)

充填用及びまぐさ以外のコンクリート強度（Ｎ/mm２）

 ﾌﾞﾛｯｸの種類

  　種類  厚さ(mm)

ブロックの種類及び厚さ

 　設計基準強度　　　※24以上　　　・その他（　　　　　）

組立

3.

組立

材　　料

コンクリート

鉄筋の加工及び

5. 鉄筋の加工及び

材　　料4.

(8.2.4)

(8.2.2)

(8.3.2)

(8.2.5)

２節　補強コンクリートブロック造

　３節　コンクリートブロック帳壁及び塀

適用箇所

交差部及び端部（開口部）の配筋 

　 ※別図[各部配筋]（以下別図）8節[補強ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造の配筋]による

各部の配筋　　※別図[各部配筋]9節による    ・ 図示による

Ａ―０４
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セ

メ

ン

ト

板

工

事

・空洞ﾌﾞﾛｯｸ１６

・　

・　

・　

ブロックの種類及び厚さ（JIS A 5406)

・　

・　

・　

種　類

　　防虫処理（　　　　　 ）厚さ（　　　　　　　　　　　　　　　　 　）

　広葉樹の板面の品質　※2等 　・ その他（　　　　）

　針葉樹の板面の品質  ※C-D　 ・ その他（　　  　）

　　　　　　構造材,下地材については(JAS)のK3処理　 　ただし,監督員の指示を

　処理区分：造作材にラワン材等を使用する場合は(JAS)のK1処理＋K3処理

  保証書は、元請業者と施工業者の連帯保証とする。

                          Ｔは北部地域等の冬の一時期の気温補補正

   呼び強度    　　　※24＋Ｔ　　　・その他（　　　　　）

表面形状

 ･ ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ

 ･ ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ

 ･ ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ

表面形状 厚さ(mm)

・50　・60

・50　・60

 ･ ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ

 ･ ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ

 ･ ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ ・60　・　

・50　・60

・50　・60

取付工法種別厚さ(mm)

 ・A種

 ・B種

・60　・　

取付工法種別

 ・A種

 ・B種

施工箇所 種別

・

・

・

・

・

施工箇所

S-M1 S-M2S-F2S-F1 S-M3

・空洞ﾌﾞﾛｯｸ16

100 配管用

150 配管用、内壁用

ＦＲＰ

ＦＲＰ

屋上(平面)

屋上(立上り)

ｼﾘｺｰﾝ系(SR-1)

変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)

ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系(PS-2)

ガラス

コンクリート面

コンクリート面、タイル

床見切り

三方枠

面台

御影石

御影石

御影石

図示

図示

図示

ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ

本磨き

本磨き

玄関・ポーチ床：リサイクルストーン　300×300

便所･ｼｬﾜｰ室床

便所･ｼｬﾜｰ室壁

100×100

100×100

ｼｬﾜｰ室壁  50×50

施工箇所 備 考

・

色

特注

・

・

・

・

・

・

標準

・

・

・

・

・

なし

役物

・

・

・

・

・

・

・

あり

・

・

・

・

・

・

釉薬

施釉

・

・

・

・

・

・

無釉

・

・

・

・

・

・

きじの質

陶器

・

・

・

・

・

・

せっ器

・

・

・

・

・

・

磁器

・

・

・

・

・

(mm)

形状寸法

額縁、幅木、見切り、ｶｰﾃﾝBOX

その他の見え掛かり面

図示による

図示による

メラピー

図示

図示

メラピー

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

^@BMC:\ビ ジネス \和開発ロゴ .bmp,19.9584,16.148
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工 事 場 所 設計年月日

年　　　月　　　日

承　認 検　図 担　当

縮　尺

製　図

図 面 番 号
図面名

－建築工事特記仕様書－４

13

(16.13.2)

材　　料 ※板ガラスの種類、品質、厚さ等は図示による

ガラス留め材

１３節　ガラス

32.

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ　　※ｽﾃﾝﾚｽ製(・SUS304　・SUS316)　 ・その他（　　　　　　）材　　料

(16.12.3)

31.

形式及び仕上

(16.11.4)

ｽﾗｯﾄの形状　・ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ形　　　・ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ形29.

セクション材料による区分(JIS A 4715)

  ※ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ　・ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ　・ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽﾀｲﾌﾟ

開閉方式　　※ﾊﾞﾗﾝｽ式　　　 ・ﾁｪｰﾝ式　  　・電動式

収納形式　　・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ形　　・ﾛｰﾍｯﾄﾞ形　　・ﾊｲﾘﾌﾄ形　　・ﾊﾞｰﾁｶﾙ形

形式及び機構

(16.12.2)

耐風圧性能(JIS A 4715)　・ 50　・ 75　・ 100　・ 125

１２節　オーバーヘッドドア

30.

(16.11.3)

材　料28. ｽﾗｯﾄの材質　・塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯(JIS G 3312)

　　　　　　・塗装溶融亜鉛-5%ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金めっき鋼板及び鋼帯(JIS G 3318)

　　　　　　・その他（　　　　　　　　）

開閉形式(表16.10.1)　　※手動式　・上部電動式（手動併用）形式及び機構

(16.11.2)

１１節　軽量シャッター

27.

耐風圧強度　・（　　　　　　　　　　　）

自閉式上吊り引戸装置の性能性能等

(16.9.3)   ※表16.9.1による。　　・ その他（　　　　　　　　　 　）

９節　自閉式上吊り引戸装置

25.

開閉機能　　　※上部電動式（手動併用） ・上部手動式

形式及び機構

(16.10.2)

種類(JIS A 4705)　  ※図示による　　・ その他（　　　　　　 　）

１０節　重量シャッター

26.

一般重量ｼｬｯﾀｰ及び外壁用防火ｼｬｯﾀｰの耐風圧強度

　　・ （　　　　　　　　　　　　　　）

シャッターケース　　※設ける　　・設けない

マスターキー　　　※製作する　　　・製作しない

(16.7.4)

鍵

鍵の本数　　　　　※３本１組　　　・ その他（　　　　　　　　　 　）

22.

スイングドア用自動ドア開閉装置の性能値

スライディングドア用自動ドア開閉装置の性能値

戸の開閉方法   ・ 引き戸（ ・片引き　 ・ 引分け　 ・ その他）

               ・ 開き戸（ ・片開き　 ・ 両開き　 ・ その他）

               ・ 折り戸（ ・２枚折り　・ ４枚折り）

               ・ 回転ドア

(16.8.2)

(16.8.3)

性　　能

  ※表16.8.1による。　　・ その他（　　　　　　　　　 　）

  ※表16.8.2による。　　・ その他（　　　　　　　　　 　）

機　　構

８節　自動ドア開閉装置

24.

23.

センサーの種類(表16.8.3)　・マット　　　　　　適用箇所（　　　　　　）

                　　　　　・その他（　　　　）適用箇所（　　　　　　）

形式

・ｼﾘﾝﾀﾞｰ箱錠 ・握り玉 ・ｽﾃﾝﾚｽ　・その他（　　　）

・ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

・本締り付ﾓﾉﾛｯｸ ・握り玉 ・ｽﾃﾝﾚｽ　・その他（　　　）

・本締まり錠 ・ｼﾘﾝﾀﾞｰｶﾗｰ ・ｽﾃﾝﾚｽ

・空錠 ・握り玉 ・ｽﾃﾝﾚｽ　・その他（　　　）

・ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

金物の種類 見え掛かり部 材質

金物の種類及び見え掛り部の材質     ※下記以外は、表16.7.1による。

開
　
　
　
き
　
　
　
戸

材質、形状

及び寸法

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金　・ｽﾃﾝﾚｽ　・黄銅

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金　・ｽﾃﾝﾚｽ　・黄銅

(16.7.2)

20.

・点検口錠 ・亜鉛合金　・ｽﾃﾝﾚｽ

・丁番 ・ｽﾃﾝﾚｽ　・黄銅

・ﾋﾟﾎﾟｯﾄﾋﾝｼﾞ ・ｶﾊﾞｰ部 ・ｽﾃﾝﾚｽ　・亜鉛合金

・ｸﾞﾚﾓﾝ錠 ・ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ ・亜鉛合金　・ｽﾃﾝﾚｽ

・ﾌﾛｱﾋﾝｼﾞ ・ｶﾊﾞｰ部 ・ｽﾃﾝﾚｽ（本体は鋼）

・鋼（焼付け塗装）

・ｶﾊﾞｰ部 ・ｽﾃﾝﾚｽ（本体は鋼）

・ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ ・本体 ・ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金

・ｱｰﾑ部 ・鋼（焼付け塗装）

・ｽﾃﾝﾚｽ　・鋼

・押棒、押板 ・ｽﾃﾝﾚｽ　・黄銅　・合成樹脂

・ﾌﾗﾝｽ落とし ・亜鉛合金　・ｽﾃﾝﾚｽ

・ｱｰﾑｽﾄｯﾊﾟｰ ・鋼(ｸﾛｰﾑﾒめっき) ・ｽﾃﾝﾚｽ

・戸当たり ・亜鉛合金　・ｽﾃﾝﾚｽ　・黄銅

引
　
戸

握り玉及びﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、押板類、クレセント等の取り付け位置

　※図示による

取付け施工

・ｸﾚｾﾝﾄ ・建具製作所の仕様

・ﾚｰﾙ ・ｽﾃﾝﾚｽ・ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金・黄銅

(16.7.3)

21.

・ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ錠 ・ｽﾃﾝﾚｽ

・軸吊りヒンジ ・建具製作所の仕様

・自閉装置付き

・ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ(丁番形)

・ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ(ﾋﾟﾎﾞｯﾄ形)

・閉鎖順位調整器

・引戸用錠 ・建具製作所の仕様

・建具製作所の仕様・引手類

　※建具製作所の仕様　・その他（　　　　　　　　　　　）

適用範囲

(16.7.1)

７節　建具用金物

19.1.

2.

3.

外部に面する建具の性能等級(表16.2.1)

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・その他

5.

建具の枠見込み寸法(表16.2.1)　※図示による。

表面処理(表14.2.1)

形状及び6.

仕上げ

4. 性能及び構造

材料

(16.2.3)

(16.2.2)

(16.2.4)

・耐震ﾄﾞｱｾｯﾄ （JIS A 4702)

・70mm ・100mm

・70mm ・100mm

種別 耐風圧性(Pa) 気密性(等級) 水密性　(Pa) 枠見込み(mm)

S-4 (2000)

S-5 (2400)

S-6 (2800)

A-3　(8)

A-3　(8)

A-4　(2)

W-4 (350)

W-4 (350)

W-5 (500)

A-4　(2) W-5 (500)S-7 (3600)

※適用箇所は図示による

防虫網   ※合成樹脂製　・ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS316）　・ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製

１節　一般事項

２節　アルミニウム製建具

防火戸の指定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※図示による

防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸と各種装置との連動　　　　※図示による

防　火　戸

(16.1.3)

見本の製作等

(16.1.4)

建具見本の製作　　　　　・製作する　　　　・製作しない

特殊な建具の仮組　　    ・実施する　　　　・実施しない

その他

(16.1.6)

開口部の侵入防止対策上有効な「防犯建物部品」　※図示による　・（　　　　）

・防音ﾄﾞｱｾｯﾄ､防音ｻｯｼ（JIS A 4702及びJIS A 4706)

・断熱ﾄﾞｱｾｯﾄ､断熱ｻｯｼ（JIS A 4702及びJIS A 4706)

　 遮音性の等級  ・ T-3　・ T-4　・その他（　　　　）

　 断熱性の等級  ・ H-4　・ H-5　・その他（　　　　）

  面内変形追随性の等級　 ・ D-3　・その他（　　　　）

・100mm

補強材　外部に面する扉の力骨及び補強材の類は、すべてｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)とする。

　外部建具　　※B-1種(複合皮膜はA種）・ その他（　　　　　　）

  内部建具    ※C-1種（・A種　・B種）・ その他（　　　　　　）

標準色、特注色の別　・ 標準色　　　　・ 特注色（　　　　  　）

工    法7.

・簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄの性能(表16.3.1)

　　気密性　・A-3　・その他（　　　　　　　）

　　水密性　・W-1　・その他（　　　　　　　）

外部に面する鋼製建具の耐風圧性(表16.2.1)

性能及び構造8.

形状及び仕上げ10.

材 料9.

(16.2.5)

(16.3.2)

(16.3.3)

(16.3.4)

めっきの付着量(JIS G 3302)　※Z12又はF12　・ その他（　　　　　 　）

鋼板類の厚さ   ※標準仕様書表16.3.2による　・その他（　　 　　　　）

・ 水切り板施工箇所　　　※図示による　　　・　

・ ぜん板施工箇所　　　　※図示による 　　 ・　

　・ S-4　・ S-5　・ S-6

３節　鋼製建具

性能及び構造11.

材　　料12.

工　　法

　　かまちのカシュ－塗料塗り　　※２回　　・３回

・防音ﾄﾞｱｾｯﾄ､ｻｯｼ(JIS A 4702及びJIS A 4706)　

・断熱ﾄﾞｱｾｯﾄ､ｻｯｼ(JIS A 4702及びJIS A 4706)

(16.4.2)

(16.4.3)

(16.6.3)

(16.6.4)

枠及びくつづりの材料　※図示による。・その他（枠：　　くつづり：　）

・耐震ﾄﾞｱｾｯﾄ(JIS A 4702)  

形状及び仕上げ

・簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄ(JIS A 4702) 　 気密性   ※A-3

フラッシュ戸表面板の厚さ　※表16.6.6　・その他（　　　　　　　　　）

かまち戸の見込み寸法　　　※36mm　　　・その他（　　　　　　　　　）

戸ぶすまの見込み寸法　　　※30mm　　　・その他（　　　　　　　　　）

紙張り障子の見込み寸法　　※30mm　　　・その他（　　　　　　　　　）

ふすまの工法（表16.6.9）

４節　鋼製軽量建具

　　遮音性の等級　・ T-3　・ T-4　・ その他（ 　　  ）

　  断熱性の等級　・ H-4　・ H-5　・ その他（　　   ）

　  面内変形追随性の等級　・ D-3　・ その他（　　   ）

鋼板類 ・ 溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯(JIS G 3302) 

召合わせ，縦小口包み板等の材質　　※鋼板　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金

　　　 ・ ビニル被覆鋼板(JIS K 6744)　　・ カラー鋼板(下地はJIS G 3313)

　　　 ・ 電気亜鉛めっき鋼板及び鋼帯(JIS G 3313) 

18.

17.

ふすまの上張りの種類（表16.6.3）

かまち戸の樹種　　かまち（　　　　　）　鏡板（　　　　　）

材　　料

材　　料 ステンレス鋼板の材料（JIS　G　4305）

補強材　外部に面する扉の力骨及び補強材の類（・SUS304　　・　　　　）

曲げ加工　　　※普通曲げ　　　・角出し曲げ工　法

(16.5.3)

(16.5.4)

(16.5.5)

(16.6.2)

形状及び仕上げ

　外部に面する建具　※SUS304　・SUS316　・その他（　　　　　　　　）

　内部建具　　　　　※SUS304　・その他（　　　　　　　　　　　　　）

表面仕上げ　　※HL仕上げ　・NO.2B仕上げ　・その他（　　　　　　　 ）

普通合板の品質　　※広葉樹（1等）、針葉樹(C-D）　・その他（　　　　）

５節　ステンレス製建具

６節　木製建具

16.

15.

14.

13.

建具材の加工,組立時の含水率（表16.6.1）・Ａ種　　　※Ｂ種　　　・Ｃ種

表面材の合板ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　※F☆☆☆☆　　・その他（　　　　　　）

　　　　・鳥の子　・新鳥の子　・ビニル紙　・その他（　　　　　　　）　

接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　※F☆☆☆☆　　 ・その他（　　　　　　　）

ふすまの見込み寸法　　　　※19.5mm　　・その他（　　　　　　　　　）

　　　　　    ・使用しない

塗り物､敷物､張り物等の下地への適用

　（適用範囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

種類及び品質(表15.4.1)　   ・せっこう系    ・セメント系

材　　料1.

工　　法2.

適用範囲3.

材　　料4.

材　　料5.

防火材料の指定

　　 けたものとする。

     とする（                                                     ）

   ・次のものを除き、建築基準法に基づく基材同等の認定を受けたものと

ALCパネル下地の内壁目地部の形状　　※Ｖ形目地付き　・ その他（　　）下地処理6.

7.

(15.5.7)

(15.5.4)

(15.5.2)

複層仕上塗材の上塗材    　※水系ｱｸﾘﾙつやあり ・その他（　　　　 　）

所要量等の確認　　※表15.5.4による。　　・ その他（　　　　　　 　）

既製目地材　　・使用する（形状：　　　　　　　　）

複層仕上塗材の耐候性　　　※耐候形３種　　　 ・その他（　　　　 　）

所要量等の確認

(15.2.2)

(15.3.1)

(15.4.2)

　※標準仕様書15.2.5(b)(3)による。

　・図示による。

　・その他（　　　　　　 　　）

仕上塗材の種類等(表15.5.1)

　※F☆☆☆☆　・その他（　　　　 　）

 　※屋内の壁、天井仕上げ材は、建築基準法に基づく基材同等の認定を受

8.

２節　モルタル塗り

３節　床コンクリート直均し仕上げ

４節　セルフレベリング材塗り

５節　仕上塗材仕上げ

７節　ロックウール吹付け

(15.2.5)

・室内仕上に用いる塗装のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ発散量

仕上塗材の種類,仕上の形状及び工法

　表15.5.1仕上塗材の種類,仕上げの形状及び工法　・その１　・その２　・その３

　仕上塗材の呼び名　　※図示による

ﾛｯｸｳｰﾙのﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ発散量　※F☆☆☆☆　・その他（　　　　　　 　）

接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ発散量　※F☆☆☆☆　・その他（　　　　　　 　）

材　　料

(15.7.2)

仕上げ吹付け厚さ 　　（　　　　　　mm　）

その他

9.

10.

比重等(15.7.3)

配合及びかさ

15

14

金

属

工

事

ｽﾀｯﾄﾞ高さが５ｍを超える場合のｽﾀｯﾄﾞ、ﾗﾝﾅ-の種類は図示による。

・ ・

形式及び寸法8.

材　　料

11.

工　　法

材　　料

(14.5.3)

(14.6.2)

(14.6.3)

(14.7.2)

取り付け用下地　　 　※１４章４節による　   ・ その他（　　   　　）

・ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ

9. 種別 形状 表面処理 幅(mm) 厚さ(mm)

10.

・アルミニウム

５節　軽量鉄骨壁下地

６節　金属成形板張り

７節　アルミニウム製笠木

ｽﾀｯﾄﾞ、ﾗﾝﾅｰの種類(表14.5.1)

長尺のものの伸縮調整継手     ※設ける（図示による）  ・ 設けない

構成部材の種類(表14.7.1)　　・250形　　・ 300形　　・350形

笠木本体の表面処理(表14.2.1)

種別

・ステンレス

・アルミニウム

表面処理（表14.2.1)

(屋外)※HL仕上げ　・No,2B

表面塗装(18章)手すり

・ B-2（※A種 　・B種）

取付け金物等は、すべてステンレス(SUS304)製とする。

 ・ステンレス

(屋外)※HL仕上げ　・No,2B

 ・鋼製  ・A種　・B種　・C種

 ・D種　・E種　・F種

取付け金物等は、すべてステンレス(SUS304)製とする。

種別 表面処理（表14.2.1) 表面塗装(18章)

・A種　・B種　・C種

・D種　・E種　・F種

・A種  ・B種・鋼製

(14.8.2)

(14.8.3)

・ A-1（・AA20　・AA25）

(屋内)※HL仕上げ　・No,2B

(屋内)※HL仕上げ　・No,2B

タラップ

８節　手すり及びタラップ

そ の 他

12.

13.

14.

15.

工　　法

(14.7.3)

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　固定方法等

・建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した固定金具の間隔,

　・A-1種( ・ AA15 ・ AA20 ・ AA25　・ 　　　)   ・B-1種(※Ａ種　・Ｂ種)

足掛り部は,スリップ止め加工とする。

(13.2.2)

材　　料1.

２節　長尺金属板葺

鋼板厚さ(mm)   ※0.4mm              ・その他（　　　　mm）

留付け用金物　 ※ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304製)    ・亜鉛ﾒｯｷ製

下葺材料　　　 ※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940(JIS A 6005)    ・その他（　　　   　　）

屋根葺形式   ・心木なし瓦棒葺　・立平葺　・その他（　　　　　　 　）

屋根葺工法   ※13.2.3.(d)による　　・その他（　　　　　　　　　 　）(13.2.3)

工　　法2.

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

種類（表13.2.1)　※CGLCCR-20-AZ150(JIS G 3322) ・その他（　　　　　　 　）

(13.3.2) 山高・山ピッチ（　　　・　　　）耐力による区分（　　　　　種 ）

折板葺形式     ・重ね形　　・はぜ締め形　　・かん合形3. 材　　料

３節　折板葺

種類(表13.2.1)　※CGLCCR-20-AZ150(JIS G 3322) ・その他（　　　　　　 　）

鋼板厚さ　　　※0.4mm　　　 ・その他(　　　　　mm)

軒先面戸板　　※あり　　　　 ・ なし

断熱材の種別等　　種類（　　　　　）　厚さ（　　　　mm）

防火の所要性能    ・あり（30分耐火）    　・なし

取付用金物　　　　※ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304製)       ・その他（　　　　　　　）

・建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

工　　法4.

(13.3.3)

４節　粘土瓦葺

(13.4.2)

材　 料5.

粘土瓦

和形の寸法（　　　　　　　　　　）粘土瓦の産地（　　　　　　　　　　）

形状による区分　・ 和形　　・ Ｓ形　　・ その他（　　 　　　　　　　）

製法による種類 ・ 釉薬瓦　・ いぶし瓦   ・ 無ゆう瓦　・ その他（    ）

瓦桟木　　　　材質　　・杉　　・ひのき　　　　・その他（　　　　　　）

役物瓦の種類等　　（　　　　　　　　　　　　　）

棟補強用心材　材質　　・杉　　・ひのき　　　　・その他（　　　　　　）

　　　　　　　寸法　※幅40×高さ30(mm)以上　　・（　　　　　　　　　）

　　　　　　　寸法　※幅21×高さ15(mm)以上　　・（　　　　　　　　　）

(13.4.3)

工 法6.

※沖縄県産瓦葺工法の場合には、この節の規定は適用しない。県産瓦葺への適用7.

・建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

木材以外の下地の場合の留付け工法（　　　　　　　　　　　　　　　　）

棟の工法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

そ の 他10.

屋

根

及

び

と

い

工

事

左

官

工

事

Ａ―０５

(13.5.2)

材　　料 縦どい(表13.5.1)　・配管用鋼管　・硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管　・その他（　　　）

軒どい(表13.5.1)　・ 硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ雨どい　　　・ その他（  　      ）

とい受金物　※ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304製、ｔ≧3mm)    ・その他（　　　　　　　）

工法 (13.5.3)

５節　と　い

9.

8.

鋼管製といの防露巻き　　・行う（表13.6.5による）　    ※行わない。

ルーフドレン　　材種　※鋳鉄製（適切な防錆処理を行う）　　・ステンレス製

防露材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ発散量　※F☆☆☆☆　 ・ その他（　 　　　　　　）

　・50型　・65型　・90型　・100型  ・その他（　 　　　　）

床の目地の設置及び工法

既製建具用金物の機能上必要な最小限の仕様

　・ｼｰﾘﾝｸﾞ　　　　　　　　※表9.6.1による　　 　・その他（　　　　　　　）

　・ｶﾞｽｹｯﾄ(JIS A 5756)　　※ｸﾞﾚｲｼﾞﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ形　　・その他（　　　        ）

その他35.

・建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

JISによる区分

表面形状区分

・正方形

・長方形 　・250×125　　・320×160

ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ積み

品質等

・一般ｶﾞﾗｽ ・アルミニウム製 ・規定しない

・乳白ｶﾞﾗｽ ・無 ・白 ・有り

ｶﾞﾗｽの種別 柄 目地色  金属枠 耐火性能

(16.13.5)

・ｶﾗｰｶﾞﾗｽ

呼び寸法による区分

　・200×200　　・320×320

　・125×125　　・160×160

・熱線反射ｶﾞﾗｽ ・有 ・グレー ・ステンレス製   (　　分間)

34.

ガラス溝の大きさ　※表16.13.1による    ・その他（　　　　　　　）

(16.13.3)

形状等

ｶﾞﾗｽ溝の寸法、33.

厚さによる区分

フラッシュ戸の工法（表16.6.7）　・引戸の召合わせかまちのいんろう付

あと施工ｱﾝｶｰの引抜き耐力の確認試験

　・ 行う　     ・ 行わない

あと施工ｱﾝｶｰの設計用引張強度（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

工　　法1.

(14.1.3)

１節　一般事項

14

金

属

工

事

亜鉛めっき種別(表14.2.2)

溶融亜鉛めっきの付着量試験　　　　 ※行う　　　・行わない

陽極酸化皮膜の着色方法　　※二次電解着色　　・その他（  　         )

色合い（　　　　　　　　）

表面処理（表14.2.1）

使用箇所 種別 皮膜等の種類

・A-1種　・A-2種

・B-1種　・B-2種

表面処理方法 種別 適用箇所

ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐ3.

ﾆｳﾑ合金の表面

処理

4.

き

鉄鋼の亜鉛めっ

溶融亜鉛めっき

(14.2.2)

(14.2.3) ・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ｄ種

・Ｅ種

・Ｆ種

電気亜鉛めっき

※Ａ種　・Ｂ種  ・　

・AA15　・AA20　・AA25  ・　

表面仕上げの種類ステンレスの2.

(14.2.1)

　屋内　※HL仕上げ　・No.2B仕上げ　・その他（     　　　    　　  ）表面仕上げ

　屋外  ※HL仕上げ　・No.2B仕上げ　・その他（   　　　            ）

２節　表面処理

屋外の野縁受等の間隔

屋外の吊りボルト等

材　　料5.

形式及び寸法6.

工　　法7.

(14.4.2)

(14.4.3)

(14.4.4)

　材種　　※ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304製)    ・その他（　　　　　　　　　　 　　）

野縁等の種類(表14.4.1）　　屋内　　※19形　　・25形

　　　　　     　　　　　　屋外    ・19形　　※25形

４節　軽量鉄骨天井下地

屋外の軒天井,ﾋﾟﾛﾃｨ天井の耐風圧性を考慮した補強 ※図示による ・ その他( 　　)

吊りボルトの間隔が900mmを越える場合の補強　　 ※図示による  ・ その他( 　　)

天井下地材の耐震性を考慮した補強　　　　　    ※図示による  ・ その他( 　　)

アルミサッシ

38×12×1.6 ネジ山径9.0

50×50×0.5　野縁（　　　　　　　　mm）

　野縁受（　　　　　　　mm）　吊りﾎﾞﾙﾄ及びインサート（　　　　　　　mm）

内外床部、防水面、屋根

・70mm ・100mm

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

^@BMC:\ビ ジネス \和開発ロゴ .bmp,19.9584,16.148



章 項 目 特 記 事 項

構造用ｶﾞｽｹｯﾄを用いる場合の溝　

材　　料

形状及び7.

仕上げ

PCｶｰﾃﾝｳｫｰﾙの仕上げ　・天然石　　・タイル　　・その他（　 　　　　　）

配筋　　※配筋を定めた計算書による。　　・ その他（  　　    　　　）
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            ・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

耐温度差性  熱伸縮量（　　　　　　　　　）

水密性　　　・ 350Pa　　・ 500Pa　　・ その他（　　　　　　　　　　）

気密性      ・ ８等級線　　・ ２等級線　　・ その他（　　　　　　　）

耐火性      ※建築基準法令による。　・ その他（　　　　　　　　　　）

性　　能1.

防火材料の指定

　・屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

木部(表18.2.1)

　・不透明塗料塗り（※Ａ種　・Ｂ種）

　・透明塗料塗り　（・Ａ種　※Ｂ種）

鉄鋼面(表18.2.2)   ・Ａ種　　　・Ｂ種　　　※Ｃ種

亜鉛めっき鋼面(表18.2.3)

   ・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ等面(表18.2.7)

  ・継目処理工法（※Ａ種  ・Ｂ種）

　・その他の処理工法（・Ａ種　 ※Ｂ種）

ただし、２液形ポリウレタンエナメル塗り、アクリルシリコン樹脂エナメ

とする。

塗料の種類

　※１種    ・２種

鉄鋼面合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り(表18.4.2)

  ・Ａ種　　　※Ｂ種

  ・Ａ種　　※Ｂ種

　・Ａ種　　※Ｂ種

(18.2.4)

(18.2.5)

(18.4.4)

材　　料

塗料の種類

鉄鋼面合成樹脂

10.

11.

調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

木部の素地ごし2.

鉄鋼面の素地ご3.

亜鉛めっき鋼面4.

5.

6.

7.

らえ

しらえ

の素地ごしらえ

ﾒﾝﾄ板面の素地

ごしらえ

ー塗り

クリヤーラッカ12.

木部フタル酸樹13.

14.

18
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・ﾆｰﾄﾞﾙﾊﾟﾝﾁｶｰﾍﾟｯﾄ

・

・

・

・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ(JIS L 4406)

※500mm角

・ ・ ・

・下敷き材    ※JIS L3204の第2種2号　厚さ8mm・その他（　　　　　　）

・エポキシ樹脂塗り床仕上げの種類

　・薄膜流し展べ仕上げ(表19.4.4)  ・厚膜流し展べ仕上げ(表19.4.5)

　・樹脂ﾓﾙﾀﾙ仕上げ(表19.4.6)　　　・防滑仕上げ(表19.4.7)

厚さ(mm） 帯電性 備考

※人体帯電圧

・

種別 ﾊﾟｲﾙ形状 寸法 総厚さ(mm) 備考

　　平　　場　　※市松敷き　　・模様流し　　・その他（　　　　　　）

  　階段部分    ※模様流し    ・市松敷き　  ・その他（　　　　　　）

・見切り、押さえ金物（材質：　　　　種類：　　　　形状：　　　　　）

工　　法

フローリングの品名

フローリング張りの工法

  ・湿式工法（モルタル埋込み工法）

フローリングブロックの樹種、厚さ及び大きさ

　※表19.5.1による

複合フローリングの種別(表19.5.3)　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　※Ｃ種

C種の場合の防湿処理　・　必要（下張り工法） 　・　不要

フローリングの樹種等(表19.5.1､表19.5.2及び表19.5.4)

モザイクパーケットの樹種、厚さ及び大きさ

　・単層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ（・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ　・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ　 ・ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ）

　・複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ（・複合１種ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ・複合2種ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ・複合3種ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ）

下地の種類   ・軽量鉄骨　　　・木造　　　・その他（　　　　　）

合板類の張付け(表19.7.3)    ・Ａ種　　　　※Ｂ種

フローリングの樹種　　※なら　　・その他（　　　　　　　　　　　　）

  樹種（　　　　　　）　厚さ（　　　　　　）　大きさ（　　　　　　）

接着工法

釘留め工法

材　　料

工法一般

モルタル埋込み

工法

壁紙の材料(JIS A 6921)

せっこうボード面の素地ごしらえ(表18.2.7)　　・Ａ種　　※Ｂ種

断熱材打込み

工法

施工箇所

畳の種別(表19.6.1)

　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

材　　料

・ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ  種類記号   ※NC　  ・その他（　　　　　　）

　(JIS A 5705)  色柄　　　 ・無地　・その他（　　　　　　）

 厚さ　　　 ※2.5mm ・    　  mm  ・       mm

・ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ  種類（　　　　　　　　　）

  (JIS A 5705)  厚さ   ※2.0mm　 ・その他（　　　　　　　　）

・帯電防止床ｼｰﾄ  種類（　　　　　　）

 性能（　　　　　　）

 厚さ（　　　　　　）

・帯電防止床ﾀｲﾙ  種類（        　　）

 性能（　  　　　　）

 厚さ（  　　　　　）

・視覚障害者用床ﾀｲﾙ  種類（　　　　　　　　　　）

 形状（　　　　　　　　　　）

 種類（　　　　　　　　　　）

 厚さ（　　　　　　　　　　）

・ビニル幅木  厚さ    ※1.5mm　  ・その他（　　　　　　　　）

 高さ    ※60mm     ・その他（　　　　　　　　）

・ゴム床タイル  種類（　　　　　　　　）

 厚さ（　　　　　　　　）

下地の工法

  ・19.2.3(a)(1)～(3)による　・その他（  　　　　　　       ）

ビニル床シートの熱溶接工法

  ※適用する　・適用しない

・織じゅうたん(JIS L 4404　表19.3.1)

パイル形状 帯電性 備考

・Ａ種 ・ ※人体帯電圧

・Ｂ種 　3kv以下

・Ｃ種 ・

・ ・ ※人体帯電圧 ・グリッパー工法

　3ｋV以下 ・全面接着工法

・

ﾊﾟｲﾙ形状 ﾊﾟｲﾙ長(mm) 帯電性 工　法 備考

・ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ(JIS L 4405)

材    料1.

施　　工2.

材料及び工法3.

織り方

　※F☆☆☆☆　　　　・その他（　　　　　　　　）

　※F☆☆☆☆　　　　・その他（　　　　　　　　）

鉄鋼面錆止め塗料(表18.3.1)

　屋外　　※Ａ種    ・Ｂ種

  屋内　　・Ａ種　　※Ｂ種

亜鉛めっき鋼面錆止め塗料(表18.3.2)    ※Ａ種　　・Ｂ種

鉄鋼面錆止め塗料塗り(表18.3.3)

　見え掛かり　※Ａ種    ・Ｂ種

　見え隠れ　　・Ａ種    ※Ｂ種

亜鉛めっき鋼面錆止め塗料塗り(表18.3.4)

(18.3.3)

塗料種別8.

錆止め塗料塗り9.

カ

ー

テ

ン

ウ

ォ

ー

ル

工

事

塗

装

工

事

内

装

工

事

内

装

工

事

19 19

断熱材打込み工法の材料(JIS A 9511)

(17.1.3)

(17.2.2)

(17.3.3)

(18.1.3)

(18.2.2)

(18.2.3)

(18.2.6)

(18.3.2)

(18.4.2)

(18.5.2)

(18.6.2)

(19.2.2)

(19.2.3)

(19.3.3)

(19.3.4)

(19.4.3)

(19.5.2)

(19.5.3)

(19.5.4)

(19.5.5)

(19.5.6)

(19.5.7)

(19.9.2)

(19.8.3)

(19.8.2)

(19.7.3)

(19.7.2)

(19.6.2)

耐震性　　　水平方向地震力係数　  ※1.0　　・ その他（　 　　　　　）

            垂直方向地震力係数　　※0.5　　・ その他（　　 　　　　）

構造ｶﾞｽｹｯﾄ(JIS A 5756) ・ 形状（　　　　　　） ・ 寸法（　　　　 　）

　・次の箇所を除き防火材料とする。（　　　　　　　    　　　　 　　）

仕上げ

材　料

・耐動荷重性床ｼｰﾄ

耐風圧性　　・2400Pa(S-5)かつ建築基準法施行令又は告示により算定した値

　　　　　　・3600Pa(S-6)かつ建築基準法施行令又は告示により算定した値

　　　　　　・2800Pa(S-6)かつ建築基準法施行令又は告示により算定した値

遮音性の等級　　・ T-4等級線　・ T-3等級線　・ その他（　　　　　　）

断熱性の等級　　・ H-4以上　　・ H-5以上  　・ その他（　　　　　　）

性能の確認方法  ・監督員の承諾による。　　　・ その他（  　　　　　）

2.

ゴンドラ用ガイドレール　※図示による。　・ その他（　　　　　　　）

断熱材　　・ ポリウレタン系　・ ポリスチレン系　・ その他（　　　　）

ｶﾞﾗｽ取付ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ シリコーン系　　・ その他（　　　　　　　　 　）

8.

１節　一般事項

脂エナメル塗り

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ、ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ、ｺﾞﾑ床ﾀｲﾙの施工時に使用される接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの

含有の少ないものとする。

ﾉﾝﾎﾙﾏﾘﾝﾀｲﾌﾟとし、ﾄﾙｴﾝやｷｼﾚﾝ及びｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝの発生の原因となる有機溶剤の

ただし、ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ、ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ、ｺﾞﾑ床ﾀｲﾙの施工時に使用される接着剤は

種別

　3ｋV以下

※6.5

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄの敷き方

4. 材　　料

5.

　※平滑仕上げ　　・防滑仕上げ　　・つや消し仕上げ

6.

7.

8.

9.

　※F☆☆☆☆  ・その他（　　　）

10.

11.

　※F☆☆☆☆  ・その他（　　　）

　※F☆☆☆☆  ・その他（　　　）

フローリング表面の塗装

　※ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り　・ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗りのうえﾜｯｸｽ塗り

　・生地のままﾜｯｸｽ塗り

　　※F☆☆☆☆　　・その他（　　　　　　　）

　・生地又は透明塗装塗り　※ラワン程度　・その他（　　　　　　　）

普通合板の表板の樹種名

　・広葉樹1等　・広葉樹2等　・針葉樹a　・針葉樹b　・針葉樹c　・針葉樹d

普通合板の防虫処理

　　※F☆☆☆☆　　・その他（　　　　　　　）

　　※処理する　　・処理しない

普通合板の厚さ

　・3.0mm　・4.0mm　・5.5mm　・6.0mm　・その他（　　　　　）

　　樹種（　　　　）　化粧単板厚さ　・0.3mm以下　・その他（　　　mm）

天然木化粧合板の樹種名、防虫処理、厚さ等

　　そば包み　・有　・無　　　　　板厚さ（　　　　mm）

特殊加工化粧合板の化粧加工の方法、表面性能、防虫処理、厚さ等

　　耐水性能（・1類　・2類）防虫処理（※処理する　　・処理しない）

　　化粧加工の方法

　　表面性能

　　　・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾘﾝﾄ　・塗装　・その他（　　　　　）

　　　・Fﾀｲﾌﾟ　・FWﾀｲﾌﾟ　・Wﾀｲﾌﾟ　・SWﾀｲﾌﾟ

　　※F☆☆☆☆　　・その他（　　　　　　　）

工　　法

材　 料

施 工

　・継目処理　　・突付け　　・目透かし

壁紙のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量

壁紙接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量

ない難揮発性の可塑剤を使用している規格品とする。

備　考 工 事 名

工 事 場 所 設計年月日

年　　　月　　　日

承　認 検　図 担　当

縮　尺

製　図

図 面 番 号
図面名

－建築工事特記仕様書－５

　・その他（樹種：　　　　厚さ：　　　　大きさ：     　　）

放散量　　　・F☆☆☆☆　　　・その他（　　　　　　）

　※なら　　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

壁紙の種類

紙

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

(19.4.2) 　※F☆☆☆☆  ・その他（　　　）

フローリングのﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量

接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量

合板のホルムアルデヒドの放散量

普通合板の板面の品質

遮音壁に用いる遮音ｼｰﾙ材

  ・F☆☆☆☆　　　　・その他（　　　　　　　）

１節　一般事項

２節　メタルカーテンウォール

２節　素地ごしらえ

３節　錆止め塗料塗り

４節　合成樹脂調合ペイント塗り（ＳＯＰ）

５節　クリヤラッカー塗り（ＣＬ）

６節　フタル酸樹脂エナメル塗り（ＦＥ）

２節　ビニル床シート、ビニル床タイル及びゴム床タイル張り

３節　カーペット敷き

４節　合成樹脂塗床

５節　フローリング張り

６節　畳敷き

７節　せっこうボード、その他ボード及び合板張り

８節　壁紙張り

９節　断熱・結露

その他

材料の種類　　　・アルミニウム材　・鋼材  　　   　　 　・ステンレス鋼材

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類  ・ シリコーン系　 ・ 変成シリコーン系　 ・ ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系

構造ｶﾞｽｹｯﾄ(JIS A 5756) ・ 形状（　　　　　） ・ 寸法（　　　   　　）

ｶﾞﾗｽ取付ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ シリコーン系　　・ その他（　　　　 　　　　　）

断熱材　　・ ポリウレタン系　・ ポリスチレン系　・ その他（　    　）

ガラスの取り付け　　・ 構造用ガスケットを用いる  　・ 用いない

鉄筋の種類　　　※SD295A　　　　・　その他（　　　　　　）

補強鉄線　　　　※3.2mm以上　　 ・　その他（　　　　　　）

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類 ・ 変成シリコーン系・ ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系  ・ ポリウレタン系

(17.2.6)

ガラス溝の寸法　　※製作所の仕様　　・ その他（　　　　　　　　　　）

形状及び3.

4.

5.

材　　 料6.

(17.2.3)

(17.3.2)

躯体付け金物の取り付け位置の寸法許容差

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ部材の取り付け位置の寸法許容差

仕上げ

製品の寸法許容差　※表17.2.1による　・ その他（　　　　　　　　　　）

　　　※表17.2.2　・ その他（　　　　　　　）

　　　※表17.2.3　・ その他（　　　　　　　）

ｶﾞﾗｽの取り付け

　・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ材（　　　　）・ 鋼材（　　 　 　）・ その他（　　　　　）

見え掛かり部分の仕上げ

　　※標準仕様書17.3.2(a)(1)(ⅰ)～(ⅴ)　　・ その他（　 　　 ）

コンクリートの種類及び品質

所要スランプ　　※12㎝以下　　　・　その他（　　　　　　）

３節　ＰＣカーテンウォール

取　付　け

(17.2.5)

耐火目地材（　　　　　　　　　　　）

製品の寸法許容差

　※標準仕様書17.3.1による　・その他（　　　　　　 　　）

製　　作

(17.3.4)

9.

ガラスの取り付け　　・構造用ガスケットを用いる 　・用いない10.

11.

躯体付け金物の取り付け位置の寸法許容差　

ｶｰﾃﾝｫｰﾙ部材の取り付け位置の寸法許容差   

(17.3.6)

ガラスの取り付け

そ の 他

取　付　け

(17.3.5) ※標準仕様書表17.2.2　 ・その他（　　　　　　　）

※標準仕様書表17.3.2　 ・その他（　　　　　　　）

塗料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量　・F☆☆☆☆　　　・その他（　    　　　　）

   ※標準仕様書の塗り工法に応じた節の規定による

面の素地ごしらえ

ﾓﾙﾀﾙ面及びﾌﾟﾗｽﾀｰ ﾓﾙﾀﾙ面､ﾌﾟﾗｽﾀｰ面(表18.2.4)  ・Ａ種　　　※Ｂ種

ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ALCﾊﾟﾈ

ﾙ面及び押出成形ｾ

ｺﾝｸﾘｰﾄ面､ALCﾊﾟﾈﾙ面(表18.2.5)   ・Ａ種　　　※Ｂ種

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面

及びその他ﾎﾞｰﾄﾞ

面の素地ごしらえ

(18.2.7)

ル塗り及び常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル塗りの場合は表18.2.6のＡ種

  ただし、つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗りの場合はC種とする。

  ただし、つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗りの場合はC種とする。

　鋼製建具　※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

　その他　　・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

木部ﾌﾀﾙ酸樹脂ｴﾅﾒﾙ塗り(表18.6.1)

鉄鋼面及び亜鉛めっき鋼面ﾌﾀﾙ酸樹脂ｴﾅﾒﾙ塗り(表18.6.2)鉄鋼面及び亜鉛

めっき鋼面ﾌﾀﾙ

酸樹脂ｴﾅﾒﾙ塗り

(18.6.3)

 ・Ａ種　　　※Ｂ種

15.

アクリル樹脂16.

エナメル塗り

17.

(18.7.2)

(18.8.2)

アクリル樹脂

系非水分散形

塗料塗り

アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(表18.7.1)

８節　アクリル樹脂エナメル塗り（ＡＥ）

１２節　つや有り合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ－Ｇ）

アクリル樹脂エナメル塗り(表18.8.1)

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り(表18.12.1)

コンクリート面,モルタル面,プラスター面,せっこうボード面,その他ボード面等

 ・Ａ種　　　※Ｂ種

 ・Ａ種　　　※Ｂ種

 ・Ａ種　　　※Ｂ種

ｺﾝｸﾘｰﾄ面,ﾓﾙﾀﾙ面,

ﾌﾟﾗｽﾀｰ面,せっこう

(18.12.2)

ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

つや有合成樹脂

ﾎﾞｰﾄﾞ面等

ﾎﾞｰﾄﾞ面,その他

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ

ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

(18.13.2)

１３節　合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ）

 ・Ａ種　　　※Ｂ種

18. 屋内の鉄鋼面つや有合成樹脂エマルションペイント塗り(表18.12.3)

 ・Ａ種　　　※Ｂ種

鉄鋼面つや有合成

塗り

樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ

(18.12.4)

19. 合成樹脂エマルションペイント塗り(表18.13.1)

20.

  ・Ａ種　　※Ｂ種

  ・Ａ種　　・Ｂ種 　　・Ｃ種

Ａ種及びＣ種の凸面処理仕上げ

　・行う　　 ・行わない

Ｃ種の仕上げ材塗り

　・ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾅﾒﾙ２回塗り　　・つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ２回塗り

保証期間は、工事引渡し後（　　　　）年間。

ワニス塗り

補償規定

マスチック塗材

塗り

その他

１５節　ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ）

１７節　マスチック塗材塗り

21.

22.

23.

(18.14.2)

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ

模様塗料塗り

ｺﾝｸﾘｰﾄ面,ﾓﾙﾀﾙ面,

ﾌﾟﾗｽﾀｰ面,せっこう

ﾎﾞｰﾄﾞ面等

合成樹脂エマルション模様塗料塗り(表18.14.1)

コンクリート面,モルタル面,プラスター面,せっこうボード面等

 ・Ａ種　　　※Ｂ種

ｳﾚﾀﾝ樹脂

(18.15.2)

ウレタン樹脂ワニス塗り(表18.15.1)

マスチック塗材塗り（表18.17.1）

(18.17.2)

元請業者､施工業者､製造所の三者連署による保証書を提出する。

※ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

　※F☆☆☆☆　　　　・その他（　　　　　）

ｶｰﾍﾟｯﾄ等の接着に使用される接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量

　・乾式工法（・釘留め工法　・接着工法）

12.

(19.5.9)

特殊なﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張り

　※日本体育館床下地工業会編「体育館床工事標準施工要領書」

　・図示による

体育館,武道館等の床の強度,弾力性を特に要求される広い床の場合

フローリングの裏面の緩衝材　※合成樹脂発泡シート　・その他（      ）

13.

14.

15.

16.

17.

18.

20.

D種の場合の畳床　・KT-Ⅰ　・KT-Ⅱ　・KT-Ⅲ　・KT-K　・KT-N

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ、その他ﾎﾞｰﾄﾞ類の種類、厚さ等は図示による。

　・不透明塗料塗り　　　　※しな程度　　・その他（　　　　　　　）

　　厚さ　　・4.0mm　　・その他（　　　　mm）

　　　・アクリル系,ウレタン系等のシーリング材(JIS A 5758)

　　　・ジョイントコンパウンド(JIS A 6914)

せっこうﾎﾞｰﾄﾞの目地工法の種類(表19.7.5)

繊維 無機質

・

・

・

・

品質防火性能の級別

 ・1級　・2級

 ・1級　・2級

 ・1級　・2級

 ・1級　・2級

・

・

・

・

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

・

・

・

・

ﾋﾞﾆﾙ樹脂

　なお、壁紙用接着剤はﾌﾀﾙ酸ｼﾞｰnｰﾌﾞﾁﾙ及びﾌﾙﾀ酸ｼﾞｰ2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ等を含有し

  ・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材 　　　(種別：　　　　　　　　厚さ：　　　mm)

  ・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材 　　　 (種別：　　　　　　　　厚さ：　　　mm)

  ・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材 　　　　　　(種別：　　　　　　　　厚さ：　　　mm)

　　たたし、硬質ウレタンフォームの保温材の発泡剤による種類はA種とする。

張付け用接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

吹付け厚さ（        　mm）

断熱材現場発

泡工法

(19.9.3)

19. 断熱材の種類(JIS A 9526) 　※A種1  ・A種2　・A種3　・B種1　・B種2

Ａ―０６

寸法：H=　　mm、　W1=　　mm、　W2=　　mm

寸法誤差　※±1mm・その他（　　　mm）

クリアラッカー塗り(表18.5.1)

７節　アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り（ＮＡＤ）

１４節　合成樹脂エマルション模様塗料塗り（ＥＰ－Ｔ）

※一種

・二種

弾性ｳﾚﾀﾝ塗床及びｴﾎﾟｷｼ樹脂塗床に使用する塗材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

・弾性ｳﾚﾀﾝ塗床仕上げの種類(表19.4.3)

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ及びMDFの集成材等のホルムアルデヒド放散量

接着剤(JIS A 5538)のホルムアルデヒド放散量

３

75mm

木毛セメント板 (ｱ)25mm

２５

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

^@BMC:\ビ ジネス \和開発ロゴ .bmp,19.9584,16.148



章 項 目 特 記 事 項

シングルダブルの別 ・シングル・ダブル

ひだの種類

きれ地の種類

形　式 ・片引き・引分け

開閉操作方式 ・手引き

・ひも引き

・電動

レール及びブラ ※10-90

ケットの強さ ・10-60

※ｱﾙﾐ及びｱﾙﾐ合金

(JIS A 4802)

・

レールの形状 ※角形

・

レールの仕上げ ※アルマイト

・

　　　　　・その他（　　　　　　　　　　                  　　　　）

ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝの幅（　　　　　　   　   　）高さ（　      　　　　　　　）

スクリーンの材種（　　　 　  　　　　）品質（　　  　 　　　　　　）

巻取りパイプ、ウェイトバー、操作ｺｰﾄﾞ等の材料

　　　　※製造所の仕様    ・その他（　　　　　      　　　　　　　）

カーテン及び12.

カーテンレール

20

施工箇所

適用箇所

セメントの種類(表6.3.1)

　※普通ポルトランドセメント　　・混合セメントのＡ種

　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

砂利及び砂の種類(JIS A5308)　　　※Ａ　　・Ｂ

砕石及び砕砂の種類(JIS A5005)　　※Ａ　　・Ｂ

アルカリシリカ反応

　・手すり　・段板　　・ルーバー　　・その他（　　        　　　　）

材　　料13.

20施工箇所

構成材

※ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・帯電防止ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・

・一般部に準ずる

・

形状寸法（mm）

高さ（mm）

許容水平力(G）

材料等(JIS A 6512)

材料等

　パネル操作方法による種類（　　　　　　　　　）

性能等

　パネル圧接装置の操作方法（　　　　　　　　　）

工法

　あと施工アンカー（材質：　　　　　　　寸法：　　　　　　　）

材料

種　　類

鏡のｶﾞﾗｽ(JIS R 3202)

厚さ　　※５mm　　　・その他（　　　mm）

法令に基づく非常用進入口等の表示

　※消防法に適合する市販品

  ・その他

室名札等の形状、寸法等は図示による。

衝突防止表示　形状（　　　　）寸法（　　　　）材質（           )

・横型ブラインド(JIS A 4801)

・縦型ブラインド

    開閉方式           ・片開き方式　　・両開き方式

    操作方式           ※２本操作コード方式     ・１本操作コード方式

　　スラットの材質　・焼き付け塗装仕上げアルミスラット

　　　　　　　　　　・防災性能認定表示のある特殊樹脂加工のｸﾛｽｽﾗｯﾄ

(20.2.9)

　　ﾍｯﾄﾞﾎﾞｯｸｽ及びﾎﾞﾄﾑﾚｰﾙの材種　　※鋼製　　・その他（　　  　　　）

　　ブラインドの寸法　　 幅（　　　　　　　）高さ（　 　　　　　　）

表示8.

7. 鏡

黒板及びホワイト6.

階段滑り止め5.

トイレブース4.

移動間仕切3.

可動間仕切2.

フリーアクセス

フロア

ボード

煙突ライニング9.

ブラインド10.

一般床部表面仕

上げ材

･0.6　・1.0

　脚部タイプ　　※幅木タイプ　　・その他（　　　　　　　　）

　頭つなぎ等の構造金物はｽﾃﾝﾚｽ製のものとする。

　パネルの主要基材（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

1.

ユ

ニ

ッ

ト

及

び

そ

の

他

工

事

ユ

ニ

ッ

ト

及

び

そ

の

他

工

事
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(20.2.2)

(20.2.3)

(20.2.4)

(20.2.5)

(20.2.6)

(20.2.8)

(20.2.10)

(20.2.11)

(20.2.12)

(20.2.13)

(20.2.14)

(20.3.2)

耐荷重（N）

  製押出成型材

ﾎﾞｰﾀﾞｰ部ｽﾛｰﾌﾟ

・3000　・5000　・　

・500×500　・　

寸法  　　　 ※幅35mm程度　　・その他（　　　　　　　　　　　　）

煙突用成形ライニング材

　　・ゾノライト系けい酸カルシウム材  ・心材付き繊維積層ライニング材

    スラットの幅　　　 ※25mm　　 　　・その他（　　　　　　　　mm）

　　スラットの幅　　　 ・80　　　・100　　・　

11. ロールスクリ

ーン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表20.2.1)

備　考 工 事 名

工 事 場 所 設計年月日

年　　　月　　　日

承　認 検　図 担　当

縮　尺

製　図

図 面 番 号
図面名

－建築工事特記仕様書－６

取付け工法 　※接着工法　　　・埋込み工法

２節　ユニット工事等

　３節　プレキャストコンクリート工事

　パネルの表面仕上げ（　　　　　　　　　）

　構成材遮音性（　　　　　　　　　　　　）

　パネル内建具　※図示による

　遮音性能（　　　　　　　）ハンガーレール下地の補強（    　       ）

　パネル表面材の材質（　　　　　　）パネル表面材の仕上げ（         ）

　構造形式（　　　　　　　　　）構成材の種類（　　　　　　　　　）

材種・形状　 ※ステンレス（SUS304）製（タイヤ入りビニールタイヤ入り）

色　彩 備　考

・黒板

JIS S 6007

・ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

JIS S 6052

※緑

・黒

※白

・

※平面　・曲面　・引き分け　・上下

※平面　・曲面　・引き分け　・上下

※焼き付け

※ﾎｰﾛｰ

・

・

寸　法

適用安全使用温度（　　　　　　　　℃）

　　種類　   ※ギヤ式 　　・コード式　・その他（                  ）

　　スラットの材種     ※アルミニウム合金製  　・その他（ 　　　　）

操作方式　　　・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式　　　・コード式(チェーン)  　　・電動式

暗幕用ｶｰﾃﾝの両端,上部及び召合せの重なり　※300mm以上　・その他（　 　　mm）

レールの材料

　・本工事において使用する骨材についてアルカリシリカ反応性試験を行う。

  　（・化学法    ・モルタルバー法   ・その他促進試験）

　・年２回の生コン工場定期検査結果で確認する｡

上記の結果から、骨材が有害と判定された場合は、アルカリ総量規制〈ｺﾝｸﾘｰﾄ中

のｱﾙｶﾘ総量が3kg/m3以下〉等によりｱﾙｶﾘ骨材反応の抑制対策を講じる。

混和剤(JIS A 6204)

  ・その他（　　　　　　　　　　　　）

混和材(JIS A 6201)

・SD345

・SD295A

種　類規 格 番 号

  ・その他（　　　　　　　　　　　　）

※JIS G 3112  ･D10    ･D13    ･D16　　･　

 ･D19    ･D22    ･D25　　･　

径（mm）

鉄筋

  ※標準仕様書6.3.5(1)（　・AE水剤　・高性能AE減水剤　 ・高性能AE減水剤）

　※標準仕様書6.3.5(2)(・ﾌﾗｲｱｯｼｭⅠ種・ﾌﾗｲｱｯｼｭⅡ種・高炉ｽﾗｸﾞ微粉末(JISA6206)

　　　　　　　　　　 　・膨張剤(JISA6202)）

　・建築基準法第37条の規定に基づき認定を受けた鉄筋

　補強鉄線の径　※3.2mm　　　・その他（　　　　　mm）

コンクリートの設計基準強度（　　　　　　N/mm2　）

              ・図示による

取付け方法　　※図示による

              ・製作工場の仕様による

製　　作14.

養生その他15.

(20.3.4)

(20.3.3) 鉄筋の配筋　　※配筋を定めた計算書を監督員に提出

コンクリート間知ブロックの種類及び質量区分(JIS A 5371)

種類 質量区分

 ・A種　・B種

 ・A種　・B種

 ・A種　・B種

間知石の材種     ・花崗岩　　・安山岩　　・その他（ 　　　　　　　）材　　料16.

(20.4.2)

・　　・　

・　　・　

・　　・　

４節　間地石及びコンクリート間地ブロック積み

面の形状等

・長方形（１～7種）

・正方形（8～10種）

・正六角形（11～12種）

間知石の積み方　　※谷積み　　　・布積み

伸縮調整目地　　　材種（　　　　　　）厚さ（　　　　　mm）

17. 工　　法

(20.4.3) 目塗り　　　　・行う　　　　・行わない

※硬質ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ・硬質ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

・塩化ﾋﾞﾆﾙ又はｺﾞﾑ製

・ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)製

・

・流し台 ・優良住宅部品程度

・コンロ台

・・つり戸棚

・水切り棚

材種 受け枠

種類 寸法 規格・品質等

材種　　　・アルミニウム製　　　　・塩ビ製

流し台ﾕﾆｯﾄ

天井見切り縁

くつふきﾏｯﾄ

 天井 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ・450×450 ※額縁ﾀｲﾌﾟ

材種 寸法 タイプ18.

・ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)製

点検口

23.

22.

21.

20.

19.

型式

型式　・30本用　・40本用　・60本用　・120本用　・（　　　　　）

 ・1200 ・1500 ・1800

 ・600　※700  ・　

 ※1200 ・900　・600

 ※1200 ・　

適用内容

ｽﾃﾝﾄﾗｯﾌﾟ付き

その他

・ ・600×600 ・目地ﾀｲﾌﾟ

鍵　箱

排水管用材料(表21.2.1)

材種 管の種類

 ※外圧管1種 ・ B型(ｺﾞﾑ接合）

 ・

・硬質塩化ビニル管

排水管1.

(21.2.1)

・遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管

管形状呼び径

 ・VP

 ・VU

２節　材料

側塊の形状、寸法(JIS A 5372)

・斜壁（呼び名　　　　）　・直壁（呼び名　　　　　　）

排水桝　　※図示による

・グレーチング    材質（　　　　　）用途（　　　　　）

・マンホールふた  名称（　　　　）記号（　　　　）呼び径（　　　　）

　　　　　　　　　適用荷重（　　　　　　）ﾒｲﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ（　　　　　　）

2.

その他の材料3.

側塊、排水桝等

地業の材料　　　※標準仕様書4.6.2(a)による。　・その他（          ）

(21.2.3)

(21.2.2)

・コンクリート　　※６章14節［無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ］　・その他（            ）

・埋戻しに用いる材料(表3.2.1)      ※Ｂ種　　・その他（　　 　　　）

 ・RS-VU

 ・RF-VP

 ・DV

 ・VU継手

・硬質塩化ビニル管継手

21

排

水

工

事

　　※接着剤　・ゴム輪

・標準仕様書21.3.3以外の工法（図示による）

(21.3.3)

工　　法4.

３節　施工

・標準仕様書21.3.3の工法による硬質塩化ビニル管継手の接着　

5. その他

22
遮断層　　・設ける（厚さ　　　　　mm）  ・設けない

・透水性舗装のﾌｨﾙﾀｰ層の厚さ

　　※車道部150mm、歩道部50mm

路床安定処理の適用　　　・適用する　　  ・適用しない

　　路床安定処理の方法

　　　※添加材料による安定処理（厚さ 300mm、目標CBR 5以上）

　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　）

路床の構成及び1.

仕上り

舗

装

工

事

(22.2.2)

２節　路　床

　　・その他　(　　　　　　mm、　　　　　　mm)

盛土に用いる材料(表3.2.1)　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

路床安定処理用添加材料(表22.2.2)　・ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 　・高炉ｾﾒﾝﾄ

　　　　　　　　　　　　　　　　　・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄ  　・工業用石灰

遮断層の材料　※川砂、海砂又は良質な山砂（75μmふるい通過量10%以下）

　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

材    料2.

(22.2.3)

・ｼﾞｵﾃｷｽﾀｲﾙ使用箇所（　　　　　　　　　）品質（　　　　　　　　 　）

 　   　 位置：※図示による

 　   　 深さ：ＧＬ－　　　　ｃｍ

試    験

(22.2.5)

3.

 　   　 試験方法：敷地調査共通仕様書（4章11節）による

路床の締固め度の試験(JIS A 1214)    ※行う　　　・行わない

砂の粒度試験(JIS A 1102)            ※行う　　　・行わない

路床土の支持力比(CBR)試験(JIS A 1211)　　　　※行う　　　・行わない

路盤の厚さ(表22.3.1)路盤の構成及び4.

仕上り

(22.3.2)

　歩道部(mm)　※100　　・　

  車道部(mm)　・100　　・150　　・250　　・350　　・　

３節　路盤

　※再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(RC-40)

　・ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(C-40)又はｸﾗｯｼｬﾗﾝ鉄鋼ｽﾗｸﾞ(CS-40)

　・　

5. 材　　料

(22.3.3)

路盤材料の種別,品質等(表22.3.3)

路盤の締固め度試験を行う6. 試  験　(22.3.5)

舗装の種類（表22.4.1)

車道部 ・ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 ・基層あり

・ｶﾗｰ舗装

歩道部 ・ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

・ｶﾗｰ舗装

舗装の構成及び厚さ　※表22.4.1による　　　・図示による

舗装の平たん性　　　※通行の支障となる水たまりを生じさせない。

部位 舗装の種類 車道部の基層 カラー舗装の種類仕上り

舗装の構成及び

(22.4.2)

・基層なし

※表層に着色した加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

※表層に着色した加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

４節　アスファルト舗装

7.

8. 表層用ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物に添加する着色骨材の（　　　　　　　　　　　）

                    ・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

材　料　(22.4.3)

　・密粒度アスファルト混合物　　　・細粒度アスファルト混合物

ｼｰﾙｺｰﾄの施工を行う

配合その他

(22.4.4)

9.

10.

加熱アスファルト混合物等の種類及び標準配合(表22.4.6)

工　法　(22.4.5)

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物等の抽出試験　　　・行う　　・行わない11.

車道部

車道部

歩道部

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

転圧ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

※150mm　　　・その他（　　　　）仕上り

舗装の構成及び

※150mm      ・　

※ 70mm      ・　(22.5.2)

５節　コンクリート舗装
12. ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装等の厚さ(表22.5.1)

車道部

歩道部

注入目地材料(表22.5.3)　　　※低弾性タイプ　　・高弾性タイプ

部位 設計基準強度(N/mm2)

※２４

・

※１８

転圧ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装の工法（                         　　　              ）

材   料

転圧ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装に使用するコンクリ－ト（   　        　              ）

(22.5.3)

・

13.

14.

舗装の平坦性は,著しい不陸がないこと。

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装等に使用するｺﾝｸﾘｰﾄ（表22.5.2)

工　法　(22.5.4)

ｺﾝｸﾘｰﾄ板の厚さ試験を行う15. 試　験　(22.5.6)

車道部  ※50 ※著しい不陸がない ※改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅠ型

 ・ ・

歩道部

・

※ｽﾄﾚｰﾄｱｽﾌｧﾙﾄ

 ・ ・

部位 厚さ(mm) 舗装の平たん性 ｱｽﾌｧﾙﾄの材料

(22.6.3)

(22.6.2)

 ※30

６節　透水性アスファルト舗装

16. 透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装の厚さ,仕上り及び材料舗装の構成及び

仕上り,材料

部位 ｺﾞﾑ入りｱｽﾌｧﾙﾄ乳剤の品質

表層 ※40

・

基層 ※50

・

舗装の平坦性は著しい不陸がないものとする。

(22.7.2)

(22.7.3)

  ・ＰＫＲ－Ｔ２※改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅡ型

・改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅠ型

厚さ(mm) 改質ｱｽﾌｧﾙﾄの品質

  ・ＰＫＲ－Ｔ１

７節　排水性アスファルト舗装

17. 舗装の構成及び

仕上り,材料

排水性ｱｽﾌｧﾙﾄの構成及び厚さ及び品質等（表22.7.1)（表22.7.2)（表22.7.3)

試  験　(22.4.6)

　　　寸法（　　    　mm ）

舗石の種類(JIS A 5003)（　　　　　　　　）、形状（　　　　　　　　）

材　　料

ｺﾝｸﾘｰﾄ平板舗装の目地材　　※砂　　・ﾓﾙﾀﾙ

舗石の基層　　　　　　※ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装　・ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

仕上がり面の平たん性　※22.8.2(b)による

舗装の構成及

び仕上り

(22.8.2)

　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(22.8.3)

ｺﾝｸﾘｰﾄ平板の種類(JIS A 5371)　　※N300　・その他（  　　          ）

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸの厚さ  ・60　　　・80

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸの形状、寸法　　※図示による　・その他（　 　　　　）

二層型の表面仕上げ（　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

・ｼﾞｵｷﾃｽﾀｲﾙ使用箇所（　　　　　　　　）品質（　　　　　　　　　　 ）

８節　ブロック系舗装

18.

19.

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸの種類(JIS A 5371)

　※普通　　・透水性　　・植生用

舗

装

工

事

縁石の種類等(表22.9.1)

　・片面歩車道境界ブロック（・A ・B ・C）長さ（※600mm　・1000mm）

　・両面歩車道境界ブロック（・A ・B ・C）長さ（※600mm　・1000mm）

  ・地先境界ブロック（・A ・B ・C）

Ｌ型側溝

Ｕ型側溝及びふた

　本体の種類（呼び名：　　　　　　Ｌ：　　　　　　）

材　 料

(22.9.2)

　ふたの種類（   　　　        ）

地業の材料　　※標準仕様書4.6.2(a)による　・その他（              ）

９節　街きょ、縁石及び側溝

20.

23

芝の種類　　※こうらい芝の類　　　　・野芝の類

地被類の樹種等は図示による。

芝張りの工法9.

8.

※引渡しの日から１年間　　　・その他（　   　　         　　　年間）

※引渡しの日から１年間　　　・その他（　         　　   　　　年間）移植樹木の枯損7.

新植樹木の枯6.

新植の工法5.

補償

処置

植栽基盤整備工法(表23.2.2)

有効土層整備面積及び厚さ

土壌改良材　　　　・適用する　　　　・適用しない

樹木の樹高（ｍ） 有効土層の厚さ(cm)

暗きょ等の設置　　・図示による　　　・その他（　　　　　　　　　　）

材　　料3.

植栽基盤一般2.

植栽地の確認等1.

部位

通路

建物周辺その他

種別

・Ａ種　　 ※Ｂ種

材 料

(23.4.3)

(23.4.2)

(23.3.6)

(22.10.2)

(23.2.2)

(23.2.3)

(23.3.3)

(23.3.4)

植え込み用土     ※現場発生土の良質土　・客土（　　　　　　 　　　）

(23.1.3)

※100   ・　

※80    ・　

※60    ・　

※50    ・　

※20    ・　

※図示による

面　　積

※Ａ種 　　・Ｂ種

 ・12以上

土壌改良材       ※ﾊﾞｰｸ堆肥(50L/㎡)又は発酵下水汚泥ｺﾝﾎﾟｽﾄ(10L/㎡)

                 ・その他（　　　　　　　　　　　　　L/㎡）

・

１０節  砂利敷き

その他

１節　一般事項

２節　植栽基盤

４節　芝張り、吹きつけは種及び地被類

23.

22.

21. 工　　法

(22.9.3)

砂利地業の厚さ　　※100mm　　・その他（              ）

　・プレキャスト無筋コンクリート製品（・250A　・250B）

　・プレキャスト鉄筋コンクリート製品（・１種　・２種）呼び名(　　　　　)

材　　料 砂利敷きの種別(表22.10.1)

植

栽

及

び

屋

上

緑

化

工

事

※土壌の酸度,水溶性塩類(EC)等の試験を行う

　　樹木　　※行う（※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種）   ・行わない

 　  芝　　 ※行う（・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種）

 ・3以上～7未満

 ・7以上～12未満

 ・3未満

 ・芝・地被類

支柱は図示による

樹木の樹種等は図示による。材　　料4.

(23.3.2)

３節　植樹

幹巻き用材料　※幹巻き用テープ　　　・わら及びこも

丸太の防腐処理方法　※加圧式防腐処理丸太材　・その他（　　　　　　　）

支柱の材料　　※丸太　　　　・竹　　　　　・防腐剤塗り支柱

吹き付けの種子の種類　※洋芝類又はｸﾛｰﾊﾞｰ、　種子量（　　　　　　g/㎡）

               　　　 ・その他（　　　　　）種子量（　　　　　　g/㎡）

 　    　　 　法面　　　※べた張り　　・その他（　　　　　　　　）

芝張り工法　　平地　　　※目地張り　　・その他（　　　　　　　　）

10.

(23.4.7)

芝張り,吹付けは

種及び地被類の

枯補償

※引渡しの日から１年間　　　・その他（　　　　　　年間）

５節　屋上緑化

植裁基盤

(23.5.2)

土壌層の厚さ　　・6㎝　　・15㎝　　・30㎝　　・その他（　　　　　　）11.

12. 材　　料

(23.5.3)

保水　　・排水槽　　・軽量骨材　　・板状成型品

土壌層　　　　　　　※改良土　　　・人工軽量土

13. 工　　法

(23.5.4)

屋上緑化の工法（　　　　　　　　　　　　　　　　）

支柱の設置及び形式は,図示による。

かん水装置の設置及び種類は,図示による。

14. 新植樹木,芝及び

(23.5.5)

地被類の枯補償

新植樹木の枯補償

芝及び地被類の枯補償

　※引渡しの日から１年間　　　・その他（　　　　　　年間）

　※引渡しの日から１年間　　　・その他（　　　　　　年間）

その他15.

Ａ―０７

  床 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ・450×450 ※目地ﾀｲﾌﾟ

・ｽﾃﾝﾚｽ鋼製

・600×600・　

※８

・

※８ ・砂利25、砕石20

・

ｽﾗﾝﾌﾟ(cm) 粗骨材の最大寸法(mm)

・

・砂利25又は40,砕石20又は25

樹木,芝及び地被類の樹種等は,図示による。

縁材,舗装材,水抜き管,マルチング材等は,図示による。

図示による 図示による

図示による

図示による

事務室

図示による

図示による

人工大理石　パネルの表面材　・ﾒﾗﾐﾝ樹脂系　・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂系　・その他（　　　　　　）

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

^@BMC:\ビ ジネス \和開発ロゴ .bmp,19.9584,16.148



図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺
全体配置図・案内図

(道
路
幅
員
)

8,789

11
,8
28

県
道
１
０
号
線

Ｎ

※　　　　　       　は、敷地境界線を示す。

※　　　　　       　は、既設建物を示す。

 工事名称 

 工事場所 

 用途地域  工事種別 

 防火地域 

 無指定区域  増築工事

 指定無し

 具志川運動公園管理棟建設工事

県
道
8号

線

県道10号線

至安慶名十字路

具志川教会

屋内運動場

テニス場

野球場ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ場至平良川十字路
金城歯科医院

消防署

県警機動隊

至喜屋武
うるま警察署

松原団地

多目的広場

総合体育館

総合グラウンド

至勝連・与那城

案内図　NO SCALE

市 道１１３号線
既設駐車場

既設屋内運動場

浄化水槽
機械室

ソフトボ－ル場
既設

休憩所

管理棟

既設具志川野球場

敷地境界線

既設テニスコート

管理棟

浄化水槽
機械室

既設駐車場

既設駐車場

総合体育館

既設具志川総合グラウンド

管理棟

既設ゲ－トボ－ル場
倉庫

公衆便所

浄化水槽
機械室

既設駐車場

多目的広場
鉄塔
既設

県営松原団地

敷地境界線

うるま警察署

ポンプ室

休憩所

管理棟
倉庫

公衆便所

スコアボード

ﾀﾞｯｸﾞｱｳﾄ・便所

ﾀﾞｯｸﾞｱｳﾄ・便所

公園内道路（将来計画）

全体配置図　S=1：1,400

S=1:1400

鉄塔

便所

便所

市道223号線

Ａ―０８

道
路

幅
員

 敷地面積 

 建ペイ率 

 建築面積 

 延べ面積 

 容 積 率 

 申請部分  申請以外の部分 合 計

211,000.00 ㎡ (運動公園台帳より)                   

336.00 ㎡ 

468.00 ㎡ 

 建物用途  事務所（公園管理事務所）

 主要用途  事務所

 建物棟数 
＋２４ １ ＝２５棟

申請 申請以外

11,722.94 ㎡ 

12,512.64 ㎡ 

12,190.94 ㎡ 

12,848.64 ㎡ 

6.09 ％ 

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

ﾀﾞｯｸﾞｱｳﾄ

ﾀﾞｯｸﾞｱｳﾄ

遊び場

道路境界線(市道面)

1
2,

3
00

接道距離=343.16ｍ

5.78 ％ 

申請建物

建築場所

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

^@BMC:\ビジネス \和 開発 ロゴ .bmp,19.9584,16.148

 うるま市字大田514番地(具志川運動公園内)



図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺

Ａ―０９

配置図・敷地断面図

配置図　S=1:200

8,000 8,000 8,000

24,000

女子ｼｬﾜｰ室 男子ｼｬﾜｰ室

ベンチ ベンチ

女子便所 男子便所
湯沸し室

多目的便所男子洗面室
男子更衣室

女子更衣室女子洗面室

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎ
ﾜ
ｲ
ﾄ
ﾎﾞ
ｰ
ﾄ
ﾞ

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

廊下

廊下
ク
ツ

バ
コ

カウンター

カ
ウ
ン
タ

ー

ポーチ

足洗い場

X1 X2 X3 X4

Ｎ

遊び場

駐車場（計画）

既設テニス場

公園内道路（計画）

駐車場（計画）

1
6
,0

0
0

8
,0

0
0

8
,
0
00

Ａ

Y1

Y2

Y3

Ａ

汚

駐
車
場

NO.1

N
O
.0

NO.2

NO
.
0

+
1
0
.0
0

NO
.1

+
1
.
5
0

+
9
.
50

N
O.
2

NO
.
3

+6
.
0
0

+
8.
0
0

N
O
.
4

+
3.
0
0

N
O
.5

+
1
0
.
88

NO.
2

NO.3

21
-2

31
-1

NO.1

31
-5

31
-4

as

31
-3

NO.0

既TBM#2

21-1

E支線
E支

ET

T

汚

汚

ET

as

汚

ET
標

E支

as

TBM#2-1

市道223号線

31
-2

Ｂ
　

断
面

図
　

S
=
1
:
2
0
0

Ａ　断面図　S=1:200

Ｂ

Ｂ

1
.0
0
0
%

1.
5
0
0
%

1.
5
0
0
%

5
. 0
0 0

%

設計GLﾗｲﾝ(EL=69.90)

設
計

G
L
ﾗ
ｲ
ﾝ
(
E
L
=
6
9
.
9
0
)

歩
道

前
面

道
路

幅
員

A1 S=1:200

A3 S=1:400

1.500%1.500% 1.000% 1.500% 1.500%1.000%

12
,
30

0

道
路

歩
道

1
2
,
30

0

道
路

境
界

線
計

画
建

物
ﾗ
ｲ
ﾝ

計
画

建
物

ﾗ
ｲ
ﾝ

計画建物ﾗｲﾝ

現況GLﾗｲﾝ

現
況

G
L
ﾗ
ｲ
ﾝ

事務室

倉庫１

計画建物ﾗｲﾝ 凡例

※　　　　　は敷地境界線を示す

※　　　　　は計画建物位置を示す

　　　　　　(但し、設置位置は現場調整とする)

管理事務所

設計

設計

FL=70.100

GL=69.900

道路境界線

　　　　　　ｸﾛｽｹﾞｰﾄ(6.0m×1.8m)１か所設置

23,00013,000 1
0,

00
0

仮設外柵： H=2000

※　　　　　は仮設外柵を示す。L=171m H=2000

ｸﾛｽｹﾞｰﾄ(6.0m×1.8m)

69.61

69.77

69.61

69.57

69.71

69.84

69.73
69.24

69.95

69.80

70.05

69.96

69.90

69.98

69.82

70.06

69.76

69.31

69.79

69.89

69.94
69.93

69.74

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

^@BMC:\ビジ ネス \和開発ロゴ .bmp,19.9584,16.148

第１会議室第２会議室



3,
0
0
0

1
,
0
00

図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺
建築基準法による面積表

室　名

１
　
階

2

1

3

4

7

8

910

11

12

13

14

15

16

17

8
,
00

0

4,3005,750

6
,2

0
0

5,750

6
,2

0
0

11,500

1
,
8
00

8,200

8,
6
0
0

8,200

5
,
4
00

1,600

6
,0

0
0

2,700

3,
3
00

2,700

2
,7

0
0

3,500

3
,0

0
0

3,500

3
,
00

0

2,400

4
,1

0
0

1
,
90

0

2,400

4
,1

0
0

1
,
90

0

2,400 2,400

3,200

3
,0

0
0

3
,
00

0
3,200

１階床面積求積図　S=1:100

34.400ｍ2

30.300ｍ2

70.520ｍ2

35.650ｍ2

35.650ｍ2

44.280ｍ2

7.290ｍ2

8.910ｍ2

10.500ｍ2

10.500ｍ2

9.840ｍ2

4.560ｍ2

9.600ｍ2

9.600ｍ2

9.840ｍ2

4.560ｍ2

336.000ｍ2

34.400ｍ2

70.520ｍ2

35.650ｍ2

35.650ｍ2

44.280ｍ2

7.290ｍ2

8.910ｍ2

10.500ｍ2

10.500ｍ2

9.840ｍ2

4.560ｍ2

9.600ｍ2

9.600ｍ2

9.840ｍ2

4.560ｍ2

20.700ｍ2

9.600ｍ2

小　計

１階床面積　合計　＝

階　数

１　階

計　算　式

床　面　積

延　べ　面　積

336.000ｍ2336.000ｍ2

算入面積

336.000ｍ2延べ床面積　合計　＝

１階床面積　合計　＝

計　算　式 小　計記号

建　築　面　積　計　算　表

A

B

C

D

336.000ｍ2１階床面積

A

１階床面積部分

B

C D

E

1,0001,000

14
,
0
00

14
,
0
00

1
,
0
00

26.000 × 3.000

1.000 ×14.000

1.000 ×14.000

78.000ｍ2 78.000ｍ2

14.000ｍ2 14.000ｍ2

14.000ｍ214.000ｍ2

建築面積求積図　S=1:100

26,000

1,000 1,000

1
,
0
00

記号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

11.500 × 1.800

1.600 × 6.000

8.200 × 8.600

5.750 × 6.200

5.750 × 6.200

8.200 × 5.400

2.700 × 2.700

2.700 × 3.300

3.500 × 3.000

3.500 × 3.000

3.200 × 3.000

3.200 × 3.000

2.400 × 4.100

2.400 × 4.100

2.400 × 1.900

2.400 × 1.900

廊　下

湯沸し室

多目的便所

事務室

倉庫１

男子洗面室

男子便所

男子更衣室

男子ｼｬﾜｰ室

女子洗面室

女子便所

女子更衣室

女子ｼｬﾜｰ室

玄関･ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

26,000

E

1,
0
00

26.000 × 1.000 26.000ｍ2 26.000ｍ2

468.000ｍ2

Ａ―１０

A3 S=1:200

A1 S=1:100

4.300 × 8.000

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

^@BMC:\ビジ ネス \和開発ロゴ .bmp,19.9584,16.148

第１会議室

第２会議室

56



図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺
仕上表 NO SCALE

仕 上 げ仕 上 げ

棟 階 番号 床 高

階

区 分 Ｊ Ｉ Ｓ ・ Ｊ Ａ Ｓ 規 格 商 品 名 メ ー カ ー 名

仕 上 げ

１）仕上げ、既製品で色の選択を、伴うものは発注者、監理者の協議による。

２）床材・壁材・天井材・集成材・接着剤は（Ｆ☆☆☆☆）とする。

３）壁下地の打放し部分は、不陸の生じた場合は壁補修とする。

補修の程度は、特記仕様書による。

５）開口補強：埋込照明器具、空調機器、天井点検口

ＳＯＰ

ＥＰ

ＵＶ

ＡＥ

合成樹脂調合ペイント塗り（Ｆ☆☆☆☆）

合成樹脂調合エマルションペイント塗り（Ｆ☆☆☆☆）

ウレタン塗装（Ｆ☆☆☆☆）

アクリル樹脂エナメル塗り

ＣＬ

ＯＳ

クリアラッカー塗り（Ｆ☆☆☆☆）

オイルステイン塗り（Ｆ☆☆☆☆）

床ビニールシート

ビ ニ ー ル 幅 木

合 板 類

ボ ー ド 類

ボ ー ド 類

ボ ー ド 類

ボ ー ド 類

塗 料

石 膏 ボ ー ド

タ イ ル

木 製 建 具

Ｆ☆☆☆☆

Ｆ☆☆☆☆

Ｆ☆☆☆☆

Ｆ☆☆☆☆

Ｆ☆☆☆☆

Ｆ☆☆☆☆

Ｆ☆☆☆☆

Ｆ☆☆☆☆

Ｆ☆☆☆

規制対象外

規制対象外

（ア）２．５ビニル床シート

Ｈ＝７５　ビニル巾木

（ア）９㎜ロックウール化粧吸音板

ＥＰ・ポリウレタン・ＣＬ・ＳＯＰ・ＵＶ

（ア）９．５石膏ボード

磁器質床タイル・陶器質タイル

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 対 策

１

玄 関

室 名 称室 名 称

名 称 名 称名 称

外 部 仕 上 表

内 部 仕 上 表

共 通 事 項

凡 例 （ 塗 装 略 号 ）

Ｒ 階 ス ラ ブ

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

玄 関

廊 下 廊 下

湯 沸 し 室 湯 沸 し 室

４）廻り縁は、塩ビ製とする。

（ア）５．５吸音一体型有孔化粧板

（ア）２５木毛セメント板

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

倉 庫 １ 倉 庫 １

事 務 室 事 務 室

会 議 室 １

会 議 室 ２

多目的便所多 目 的 便 所

男子更衣室男 子 更 衣 室

男 子 便 所男 子 便 所

男 子 ｼｬﾜｰ室

女 子 更 衣 室

女 子 便 所女 子 便 所

女 子 ｼｬﾜｰ室

男子ｼｬﾜｰ室

女子ｼｬﾜｰ室

GL+200

GL+200

GL+200

GL+200

GL+200

GL+200

GL+200

GL+200

GL+200

GL+200

GL+200

GL+200

GL+200

GL+190

GL+190

～+170

GL+200

GL+200

巾 木

高 さ 下 地 腰 壁

Ｈ＝７５

Ｈ＝７５

Ｈ＝７５

Ｈ＝７５

Ｈ＝７５

Ｈ＝７５

Ｈ＝７５

Ｈ＝７５

Ｈ＝７５

Ｈ＝７５

Ｈ＝７５

Ｈ＝７５

ﾓﾙﾀﾙ下地

Ｈ＝７５

ﾓﾙﾀﾙ下地

床

モルタル下地

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

下 地 仕 上 げ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ（熱溶接工法）

（エポキシ接着）

（エポキシ接着）

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ（熱溶接工法）

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

（エポキシ接着）

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ（熱溶接工法）

（エポキシ接着）

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ（熱溶接工法）

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(熱溶接工法)(エポキシ接着)

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ
（エポキシ接着）

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ（熱溶接工法）

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

モルタル下地

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

モルタル下地

モルタル下地

モルタル下地

（エポキシ接着）

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ（熱溶接工法）

（エポキシ接着）

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ（熱溶接工法）

（エポキシ接着）

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ（熱溶接工法）

（エポキシ接着）

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ（熱溶接工法）

仕 上 材

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(熱溶接工法)(エポキシ接着)

(ｱ)150土間コンクリート金ゴテ仕上

木 胴 縁(ｱ)20ﾒﾗﾋﾟCL塗り

(ｱ)20ﾒﾗﾋﾟCL塗り 木 胴 縁

ＧＬ

塗装

壁

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

塗装品

塗装品

備 考

靴箱（造付）掲示板（造付）

掲示板（造付）

御影石100×30（ﾌﾞﾗｽﾄ仕上げ）

トイレブース・モップ掛

トイレブース・モップ掛

ステンレス製フロアーハッチ

手洗いカウンター

ベンチ（造付）

ベンチ（造付）

手洗いカウンター

ステンレス製フロアーハッチ

2.700

2.700

2.700

3.500

2.700

2.700

2.700

2.500

2.500

2.500

2.500

2.500

2.500

2.400

2.400

2.510

2.510

天井高塗装 小 壁

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

塗装品

塗装品

塗装

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

ＥＰ

天 井

仕 上 げ

(ｱ)9.5㎜石膏ﾎﾞｰﾄﾞ捨て張りの上

(ｱ)9㎜ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板張り(準不燃2026号）

(ｱ)9.5㎜石膏ﾎﾞｰﾄﾞ捨て張りの上

(ｱ)9㎜ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板張り(準不燃2026号）

(ｱ)9.5㎜石膏ﾎﾞｰﾄﾞ捨て張りの上

(ｱ)9㎜ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板張り(準不燃2026号）

(ｱ)9.5㎜石膏ﾎﾞｰﾄﾞ捨て張りの上

(ｱ)9㎜ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板張り(準不燃2026号）

(ｱ)9.5㎜石膏ﾎﾞｰﾄﾞ捨て張りの上

(ｱ)9㎜ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板張り(準不燃2026号）

(ｱ)9.5㎜石膏ﾎﾞｰﾄﾞ捨て張りの上

(ｱ)9㎜ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板張り(準不燃2026号）

(ｱ)25㎜木毛ｾﾒﾝﾄ板　EP塗り

(ｱ)25㎜木毛ｾﾒﾝﾄ板　EP塗り

(ｱ)25㎜木毛ｾﾒﾝﾄ板　EP塗り

直張り用

直張り用

直張り用

直張り用

直張り用

直張り用

直張り用

直張り用

直張り用

直張り用

直張り用

直張り用

直張り用

直張り用

軽鉄下地

塗装品

塗装品

中 壁

コンクリート打放し補修

コンクリート打放し補修

コンクリート打放し補修

コンクリート打放し補修

コンクリート打放し補修

１００角陶器質タイル

コンクリート打放し補修

１００角陶器質タイル

コンクリート打放し補修

コンクリート打放し補修

コンクリート打放し補修

コンクリート打放し補修

コンクリート打放し補修

１００角陶器質タイル

コンクリート打放し補修

１００角陶器質タイル

１００角陶器質タイル

１００角陶器質タイル

コンクリート打放し補修

コンクリート打放し補修

コンクリート打放し補修

コンクリート打放し補修

コンクリート打放し補修

１００角陶器質タイル

コンクリート打放し補修

コンクリート打放し補修

１００角陶器質タイル

コンクリート打放し補修

目透かし張り(900×900)　EP塗り

(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

目透かし張り(900×900)　EP塗り

(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

目透かし張り(900×900)　EP塗り

(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

目透かし張り(900×900)　EP塗り

目透かし張り(900×900)　EP塗り

(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

目透かし張り(900×900)　EP塗り

ｶｳﾝﾀｰ

本棚

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ(2700×1200)

収納棚

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ(3600×1200)

ｽﾁｰﾙ棚(1800×750×2100)

１００角陶器質タイル

一部 300角ﾘｻｲｸﾙｽﾄｰﾝ(ﾌﾞﾗｽﾄ仕上げ)

一部 ５０角磁器質タイル

１００角陶器質タイル

一部 ５０角磁器質タイル

Ａ―１１

(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ 600角断熱型(DF6N)

流し台(車椅子対応)・吊り棚

目透かし張り(900×900)　EP塗り

(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

目透かし張り(900×900)　EP塗り

(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板(ｱ)20㎜モルタル金コテ下地の上

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修ＥＰ塗り、(ｱ)20㎜ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ下地

(ｱ)20㎜モルタル金コテ下地の上

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修ＥＰ塗り、(ｱ)20㎜ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ下地

(ｱ)20㎜モルタル金コテ下地の上

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修ＥＰ塗り、(ｱ)20㎜ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ下地

１００角床磁器質タイル

１００角床磁器質タイル

１００角床磁器質タイル

１００角床磁器質タイル

コンクリート金コテ仕上の上、ＦＲＰ防水（ＦＰ－１００工法 １プライ仕様）

OAフロアー(H=100)(ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞﾌﾛｱｰDﾀｲﾌﾟ)ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾙ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修及び (ｱ)20ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

一部(ｱ)5.5㎜ﾗﾜﾝ合板下地ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修及び (ｱ)20ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

一部(ｱ)5.5㎜ﾗﾜﾝ合板下地ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修及び (ｱ)20ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

一部(ｱ)5.5㎜ﾗﾜﾝ合板下地ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修及び (ｱ)20ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

一部(ｱ)5.5㎜ﾗﾜﾝ合板下地ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修及び (ｱ)20ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

一部(ｱ)5.5㎜ﾗﾜﾝ合板下地ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修及び (ｱ)20ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修及び (ｱ)20ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修及び (ｱ)20ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修及び (ｱ)20ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃＥＰ ＥＰ ＥＰ

(ｱ)5.5㎜吸音一体型有孔化粧板張り(塗装品）

目透かし張り(900×900)

目透かし張り(900×900)

(ｱ)5.5㎜吸音一体型有孔化粧板張り(塗装品）

目透かし張り(900×900)

(ｱ)5.5㎜吸音一体型有孔化粧板張り(塗装品）

目透かし張り(900×900)

(ｱ)5.5㎜吸音一体型有孔化粧板張り(塗装品）

目透かし張り(900×900)

目透かし張り(900×900)

(ｱ)5.5㎜銘木合板張り(塗装品）

(ｱ)5.5㎜銘木合板張り(塗装品）

40φステンレステスリ

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

40φステンレステスリ

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

コンクリート打放し補修の上　複層仕上塗材Ｅ

コンクリート打放し補修の上　複層仕上塗材Ｅ

屋根軒裏・軒裏・庇裏

柱 型 ・ 梁 型

外 壁

ポ ー チ 床

コンクリート打放し補修の上ＥＰ塗り

３００角リサイクルストーン（ﾌﾞﾗｽﾄ仕上げ）一部誘導用タイル貼り

（ア）１５０土間コンクリート木ゴテ下地（縦、横共D10-@200ｼﾝｸﾞﾙ）

ポ ー チ 天 井 ＬＧＳ　下地　（ア）５けい酸カルシウム板 目透かし張り(900×900)　ＥＰ塗り

犬 走 り

内 部 土 間
（ア）６０再生クラッシャーラン締固め下地

（ア）１５０土間コンクリート金ゴテ仕上（縦、横共D13-@200ｼﾝｸﾞﾙ）t=0.15ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ敷き

（縦、横共D10-@200ｼﾝｸﾞﾙ）Ｖ目地切り及び300角ﾘｻｲｸﾙｽﾄｰﾝ(ﾌﾞﾗｽﾄ仕上げ)及びｺﾝｸﾘｰﾄ型押し工法(平面詳細図参照)

（ア）６０再生クラッシャーラン締固め下地、（ア）１５０土間コンクリート金ゴテ仕上

視聴覚障害者誘導ﾌﾞﾛｯｸ
棒状ブロック（３００×３００）、点字ブロック（３００×３００）

竪 樋

(ｱ)5㎜特殊ＵＶ塗装 硬質ｾﾒﾝﾄ板張り(ｸﾞﾗｻﾙPRO)

(ｱ)5㎜特殊ＵＶ塗装 硬質ｾﾒﾝﾄ板張り(ｸﾞﾗｻﾙPRO) (ｱ)5㎜特殊ＵＶ塗装 硬質ｾﾒﾝﾄ板張り(ｸﾞﾗｻﾙPRO)

(ｱ)5㎜特殊ＵＶ塗装 硬質ｾﾒﾝﾄ板張り(ｸﾞﾗｻﾙPRO)

(ｱ)5㎜特殊ＵＶ塗装 硬質ｾﾒﾝﾄ板張り(ｸﾞﾗｻﾙPRO)

(ｱ)5㎜特殊ＵＶ塗装 硬質ｾﾒﾝﾄ板張り(ｸﾞﾗｻﾙPRO)

男 子 洗 面 室

女 子 洗 面 室

女子更衣室

女子洗面室

男子洗面室

足 洗 い 場 壁

（ア）５㎜けい酸カルシウム板

撥水剤塗材吹付

一部(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板張り　EP塗り

硬質塩化ﾋﾞﾆｰﾙ管φ７５（ＶＰ）　塗装仕上　鋳物製ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ（設備工事）

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

^@BMC:\ビジ ネス \和開発ロゴ .bmp,19.9584,16.148

300角ﾘｻｲｸﾙｽﾄｰﾝ(ﾌﾞﾗｽﾄ仕上げ)

第 １ 会 議 室

第 ２ 会 議 室



汚

標

E支

ET

ET

汚

汚

TBM#2-1

図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺
１階平面図

１階平面図　S=1:100

Ａ―１２

ベンチ

1
,
65

0

1,0501,050

1,0501,050 1,450

9.6

女子便所

女子ｼｬﾜｰ室

4.56 4.56

ベンチ

10.5

男子便所

廊下

廊下

30.30

34.40

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

ク
ツ

バ
コ

カウンター

ポーチ

ﾎ
ﾜｲ

ﾄ
ﾎ
ﾞｰ

ﾄ
ﾞ

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

(ｱ
)
6
6 

可
動

式
間

仕
切

り

1,200

1,100 1,100

44.28

倉庫１

3250*1280

1
,0

0
0

1
,0

0
0

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

男子洗面室

10.59.6

1,700

1400*700

事務室

70.52

足洗い場

1
,
0
00

1,000

1
,0

0
0

9
00

女子更衣室 男子更衣室

9.849.84

女子洗面室

男子ｼｬﾜｰ室

サービスヤード

3,200 2,400 2,400 3,500 2,700 1,600 8,200

8,000 8,000 8,000

24,000

X1 X2 X4X3

歩道

歩道

道路

35.65 35.65

1800*600 1800*600

1,200

カ
ウ

ン
タ

ー

1
,
00

0

2
,
0
00

8
,
6
00

5
,
40

0

8,
0
0
0

8,
0
00

1
6
,0

0
0

2
,6

9
1

2,
3
84

Ｎ

市道223号線

11,500 4,300 8,200

8,000 8,000 8,000

24,000

5,750 5,750 4,
5
9
8

収納棚１連
収納棚１連

収納棚２連

収納棚３連

本棚－３

本棚－１

本棚－２

A1 S=1:100

A3 S=1:200

2
,
0
00

6,
2
0
0

1
,
80

0
3,

0
00

3
,0

0
0

8,
0
0
0

8,
0
00

1
6
,0

0
0

Y1

Y3

Y2

4
,8

5
0

1
2,

3
0 0

架台　H=150

玄関

4,
1
00

1
,9

0
0

3
,
30

0
2,

7
00

多目的便所

8.91

湯沸し室
7.29

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

^@BMC:\ビジ ネス \和開発ロゴ .bmp,19.9584,16.148

第１会議室第２会議室



図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺
屋根平面図

8,000 8,000 8,000

24,000

X1 X2 X4X3

8,
0
0
0

8,
0
00

1
6
,0

0
0

Y1

Y3

Y2

8,
0
0
0

8,
0
00

1
6
,0

0
0

Y1

Y3

Y2

8,000 8,000 8,000

24,000

屋根平面図　S=1:100

X1 X2 X4X3

2,000 2,000

2,000 2,000

2
,
00

0
2
,
00

0

2
,
00

0
2
,
00

0

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ 600角断熱型(DF6N)

Ａ―１３

水勾配

水勾配

水
勾

配
水

勾
配

600

8
0
0

6
00

3,400 500

325

コンクリート金コテ仕上の上、ＦＲＰ防水（ＦＰ－１００工法 １プライ仕様）

A3 S=1:200

A1 S=1:100

5
00

3
95

屋上点検ハッチ

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

^@BMC:\ビジ ネス \和開発ロゴ .bmp,19.9584,16.148



図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺
立面図

Ａ―１４

北　立面図　S=1:100 東　立面図　S=1:100

南　立面図　S=1:100 西　立面図　S=1:100

・外部仕上

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修 複層仕上塗材ＥA

X1X2X4 X3 Y1 Y2 Y3

24,000

2,000 8,000 8,000 8,000 2,000

16,000

2,000 8,000 8,000 2,000

X1 X2 X4X3 Y1Y2Y3

24,000

2,000 8,000 8,000 8,000 2,000

16,000

2,000 8,000 8,000 2,000

SK式換気孔

C 化粧目地（誘発）

D 異形ﾌﾞﾛｯｸ化粧積み　190×190　ＥＰ塗り

150×100角箱抜き 印。

タテ樋：硬質塩化ビニール　ＥＰ塗り

E

F

G

ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ　190×190

A1 S=1:100

A3 S=1:200

20
0

3
,
6
00

10
0

3,
8
00

3,
9
00

4
0
0

4
,
20

0

5
0
0

設計GL(EL=69.90)

1FL(EL=70.10)

RSL水下(EL=73.70)

RSL水上(EL=73.80)

道路境界線

FA

B

B C

A

C

FAB

C

A

D

E

G
FAB

A

FAB

A

C

C

D

CC

G G

CA A

AA

φ19ステンレスタラップ（4ヶ所） EG

撥水剤塗材吹付H

H

H

道路境界線

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)

う

る

ま

市

具

志

川

総

合

運

動

公

園

管

理

事

務

所

ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

^@BMC:\ビジ ネス \和開発ロゴ .bmp,19.9584,16.148



図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺
断面図

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

2
0
0

3
,6

0
0

1
0
0

3
,8

0
0

3
,9

0
0

Ａ　断面図　S=1:100

(ｱ)66 可動式間仕切り

4
00

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ
事務室
2,

7
0
0

2,
7
0
0

2,
7
0
0

2,
7
0
0

Ｂ　断面図　S=1:100

2
,
70

0

2
,
70

0

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

廊　下

24,000

2,000 8,000 8,000 8,000 2,000

5,750 5,750 4,300 8,200

200

Y1 Y2 Y3

16,000

2,000 8,000 8,000 2,000

2,000 6,200 1,800 6,000

200

4,
2
0
0

X1 X2 X4X3

女子更衣室 男子更衣室

Ｎ

KEY PLAN

Ａ
Ａ

Ｂ

Ｂ

50
0

Ａ―１５

X1 X2 X3 X4

女子便所

女子ｼｬﾜｰ室 男子ｼｬﾜｰ室

ベンチ ベンチ

男子便所
湯沸し室

足洗い場

収納棚 収納棚

倉庫１

収納棚

廊下

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ
廊下

収納棚

男子洗面室
多目的便所

女子洗面室

Y3

Y2

Y1

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

(
ｱ)
6
6
 
可
動

式
間
仕

切
り

ﾎ
ﾜ
ｲ
ﾄ
ﾎﾞ
ｰ
ﾄ
ﾞ

ク
ツ

バ
コ

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

玄　関 カ
ウ

ン
タ
ー

ポーチ

カウンター

事務室

RSL水下(EL=73.70)

RSL水上(EL=73.80)

1FL(EL=70.10)

設計GL(EL=69.90)

20
0

3
,
6
00

10
0

3,
8
00

3
,
9
00

4
0
0

道路 歩道

2,384

4
,
20

0

5
0
0

設計GL(EL=69.90)

1FL(EL=70.10)

RSL水上(EL=73.80)

RSL水下(EL=73.70)

道路境界線

土木工事による擦付け部分を示す

A3 S=1:200

A1 S=1:100

歩道

12,300

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

^@BMC:\ビジ ネス \和開発ロゴ .bmp,19.9584,16.148

第１会議室第２会議室

第２会議室 第１会議室



土木工事による擦付け部分を示す

24,000

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

2
,
70

0

2
,
70

0

2
,
70

0

X4X3X2X1

16,000

Y1 Y2 Y3

1
00

1
0
0

2
00

3
,
60

0
4
0
0

2
00

3
,
60

0
4
0
0

3
,
90

0
3
,
9
00

3,
8
00

3,
8
00

4,
2
00

4,
2
0
0

2,000 8,000 8,000 8,000 2,000

2,000 8,000 8,000 2,000

5,750 5,750 4,300 8,200

2,000 6,200 1,800 6,000

200

200

5
0
0

50
0

可動式間仕切り収納場所

(ｱ)66 可動式間仕切り

3,300 2,700

2
,4

0
0

LGS下地組 LGS下地組

ＥＰ塗り
壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

ＥＰ塗り
壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

1,
3
00

(ｱ)100 CB(ｱ)150 CB

φ19ステンレスタラップ

かま場300×300×200

(ｱ)25 ﾒﾗﾋﾟｰ SOP

掲示板枠
掲示板

(5350×1650)

2
,
70

0

(ｱ)5.5㎜ﾗﾜﾝ合板下地ビニールクロス貼り
壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修ＥＰ塗り

ピット

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ
靴箱（雑詳細図４参照）

厚150土間コンクリート金ごて押え

鉄筋：縦、横共D13－ @200シングル

厚0.15ポリエチレンフィルム敷き

厚60再生クラッシャー填圧

床：(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

(熱溶接工法)(エポキシ接着)

　　　(ｱ)9㎜ロックウール化粧吸音板張り
天井：(ｱ)9.5㎜石膏ボード捨て張り

(ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ仕上げ)
300角ﾘｻｲｸﾙｽﾄｰﾝ

(ﾌﾞﾗｽﾄ仕上げ)

ク
ツ

バ
コ

図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺
断面詳細図（１）

床：(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

(熱溶接工法)(エポキシ接着)

厚 150土間コンクリート金ごて押え

鉄筋：縦、横共D13－ @200シングル

厚0.15ポリエチレンフィルム敷き

厚60再生クラッシャー填圧

9
0
0

天井：(ｱ)9.5㎜石膏ボード捨て張り
　　　(ｱ)9㎜ロックウール化粧吸音板張り

天井：(ｱ)9.5㎜石膏ボード捨て張り
　　　(ｱ)9㎜ロックウール化粧吸音板張り

天井：(ｱ)9.5㎜石膏ボード捨て張り
　　　(ｱ)9㎜ロックウール化粧吸音板張り

LGS下地組 LGS下地組

厚25断熱材 厚25断熱材
厚25断熱材

厚25断熱材 厚25断熱材 厚25断熱材
厚25断熱材

鉄筋：縦、横共D10－ @200シングル

厚60再生クラッシャー填圧

鉄筋：縦、横共D10－ @200シングル

厚60再生クラッシャー填圧

LGS下地組

天井：(ｱ)5㎜けい酸カルシウム板
LGS下地組

厚25断熱材

湯沸し室

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

厚 60再生クラッシャー填圧

鉄筋：縦、横共D13－ @200シングル

厚0.15ポリエチレンフィルム敷き

厚150土間コンクリート金ごて押え

幅木：ビニル幅木　H75

(熱溶接工法)(エポキシ接着)

床：(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

厚 60再生クラッシャー填圧

鉄筋：縦、横共D10－ @200シングル

厚 60再生クラッシャー填圧

鉄筋：縦、横共D10－ @200シングル

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ 600角断熱型(DF6N)

多目的便所

1
7
0

3
0 1,000

Ａ－Ａ断面詳細図　S=1:40

Ｂ－Ｂ断面詳細図　S=1:40

Ａ
Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

壁：(ｱ)5.5㎜吸音一体型有孔化粧板張り(塗装品）

壁：(ｱ)5.5㎜銘木合板張り

Ａ―１６

厚150土間コンクリート金ごて押え 厚150土間コンクリート金ごて押え

厚150土間コンクリート金ごて押え 厚150土間コンクリート金ごて押え

2
9
0

81
0

靴箱（雑詳細図４参照）

本棚－１(雑詳細図参照)

9
0
0

事務室

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修ＥＰ塗り

2
,
70

0

幅木：ビニル幅木　H75

床：OAフロアー(H=100)(ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞﾌﾛｱｰDﾀｲﾌﾟ)ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾙ

一部(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(熱溶接工法)(エポキシ接着)

厚 60再生クラッシャー填圧

鉄筋：縦、横共D13－ @200シングル

厚0.15ポリエチレンフィルム敷き

厚150土間コンクリート金ごて押え

ＥＰ塗り
壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

目透かし張り(900×900)　EP塗り

複層仕上塗材Ｅ

3
0
0

1
,
40

0

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上

ＥＰ塗り

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上

複層仕上塗材Ｅ

複層仕上塗材Ｅ

ＥＰ塗り

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上

天井：(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板
目透かし張り(900×900)　EP塗り

(ｱ)20㎜ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ下地

(ｱ)5㎜特殊ＵＶ塗装 硬質ｾﾒﾝﾄ板張り

(ｱ)5㎜特殊ＵＶ塗装 硬質ｾﾒﾝﾄ板張り

(ｱ)20㎜ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ下地の上

2,000

2,000

2,000

2,000

20

幅木：ﾒﾗﾋﾟ 20×75 CL塗り75

75

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上

ＥＰ塗り

(ｱ)20 御影石

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ 600角断熱型(DF6N)

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上

複層仕上塗材Ｅ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上

複層仕上塗材Ｅ

1
,1

0
0

(ｱ)20 御影石

床：(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

(熱溶接工法)(エポキシ接着)

75

75

20

ﾌﾛｱｰﾊｯﾁ：600×600

ﾒﾗﾋﾟｰ SOP

75

75

20

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ(雑詳細図参照)

ﾒﾗﾋﾟｰ 15×125 SOP

300角ﾘｻｲｸﾙｽﾄｰﾝ

(ﾌﾞﾗｽﾄ仕上げ)

排水ﾕﾆｯﾄ

幅木：ビニル幅木　H75

コンクリート金ごて仕上

(ｱ)25 ﾒﾗﾋﾟｰ集成材　CL塗り

1,
2
00

9
0
0

ｺ ｰｷﾝｸﾞ

ｺｰｷﾝｸﾞ

ｺｰｷﾝｸﾞ

ｺｰｷﾝｸﾞ

ｺｰｷﾝｸﾞ

ｺｰｷﾝｸﾞ

ｺｰｷﾝｸﾞ

ｺｰｷﾝｸﾞ

1
,1

0
0

1,
1
0
0

1
,1

0
0

1,
2
00

幅木：ﾋﾞﾆﾙ幅木　H75幅木：ﾋﾞﾆﾙ幅木　H75

設計GL(EL=69.90)

1FL(EL=70.10)

RSL水下(EL=73.70)

RSL水上(EL=73.80)

RSL水上(EL=73.80)

RSL水下(EL=73.70)

1FL(EL=70.10)

設計GL(EL=69.90)

屋根：コンクリート金コテ仕上の上、ＦＲＰ防水

屋根：コンクリート金コテ仕上の上、ＦＲＰ防水

FP-100工法 1ﾌﾟﾗｲ仕様 立上り H=200

FP-100工法 1ﾌﾟﾗｲ仕様 立上り H=200

KEY PLAN

女子便所

女子洗面室

男子ｼｬﾜｰ室
女子ｼｬﾜｰ室

女子更衣室

男子更衣室

男子便所

男子洗面室

廊下

廊下

倉庫１

足洗い場

事務室

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

玄　関

ポーチ

カウンター

カ
ウ
ン

タ
ー

湯沸し室

多目的便所

(
ｱ
)6
6
 
可
動

式
間
仕

切
り

X1 X2 X3 X4

Y3

Y2

Y1

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

Ｎ

150

ＥＰ塗り

ＥＰ塗り

異形ﾌﾞﾛｯｸ　 190× 190× 100

ｽﾃﾝﾚｽ床目地棒

A3 S=1:80

A1 S=1:40

LGS下地組

LGS下地組
　　　(ｱ)9㎜ロックウール化粧吸音板張り
天井：(ｱ)9.5㎜石膏ボード捨て張り

2
20

20

75

75

20

ｺｰｷﾝｸﾞ

ｺｰｷﾝｸﾞ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上

複層仕上塗材Ｅ

土木工事による擦付け部分を示す

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上

ＥＰ塗り

複層仕上塗材Ｅ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上

ﾒﾗﾋﾟｰ 15×125 SOP

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)

見切縁 25×40

(ｱ)30 御影石

ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

^@BMC:\ビジ ネス \和開発ロゴ .bmp,19.9584,16.148

第２会議室

第１会議室

第２会議室 第１会議室
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厚 150土間コンクリート金ごて押え

鉄筋：縦、横共D13－ @200シングル

厚0.15ポリエチレンフィルム敷き

厚60再生クラッシャー填圧

図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺
断面詳細図（２）

LGS下地組

LGS下地組 LGS下地組

厚25断熱材 厚25断熱材 厚25断熱材 厚25断熱材 厚25断熱材 厚25断熱材

厚25断熱材 厚25断熱材 厚25断熱材

厚60再生クラッシャー填圧

鉄筋：縦、横共D10－ @200シングル

厚60再生クラッシャー填圧

鉄筋：縦、横共D10－ @200シングル
厚60再生クラッシャー填圧

鉄筋：縦、横共 D10－ @200シングル

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ 600角断熱型(DF6N)

Ｃ－Ｃ断面詳細図　S=1:40

Ｄ－Ｄ断面詳細図　S=1:40

Ａ

Ｂ
塩ビ製見切り

(ｱ)9.5平石コウボード下地

(ｱ)9ロックウ－ル化粧吸音板貼り

野縁

ＬＧＳ下地組

20 20

2
0

1
5
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2
0
0

1
5
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5
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1
0
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2
5
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5
0
0

4
0
0

150

1
7
0
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RSL水下

20
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2
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2
0

Ｂ詳細図　S=1:10

Ａ詳細図　S=1:10

3
0
0

600 600 600

Ａ―１７

厚150土間コンクリート金ごて押え

厚150土間コンクリート金ごて押え

厚150土間コンクリート金ごて押え

ピット

　　　(ｱ)9㎜ロックウール化粧吸音板張り
天井：(ｱ)9.5㎜石膏ボード捨て張り

天井：(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板
目透かし張り(900×900)　EP塗り

2,000

2,000

2,000

2,000

20

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上

ＥＰ塗り

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上

複層仕上塗材Ｅ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上

ＥＰ塗り

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上

複層仕上塗材Ｅ

目透かし張り(900×900)　EP塗り
天井：(ｱ)5㎜けい酸カルシウム板

LGS下地組 LGS下地組 LGS下地組 LGS下地組 LGS下地組

50

3
0 30

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上

複層仕上塗材Ｅ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上

複層仕上塗材Ｅ

壁：(ｱ)5.5㎜吸音一体型有孔化粧板張り(塗装品）

木製ﾍﾞﾝﾁ CL

(ｱ)25 ﾒﾗﾋﾟｰ集成材
壁：(ｱ)5.5㎜銘木合板張り

幅木：ﾒﾗﾋﾟ 20×75 CL塗り

(熱溶接工法)(エポキシ接着)

床：(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 9
0
0

(ｱ)100 CBの上 (ｱ)20ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗り

床：(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

(熱溶接工法)(エポキシ接着)

壁：100角陶器質タイル

床：100角床磁器質タイル

2
9
0

81
0

3
0
0

1
,
40

0

150

厚 150土間コンクリート金ごて押え

厚60再生クラッシャー填圧

鉄筋：縦、横共D10－ @200シングル

5
25

2
,0

3
5

3
2
5

床：100角床磁器質タイル

ピット ピット ピット ピット

壁：100角陶器質タイル 壁：100角陶器質タイル

女子ｼｬﾜｰ室 男子ｼｬﾜｰ室

倉庫１

床：100角床磁器質タイル

天井：(ｱ)5㎜けい酸カルシウム板
目透かし張り(900×900)　EP塗り

(熱溶接工法)(エポキシ接着)

床：(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

湯沸し室

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修ＥＰ塗り

幅木：ビニル幅木　H75 幅木：ビニル幅木　H75

床：(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

(熱溶接工法)(エポキシ接着)

30

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修ＥＰ塗り

(ｱ)25㎜木毛ｾﾒﾝﾄ板　EP塗り

床：100角床磁器質タイル

コンクリート金ごて仕上コンクリート金ごて仕上

コンクリート金ごて仕上

かま場300×300×200

かま場300×300×200 かま場300×300×200

ｺｰｷﾝｸﾞ

ｺｰｷﾝｸﾞ

ｺｰｷﾝｸﾞ

1
,1

0
0

1
,
76

0

1
7
0

2
,
13

0

ＥＰ塗り

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上

ＥＰ塗り

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上

複層仕上塗材Ｅ

複層仕上塗材Ｅ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上

男子便所女子便所

目透かし張り(900×900)　EP塗り
天井：(ｱ)5㎜けい酸カルシウム板

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修ＥＰ塗り

女子洗面室

女子便所

RSL水上(EL=73.80)

RSL水下(EL=73.70)

1FL(EL=70.10)

設計GL(EL=69.90)

RSL水上(EL=73.80)

RSL水下(EL=73.70)

1FL(EL=70.10)

設計GL(EL=69.90)

幅木：ビニル幅木　H75

ｽﾁｰﾙ棚(1800×750×2100)

ｺｰｷﾝｸﾞ

ｺｰｷﾝｸﾞ

屋根：コンクリート金コテ仕上の上、ＦＲＰ防水

2
0
0

屋根：コンクリート金コテ仕上の上、ＦＲＰ防水

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ仕上の上、ＦＲＰ防水

FP-100工法 1ﾌﾟﾗｲ仕様 立上り H=200

FP-100工法 1ﾌﾟﾗｲ仕様 立上り H=200

FP-100工法 1ﾌﾟﾗｲ仕様 立上り H=200

(ｱ)20 御影石三方枠

(ｱ)20 御影石三方枠

(ｱ)20 御影石三方枠

土木工事による擦付け部分を示す

土木工事による擦付け部分を示す

A1 S=1:40

A3 S=1:80
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目透かし張り(900×900)　EP塗り
天井：(ｱ)5㎜けい酸カルシウム板 (ｱ)150 CBの上 (ｱ)20ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗り

軽量鉄骨壁下地

(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板張り

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)

220

収納棚　固定式

洗面器一体型ｶｳﾝﾀｰ

軽量鉄骨壁下地

(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板張り

廊　下

ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

^@BMC:\ビジ ネス \和開発ロゴ .bmp,19.9584,16.148

第２会議室



図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺
１階平面詳細図
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多目的便所

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

(ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ仕上げ)

ベンチ ベンチ

排水ﾕﾆｯﾄ(設備工事) 排水ﾕﾆｯﾄ(設備工事)

(ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ仕上げ)

40φｽﾃﾝﾚｽﾃｽﾘ 40φｽﾃﾝﾚｽﾃｽﾘ

女子ｼｬﾜｰ室 -10 男子ｼｬﾜｰ室 -10

(ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ仕上げ)

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(熱溶接工法)
(エポキシ接着)

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(熱溶接工法)
(エポキシ接着)

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(熱溶接工法)
(エポキシ接着)

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(熱溶接工法)
(エポキシ接着)

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(熱溶接工法)
(エポキシ接着)

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(熱溶接工法)
(エポキシ接着)

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(熱溶接工法)
(エポキシ接着)

(ｱ)150土間コンクリート金ゴテ仕上

サービスヤード
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(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(熱溶接工法)
(エポキシ接着)

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(熱溶接工法)
(エポキシ接着)
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OAフロアー(H=100)(ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞﾌﾛｱｰDﾀｲﾌﾟ)ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾙ

女子便所

±0

排水ﾕﾆｯﾄ(設備工事)
(ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ仕上げ)

Ｒ面木 Ｒ面木Ｒ面木

床点検口 600角

床点検口 600角

床点検口 600角

Ｒ面木

(ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ仕上げ)

排水ﾕﾆｯﾄ(設備工事)

(ｱ)25 ﾒﾗﾋﾟｰ集成材

クツバコ(雑詳細図参照)

ク
ツ

バ
コ

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(熱溶接工法)
(エポキシ接着)

本棚－１(雑詳細図参照)

本棚－２

本棚－３
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屋内出隅は全てＲ面木とする。
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Ｖ目地切りＶ目地切り

コンクリート型押し工法

コンクリート型押し工法

排水ﾕﾆｯﾄ

300角ﾘｻｲｸﾙｽﾄｰﾝ(ﾌﾞﾗｽﾄ仕上げ)
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(ｱ)20 御影石

(ｱ)20 御影石
520820 1,060820520 1,060 7201,060320 1,060

(ｱ)20 御影石(ｱ)20 御影石 (ｱ)20 御影石

(ｱ)20 御影石 (ｱ)20 御影石

(ｱ)20 御影石(720×420) (ｱ)20 御影石(720×420)

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

廊下
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4,300

足洗い場

ｽﾃﾝﾚｽ細目固定式ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ型
300×998×20×15

木製ﾍﾞﾝﾁ CL

(ｱ)25 ﾒﾗﾋﾟｰ集成材 CL

見切 ﾒﾗﾋﾟ 30×30　CL

見切 ﾒﾗﾋﾟ 45×35　CL

(ｱ)20 御影石

(ｱ)20 御影石

(ｱ)20 御影石

(ｱ)25 ﾒﾗﾋﾟ集成材 SOP
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A1 S=1:50

A3 S=1:100
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うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)
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A3 S=1:100
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φ19 ステンレスタラップ　３段

φ19 ステンレスタラップ　３段

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)
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承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺
１階天井伏図
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(ｱ)9.5㎜石膏ﾎﾞｰﾄﾞ捨て張りの上

(ｱ)9㎜ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板張り(準不燃2026号）
A

B

C

D

E

コンクリート打放し補修　ＥＰ塗り

コンクリート打放し補修の上　複層仕上塗材Ｅ

(ｱ)25㎜木毛ｾﾒﾝﾄ板　EP塗り

天 井 仕 上

(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板目透かし張り(900×900)　EP塗り

天井点検口 (450×450)アルミ製

換気扇、照明器具等天井開口

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)
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図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺
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300角ﾘｻｲｸﾙｽﾄｰﾝ(ﾌﾞﾗｽﾄ仕上げ)

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(熱溶接工法)(エポキシ接着)

床見切：御影石　100×30　ブラスト仕上

玄関・ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ・廊下
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靴箱（雑詳細図４参照）

掲示板

(4600×1700)

掲示板
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掲示板
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(ｱ)5.5㎜ﾗﾜﾝ合板下地ビニールクロス貼り (ｱ)5.5㎜ﾗﾜﾝ合板下地ビニールクロス貼り

消化器 設備工事

40φ樹脂製 ﾃｽﾘ

40φ樹脂製 ﾃｽﾘ

40φ樹脂製 ﾃｽﾘ
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A3 S=1:100

A1 S=1:50

(ｱ)150 CBの上 (ｱ)20ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗り

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修及び (ｱ)20ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗り

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修及び (ｱ)20ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗り

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修及び (ｱ)20ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗り

分電盤

40φ樹脂製 ﾃｽﾘ
OPEN OPEN

OPEN

一部(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板張り　EP塗り

(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板張り　EP塗り

軽量鉄骨壁下地

ｵﾍﾟﾚｰﾀﾊﾝﾄﾞﾙ取付位置

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)

(ｱ)20ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗り

(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板　EP塗り

ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

^@BMC:\ビジ ネス \和開発ロゴ .bmp,19.9584,16.148



図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺

H=75　ビニル巾木

塩ビ製　廻縁

床

巾 木

小壁

中壁

腰壁

壁

天 井

廻 縁

備 考

床

巾 木

小壁

中壁

腰壁

壁

天 井

廻 縁

備 考

湯 沸 し 室

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(熱溶接工法)(エポキシ接着)

展開図２

Ａ

2,700

3
,8

0
0

2
0
0

1FL

設計GL

Ａ

2,700

3
,8

0
0

2
0
0

1FL

設計GL

H=75　ビニル巾木

塩ビ製　廻縁

床

巾 木

小壁

中壁

腰壁

壁

天 井

廻 縁

備 考

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(熱溶接工法)(エポキシ接着)

多 目 的 便 所

事 務 室

コンクリート打放し補修ＥＰ塗り

コンクリート打放し補修ＥＰ塗り

コンクリート打放し補修ＥＰ塗り

(ｱ)9.5㎜石膏ﾎﾞｰﾄﾞ捨て張りの上

(ｱ)9㎜ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板張り

H=75　ビニル巾木

塩ビ製　廻縁

2
,4

0
0

1
,2

0
0

2
,4

0
0

1
,2

0
0

2
,
1
00

RSL水下

RSL水下

RSL水上

1
0
0

RSL水上

1
0
0

Ｂ

2,700

Y3

Ｂ

3,300

2
,4

0
0

Ｃ

2,700

Ｃ

2,700

2
,
1
00

Ｄ

2,700

Y3

Ｄ

3,300

OAフロアー(H=100)(ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞﾌﾛｱｰDﾀｲﾌﾟ)ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾙ

9
0
0

1,
2
0
0

30
0

(ｱ)150 CB

流し台・吊り棚

吊り棚

流し台

(ｱ)100 CB

ﾒﾗﾋﾟｰ FOP

1
,3

0
0

8
5
0 1
,3

0
0

1
,3

0
0

2
,
1
00

本棚

Ａ―２２

(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

目透かし張り(900×900)　EP塗り

目透かし張り(900×900)　EP塗り

(ｱ)20㎜モルタル金コテ下地の上

(ｱ)20㎜モルタル金コテ下地の上

(ｱ)20㎜モルタル金コテ下地の上

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修ＥＰ塗り、(ｱ)20㎜ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ下地

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修ＥＰ塗り、(ｱ)20㎜ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ下地

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修ＥＰ塗り、(ｱ)20㎜ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ下地

(ｱ)20 御影石　三方枠

1
,
10

0

(ｱ)20 面台 御影石

(ｱ)20㎜ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ下地

(ｱ)5㎜特殊ＵＶ塗装 硬質ｾﾒﾝﾄ板張り

見切縁 25×40

3
,8

0
0

2
0
0

2
,
70

0
9
0
0

1FL

設計GL

Ａ

3
,8

0
0

2
0
0

2
,
70

0
9
0
0

1FL

設計GL

Ｃ

8,200

200 8,000

8,200

8,000 200

X3

X3X4

X4

RSL水下

RSL水下

RSL水上

1
0
0

RSL水上

1
0
0

F F

9
0
0

2
,
1
00

1
,1

0
0

4
0

2
,
70

0

75
0

1
,
91

0
9
0
0

1FL

1
,1

0
0

75
0

本棚－２

450

450

カーテンボックスSOP

(ｱ)15 ﾒﾗﾋﾟｰ SOP塗り

200

X3

200

X3

Ｂ

Ｄ

8,600

2,600 6,000

8,600

6,000 2,600

Y2

Y2

2
,
70

0

4
0

77
5

1
,8

8
5

4
0

2
,
70

0

9
0
0

1
,7

6
0

1FL

本棚－１(雑詳細図参照)

450

FF

F F

本棚－３

カーテンボックスSOP

A1 S=1:50

A3 S=1:100

OPEN

(ｱ)150 CBの上 (ｱ)20ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗り

(ｱ)5㎜特殊ＵＶ塗装 硬質ｾﾒﾝﾄ板張り(ｸﾞﾗｻﾙPRO)

(ｱ)5㎜特殊ＵＶ塗装 硬質ｾﾒﾝﾄ板張り(ｸﾞﾗｻﾙPRO)

(ｱ)5㎜特殊ＵＶ塗装 硬質ｾﾒﾝﾄ板張り(ｸﾞﾗｻﾙPRO)

(ｱ)5㎜特殊ＵＶ塗装 硬質ｾﾒﾝﾄ板張り(ｸﾞﾗｻﾙPRO)

(ｱ)5㎜特殊ＵＶ塗装 硬質ｾﾒﾝﾄ板張り(ｸﾞﾗｻﾙPRO)

(ｱ)5㎜特殊ＵＶ塗装 硬質ｾﾒﾝﾄ板張り(ｸﾞﾗｻﾙPRO)

カーテンボックスSOP(ｱ)15 ﾒﾗﾋﾟｰ SOP塗り

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)

450

ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

^@BMC:\ビジ ネス \和開発ロゴ .bmp,19.9584,16.148



展開図３
図面名

図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺

床

巾 木

小壁

中壁

腰壁

壁

天 井

廻 縁

備 考

床

巾 木

小壁

中壁

腰壁

壁

天 井

廻 縁

備 考

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(熱溶接工法)(エポキシ接着)

H=75　ビニル巾木

メラピ　20×75　ＣＬ塗り

(ｱ)5.5㎜吸音一体型有孔化粧板張り(塗装品）

(ｱ)9.5㎜石膏ﾎﾞｰﾄﾞ捨て張りの上

(ｱ)9㎜ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板張り

木製　廻縁

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ(2700×1200)

床

巾 木

小壁

中壁

腰壁

壁

天 井

廻 縁

備 考

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(熱溶接工法)(エポキシ接着)

メラピ　20×75　ＣＬ塗り

(ｱ)5.5㎜吸音一体型有孔化粧板張り(塗装品）

(ｱ)5.5㎜吸音一体型有孔化粧板張り(塗装品）

(ｱ)9.5㎜石膏ﾎﾞｰﾄﾞ捨て張りの上

(ｱ)9㎜ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板張り

木製　廻縁

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ(3600×1200)

X1

3
,8

0
0

2
0
0

2
,
70

0
9
0
0

1FL

設計GL

5,750

Ａ Ｂ

6,200

200 6,000

Y2 X1

5,750 6,200

2006,000

Y2

Ｃ Ｄ
3
,8

0
0

2
0
0

2
,
70

0
9
0
0

2
,
1
00

1FL

設計GL

5,750

Ａ Ｂ

6,200

200 6,000

Y2

6,200

2006,000

Y2

Ｃ Ｄ

X2

5,750

X2

3
,8

0
0

2
0
0

1FL

設計GL

Ａ

Ｃ

X3

8,200

200 8,000

X4

2
,
1
00

1,
5
00

RSL水下

RSL水下

RSL水下

3
,8

0
0

2
0
0

1FL

設計GL

2
,
10

0
1,

5
00

RSL水下

5,400

Y3

Ｂ

Ｄ

5,400

Y3X3

8,200

2008,000

X4

RSL水上

1
0
0

RSL水上

1
0
0

RSL水上

1
0
0

RSL水上

1
0
0

(ｱ)25㎜木毛ｾﾒﾝﾄ板　EP塗り

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(熱溶接工法)(エポキシ接着)

(ｱ)150土間コンクリート金ゴテ仕上

2,250 3,500 3,500 2,250

(ｱ)66 可動式間仕切り

9
0
0

1,
2
0
0

可動式間仕切り収納場所

(ｱ)66 可動式間仕切り

カーテンボックス

カーテンボックス

収納棚

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ(2700×1200)

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ(3600×1200)
9
0
0

9
0
0

4
0
0

400 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌｶｼ

400 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌｶｼ

4
0
0

ﾒﾗﾋﾟｰ CL 9
0
0木製ﾍﾞﾝﾁ CL

340

340
木製ﾍﾞﾝﾁ CL

1
,
10

0

3
0

9
0
0

9
0
0

1
,7

6
0

1
,7

6
0

(ｱ)25 ﾒﾗﾋﾟｰ集成材

(ｱ)25 ﾒﾗﾋﾟｰ集成材

Ａ―２３

倉 庫 １

収納棚 ３段 収納棚 ３段 収納棚 ３段 収納棚 ３段
収納棚 ３段

収納棚 ３段 収納棚 ３段

見切縁 25×20 ﾒﾗﾋﾟｰ CL

見切縁 25×20 ﾒﾗﾋﾟｰ CL見切縁 25×20 ﾒﾗﾋﾟｰ CL

廻り縁 25×20 CL塗り

廻り縁 25×20 CL塗り

見切縁 25×20

A1 S=1:50

A3 S=1:100

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修及び (ｱ)20ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗り

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修及び (ｱ)20ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗り

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修及び (ｱ)20ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗り

目透かし張り(900×900)

目透かし張り(900×900)

目透かし張り(900×900)

目透かし張り(900×900)

目透かし張り(900×900)

目透かし張り(900×900)

(ｱ)5.5㎜吸音一体型有孔化粧板張り(塗装品）

(ｱ)5.5㎜銘木合板張り(塗装品）

(ｱ)5.5㎜銘木合板張り(塗装品）

(ｱ)150 CBの上 (ｱ)20ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗り (ｱ)150 CBの上 (ｱ)20ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗り

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修 EP塗り

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

^@BMC:\ビジ ネス \和開発ロゴ .bmp,19.9584,16.148

第 ２ 会 議 室

第 １ 会 議 室



図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺
展開図４

H=75　ビニル巾木

コンクリート打放し補修ＥＰ塗り

コンクリート打放し補修ＥＰ塗り

塩ビ製　廻縁

床

巾 木

小壁

中壁

腰壁

壁

天 井

廻 縁

備 考

床

巾 木

小壁

中壁

腰壁

壁

天 井

廻 縁

備 考

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(熱溶接工法)(エポキシ接着)

塩ビ製　廻縁

床

巾 木

小壁

中壁

腰壁

壁

天 井

廻 縁

備 考

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(熱溶接工法)(エポキシ接着)

コンクリート打放し補修ＥＰ塗り

コンクリート打放し補修ＥＰ塗り

コンクリート打放し補修ＥＰ塗り

H=75　ビニル巾木

塩ビ製　廻縁

コンクリート打放し補修ＥＰ塗り

3,500

X2

3,000

3
,8

0
0

2
0
0

1FL

設計GL

3,500

Ａ

2,
5
0
0

1
,1

0
0

RSL水下

RSL水上

1
0
0

X2

3,000

2,
5
0
0

3,000

Ｃ

3,000

１００角陶器質タイル

１００角陶器質タイル

１００角陶器質タイル

トイレブース・モップ掛

モルタル金ごてＥＰ塗り仕上

Ｂ B' D'

3
,8

0
0

2
0
0

1FL

設計GL

3,500

Ａ

2,
5
0
0

1
,1

0
0

RSL水下

RSL水上

1
0
0

X2

3,000

2,
5
0
0

3
2
5

Ｂ

3,500

X2

3,000

Y3 Y3

男 子 更 衣 室

3
,8

0
0

2
0
0

1FL

設計GL

2,
5
00

1
,1

0
0

RSL水下

RSL水上

1
0
0

X2

2,400

Ａ

X2

2,400

A'

2,
5
00

4,100

Ｂ

X2

2,400

X2

2,400 4,100

ＤＣ C'

塩ビ製　廻縁

床

巾 木

小壁

中壁

腰壁

壁

天 井

廻 縁

備 考

１００角陶器質タイル

１００角陶器質タイル

１００角陶器質タイル

3
,8

0
0

1,
1
0
0

RSL水下

RSL水上

1
0
0

X2

2,400

Ａ

1
9
0

2
,
5
10

ｼｬﾜｰ室・FL

設計GL

1,900

2
,
5
10

Ｂ

Y3 X2

2,400

Ｃ

1,900

Y3

40φステンレステスリ

2,
0
00

550

4
0
0

2
,
0
25

1
4
0

2
,
0
35

1,
3
3
5

1
6
5

1,
0
10

40φ樹脂製 ﾃｽﾘ

(ｱ)100 CBの上 (ｱ)20ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗り

洗面器一体型ｶｳﾝﾀｰ

ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ 設備工事

Ｒ面木

手洗いカウンター、ステンレス製フロアーハッチ
ｶｳﾝﾀｰﾃｽﾘ 設備工事

Ｒ面木

R=
20
0

1
,3

0
0

550

2,
0
00

40φｽﾃﾝﾚｽﾃｽﾘ　L=3,800 40φｽﾃﾝﾚｽﾃｽﾘ　L=2,400

4
1
0

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌｶｼ

9
1
0

排水ﾕﾆｯﾄ 設備工事

排水ﾕﾆｯﾄ 設備工事

(ﾌﾞﾗｽﾄ仕上げ)

1
,
20

0

ｽﾃﾝﾚｽ製L型ﾌｯｸ

(3ヶ所)

2,
0
00

1,6501,200

タオル棚 設備工事

ﾋﾞﾆｰﾙｶｰﾃﾝ(別途工事)

50角陶器質タイル

Ｃ

Ｄ

Ｄ

(ｱ)100 CBの上 100角陶器質ﾀｲﾙ

(ｱ)100 CBの上 100角陶器質ﾀｲﾙ

(ｱ)100 CBの上 100角陶器質ﾀｲﾙ

一部 ５０角磁器質タイル

Ａ―２４

(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

目透かし張り(900×900)　EP塗り

(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

目透かし張り(900×900)　EP塗り

(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

目透かし張り(900×900)　EP塗り

(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

目透かし張り(900×900)　EP塗り

350

(ｱ)25 ﾒﾗﾋﾟｰ集成材 FOP

(ｱ)20 御影石
(ｱ)20 御影石

(ｱ)20 面台 御影石

(ｱ)20 御影石

(ｱ)20 面台 御影石

(ｱ)20 御影石

(ｱ)20 御影石 ﾌﾞﾗｽﾄ仕上げ

(ｱ)20 御影石

(ｱ)20 面台 御影石

(ｱ)20 御影石(720×420)

(ｱ)20 御影石
(ｱ)20 御影石

2
,0

2
0

4
80

2
,0

2
0

2
,0

2
0

4
80

2
,0

2
0

2
,0

2
0

男 子 便 所

男 子 ｼｬﾜｰ室

１００角床磁器質タイル

１００角床磁器質タイル

Ｄ

A3 S=1:100

A1 S=1:50

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ(SUS製)

男 子 洗 面 室

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)

鏡 設備工事

75
0

ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業
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洗面器一体型ｶｳﾝﾀｰ

図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺

H=75　ビニル巾木

コンクリート打放し補修ＥＰ塗り

コンクリート打放し補修ＥＰ塗り

塩ビ製　廻縁

床

巾 木

小壁

中壁

腰壁

壁

天 井

廻 縁

備 考

床

巾 木

小壁

中壁

腰壁

壁

天 井

廻 縁

備 考

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(熱溶接工法)(エポキシ接着)

塩ビ製　廻縁

床

巾 木

小壁

中壁

腰壁

壁

天 井

廻 縁

備 考

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(熱溶接工法)(エポキシ接着)

コンクリート打放し補修ＥＰ塗り

コンクリート打放し補修ＥＰ塗り

コンクリート打放し補修ＥＰ塗り

H=75　ビニル巾木

塩ビ製　廻縁

コンクリート打放し補修ＥＰ塗り

3
,8

0
0

2
0
0

1FL

設計GL

2,
5
0
0

1
,1

0
0

RSL水下

RSL水上

1
0
0

１００角陶器質タイル

１００角陶器質タイル

１００角陶器質タイル

トイレブース・モップ掛

モルタル金ごてＥＰ塗り仕上

Ｂ B' D'Ｄ

3
,8

0
0

2
0
0

1FL

設計GL

2,
5
0
0

1
,1

0
0

RSL水下

RSL水上

1
0
0

Ｂ

3
,8

0
0

2
0
0

1FL

設計GL

2,
5
00

1
,1

0
0

RSL水下

RSL水上

1
0
0

Ａ A' Ｂ Ｃ C'

塩ビ製　廻縁

床

巾 木

小壁

中壁

腰壁

壁

天 井

廻 縁

備 考

１００角陶器質タイル

１００角陶器質タイル

１００角陶器質タイル

3
,8

0
0

1,
1
0
0

RSL水下

RSL水上

1
0
0

Ａ

1
9
0

2
,
5
10

ｼｬﾜｰ室・FL

設計GL

Ｂ Ｃ

40φステンレステスリ

手洗いカウンター、ステンレス製フロアーハッチ

展開図５

女 子 便 所

女 子 更 衣 室

女 子 ｼｬﾜｰ室

3,000 3,000

1,650 1,200

(ｱ)100 CBの上 (ｱ)20ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ EP塗り

3,000

ｶｳﾝﾀｰﾃｽﾘ 設備工事

R=200

3,000

Ｒ面木

3,200 3,200

X1

ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ 設備工事

40φ樹脂製 ﾃｽﾘ

2,
0
00

Ｒ面木

2,
5
0
0

Ａ Ｃ

X1

X1

ｽﾃﾝﾚｽ製L型ﾌｯｸ

(3ヶ所)

3,200 3,200

X1

2,
0
25

Ｄ

3,000

Y3

排水ﾕﾆｯﾄ 設備工事

3
2
5

1
4
0

2
,
0
35

2,
5
0
0

3,000

Y3

Ａ Ｃ

1
,
20

0

2,400 2,400

550

2,400 2,400

550

2,400

50角陶器質タイル

2,400

40φｽﾃﾝﾚｽﾃｽﾘ　L=2,400

4,1004,100

1,900

排水ﾕﾆｯﾄ 設備工事

タオル棚 設備工事

ﾋﾞﾆｰﾙｶｰﾃﾝ(別途工事)

1,900

4
1
0

(ﾌﾞﾗｽﾄ仕上げ)

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌｶｼ

2,
0
00

2,
0
00

4
0
0

2,
5
00

L=3,800

40φｽﾃﾝﾚｽﾃｽﾘ

9
1
0

2
,
0
25

1,
3
3
5

1
6
5

1,
0
10

2
,
5
10

(ｱ)100 CBの上 100角陶器質ﾀｲﾙ

(ｱ)100 CBの上 100角陶器質ﾀｲﾙ

一部 ５０角磁器質タイル

Ａ―２５

(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

目透かし張り(900×900)　EP塗り

(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

目透かし張り(900×900)　EP塗り

(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

目透かし張り(900×900)　EP塗り

(ｱ)5㎜けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

目透かし張り(900×900)　EP塗り

350

(ｱ)25 ﾒﾗﾋﾟｰ集成材 FOP

(ｱ)20 御影石
(ｱ)20 御影石

(ｱ)20 御影石
(ｱ)20 御影石

(ｱ)20 御影石 ﾌﾞﾗｽﾄ仕上げ

(ｱ)20 面台 御影石

(ｱ)20 御影石

(ｱ)20 御影石
(ｱ)20 御影石

(ｱ)20 面台 御影石

(ｱ)20 御影石(720×420)

2
,0

2
0

4
80

2
,0

2
0

2
,0

2
0

4
80

2
,0

2
0

１００角床磁器質タイル

１００角床磁器質タイル
Y3 Y3

Ｄ

Ｄ

A3 S=1:100

A1 S=1:50

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ(SUS製)

女 子 洗 面 室

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)

鏡 設備工事

75
0

ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業
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図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺
１階建具平面図・金属製建具表１

▼1FL

符号・数量

姿　　　図

錠　　前

備　　考

金　　物

形　　式

仕　　上

ガ ラ ス

2
,
10

0

160

▼1FL

2
,
10

0

160

▼1FL

2
,
10

0

160

有効開口 1,000 有効開口 900

1

SD
２ヶ所

鋼製ハンガー引き戸(ﾌﾟﾗｽﾀｯﾄﾄﾞｱ KOKUYO)同等品

SPCC（冷間圧延鋼板）t0.6、アクリル／メラミン焼付塗装

（ア）５㎜フロート板ガラス（シーリング充填）

引手錠：ロック（シリンダー・サムターン）

附属金物一式

14
0

70
0

1
4
4

9
52

16
4

14
0

70
0

1
4
4

9
52

16
4

14
0

70
0

1
4
4

9
52

16
4

見込み　１３０㎜

SD

鋼製ハンガー引き戸(ﾌﾟﾗｽﾀｯﾄﾄﾞｱ KOKUYO)同等品

SPCC（冷間圧延鋼板）t0.6、アクリル／メラミン焼付塗装

引手錠：ロック（シリンダー・サムターン）

附属金物一式

見込み　１３０㎜

SD

鋼製ハンガー引き戸(ﾌﾟﾗｽﾀｯﾄﾄﾞｱ KOKUYO)同等品

SPCC（冷間圧延鋼板）t0.6、アクリル／メラミン焼付塗装

附属金物一式

見込み　１３０㎜

2 3
４ヶ所 １ヶ所

（ア）６㎜型板ガラス（シーリング充填） （ア）６㎜型板ガラス（シーリング充填）

引手錠：大型サムターン付表示錠（非常解放装置付）

多 目 的 便 所倉庫１・男女更衣室

ベンチ

女子便所

女子洗面室

女子ｼｬﾜｰ室 男子ｼｬﾜｰ室

ベンチ

女子更衣室 男子更衣室

男子便所

男子洗面室

湯沸し室

廊下

廊下

事務室

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

ク
ツ

バ
コ

カウンター

ポーチ

ﾎ
ﾜ
ｲﾄ

ﾎ
ﾞｰ

ﾄ
ﾞ

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

(
ｱ)

6
6 

可
動

式
間

仕
切

り

倉庫１

収納棚

収納棚

収納棚 収納棚

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

玄　関

１階平面図　S=1:100

1

AW

1

2

2

AD

AD

AD
AD

3

AD

3

1

AW

1

AWAW

AW

2

3

AW

3

AW

3

AW

3

AW AW

AW

5

AW

5

AW

5 6
AW

7

1

SD
1

SD

SD

2

SD
SD

3

多目的便所SD SD

足洗い場

AW

8
6

2

22

SD

4

▼1FL

2
,
1
00

有効開口 1,000

SD

鋼製ハンガー引き戸(ﾌﾟﾗｽﾀｯﾄﾄﾞｱ KOKUYO)同等品

SPCC（冷間圧延鋼板）t0.6、アクリル／メラミン焼付塗装

引手錠：ロック（シリンダー・サムターン）

附属金物一式

見込み　１３０㎜

符号・数量

姿　　　図

錠　　前

備　　考

金　　物

形　　式

仕　　上

ガ ラ ス

符号・数量

姿　　　図

錠　　前

備　　考

金　　物

形　　式

仕　　上

ガ ラ ス

事 務 室 １ヶ所

SUS鏡面φ27 L=452 中央部 木製(抗菌)、ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗｰ

SUS鏡面φ27 L=452 中央部 木製(抗菌)、ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗｰ SUS鏡面φ27 L=452 中央部 木製(抗菌)、ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗｰ SUS鏡面φ27 L=452 中央部 木製(抗菌)、ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗｰ

1
4
2

8
8
5

30
0

6
33

685

4

（ア）３㎜フロート板ガラス（シーリング充填）

1
4
0

ブラインド内蔵

AW

9

AW

4

AW

4

AW

4

カ
ウ

ン
タ

ー

建具特記仕様書

本表の寸法は基準を示すもので施工に際しては現場寸法をだして正確に納めること。

本表に記載してある建具は全て施工図及び構造計算書を提出して係員の承認を得た後に製作施工のこと。

本工事に使用する金具類は、全て見本品を提出して係員の承認を得る事。

アルミサッシ水切りは、ドアを除く全てに取り付ける。

アルミサッシドア等その他のアンカー（Ｄ１０＠４００）は溶接にて行う。

アルミサッシ及びガラス等の養生及び清掃を入念に行う事。

ガラスは見本品を提出して係員の承認を得る事

ガラス止めはシーリング材を使用。

連窓の方立は耐風補強型とする。

建具金物の取付部分はビス止め用裏板補強を行う事。

錠はマスターキー（ＭＫ）とグランドマスターキー（ＧＭＫ）を使用。

本工事で質疑のある場合は係員と打ち合わせて工事の進行を図る。

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

水切りはアルミ押し出し材既製品としそのサイズがない場合には (ｱ)2.0 アルミ加工とする。

錠はミワ又は同等品以上とする。

アルミサッシ開口 H=1.30m 以上の窓にはクレセントを２カ所取付ける。

中鴨居及び接点は２部（サッシガラス）重量の長期荷重に充分耐える構造とする。

耐風圧２８０㎏／㎡水密５０㎏／㎡気密２等級以上とする。

アルミ等がコンクリート、モルタル部分に接するところは絶縁塗装とする。

アルミサッシ及びアルミドア類は額縁膳板取付け用のアングル取付けとする。

外部に面するアルミ開きドア等の沓摺りはＳＵＳ３０４ (ｱ)2.0 クロロプレンスポンジゴム付きとする。

戸先枠幅については現場確認の上作成する。 戸先枠幅については現場確認の上作成する。 戸先枠幅については現場確認の上作成する。

戸先枠幅については現場確認の上作成する。

窓枠、ガラリ付 窓枠、ガラリ付 窓枠、ガラリ付

Y2

Y3

Y1

X1 X2 X4X3

Ａ―２６

A1 S=1:50

A3 S=1:100

ブラインド内蔵窓枠、ガラリ付

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)

1
2
0

2
,
2
20

1
2
0

2
,
2
20

1
2
0

2
,
2
20

1
2
0

2,
2
20

ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１
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特定建設業
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第１会議室第２会議室

第１・２会議室

有効開口 1,200

1,320

2,570 2,170

1,120

1,970

1,020

1,120

2,170



Ｈ 内部外部

頂 部 詳 細 図

差し筋 金属枠固定金物

ｱﾝｶｰﾋﾟｰｽ SUS304

ｼｰﾘﾝｸﾞ材

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材

積みﾓﾙﾀﾙ

ｼｰﾘﾝｸﾞ材

水抜き孔φ8～10
@1～1.5m

底 部 詳 細 図

2.5 2.5

1
0

緩衝材 t:10

金属枠

差し筋

金属枠固定金物

水抜き孔φ8～10
@1～1.5m

金属枠

縦力骨　＠６２０以下

ｱﾝｶｰﾋﾟｰｽ SUS304

積みﾓﾙﾀﾙ

ｼｰﾘﾝｸﾞ材

水抜きプレートｔ：3  軟質エンビ

又は、ﾌﾞﾁﾙｺﾞﾑ

すべり材 t:1.2 軟質ｴﾝﾋﾞ

ｼｰﾘﾝｸﾞ材

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材

又は、ﾌﾞﾁﾙｺﾞﾑ

すべり材 t:1.2 軟質ｴﾝﾋﾞ

縦力骨

３ヶ所

図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺

玄 関
1

引戸錠

アルミ額縁付

AD
１ヶ所

2

AD
廊 下

▼1FL

２ヶ所

見込み　１００㎜

▼1FL

AD

アルミ製ハンガードア

ｽﾃﾝﾚｽス引手(L=600)×１組、上吊り機構(ﾚｰﾙ・ﾛｰﾗｰ方式)ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗｰ×２コ

引戸鎌錠・表示錠（ﾚﾊﾞｰ型ｻﾑﾀｰﾝ）非常解錠装置付×１組、外締錠×１組

戸当り×２コ、附属金物一式

２ヶ所
3

1,860

75
0

4
0
0

500 500

倉 庫 １

▼1FL

9
0
0

2
,
10

02
,
6
60

20
0

3,600

排煙外倒し欄間

(ﾜﾝﾀｯﾁ式)解放角度60°

ｽﾃﾝﾚｽス引手(L=600)×２組　附属金物一式

アルマイト仕上（シルバー） アルマイト仕上（シルバー） アルマイト仕上（シルバー）

見込み　１００㎜

アルマイト仕上（シルバー）

AW

1

クレセント×６

附属金物一式

３ヶ所

▼1FL

77
5

1
,
0
25

1
00

F F

アルマイト仕上（シルバー）

AW

附属金物一式

事 務 室 １ヶ所

見込み　７０㎜

クレセント×１

2

▼1FL

アルマイト仕上（シルバー）

AW

（ア）５㎜　フロート板ガラス

附属金物一式

事 務 室

見込み　７０㎜

クレセント×１

４ヶ所
3

（ア）５㎜　フロート板ガラス

9
0
0

▼1FL

アルマイト仕上（シルバー）

AW

（ア）５㎜　フロート板ガラス

附属金物一式

見込み　７０㎜

9
0
0

1,
2
0
0

符号・数量

姿　　　図

錠　　前

備　　考

金　　物

形　　式

仕　　上

ガ ラ ス

符号・数量

姿　　　図

錠　　前

備　　考

金　　物

形　　式

仕　　上

ガ ラ ス

符号・数量

姿　　　図

錠　　前

備　　考

金　　物

形　　式

仕　　上

ガ ラ ス

4

350

F

アルミ製引違イ窓（ＦＩＸ欄間） アルミ製引違イ窓

アルミ製ＦＩＸ窓

ｼｬﾜｰ室・FL

女子面洗室・FL

アルマイト仕上（シルバー）

AW

附属金物一式

5

アルミ製ガラスブロック窓

アルミ水切り

見込み　１００㎜

81
0

3
2
5

便所・FL

アルマイト仕上（シルバー）

AW

附属金物一式

見込み　１００㎜

6
２ヶ所男 子 便 所 ・ 女 子 便 所

アルミ製引違イ窓（３連窓）

アルミ製引違イ窓・ガラスブロック窓

クレセント×１

ガラスブロック（不透明）190×190×95 （ア）６㎜型板ガラス・ガラスブロック（不透明）190×190×95

▼1FL

アルマイト仕上（シルバー）

AW

（ア）５㎜　フロート板ガラス

附属金物一式

見込み　７０㎜

クレセント×１

アルミ製引違イ窓

7
１ヶ所湯 沸 し 室

アルミ額縁付、アルミ水切りアルミ額縁付、アルミ水切り

▼1FL

アルマイト仕上（シルバー）

AW

（ア）５㎜　フロート板ガラス

附属金物一式

見込み　７０㎜

クレセント×１

１ヶ所

アルミ額縁付、アルミ水切り

8
倉 庫 １

1
,
10

0

有効開口 1,700

金属製建具表２

1,
7
6
0

1,600 70 1,60070 1,600

4,940

1,600

1
,8

8
5

76
0

1
,1

0
0

アルミ額縁付、アルミ水切り

1,
0
1
0

1,210

1
,3

2
5

1,
3
3
5

2,
0
35

1,210

▼1FL

1
0
0

アルマイト仕上（シルバー）

AW
事 務 室 １ヶ所

見込み　７０㎜

（ア）５㎜　フロート板ガラス

76
0

9

75
0

1,
0
50

1
,
91

0

2,400

FF

F F

クレセント×２

附属金物一式、ｽﾃﾝﾚｽﾌﾗｯﾄﾚｰﾙ

1
00

1
,
00

0

アルミ製引違イ窓（ＦＩＸ欄間）アルミ製引違イ窓（ＦＩＸ欄間）

（ア）５㎜フロート板ガラス（シーリング充填） （ア）５㎜フロート板ガラス（シーリング充填）（ア）５㎜　強化ガラス、ランマ（ア）５㎜　フロート板ガラス （ア）５㎜　強化ガラス

1,200

1
,
60

0

5
00

３ヶ所

▼1FL3
0
0

1,
8
0
0

9
0
0

1,
2
0
0

1,200

1
2
0

1
,
10

5

1
2
0
4
4
0

ｽﾃﾝﾚｽﾌﾗｯﾄﾚｰﾙ

アルミガラリ付 アルミ水切り アルミ水切り アルミ水切り

2
,
10

0

2
,1

3
0

2
,
3
30

ｽﾃﾝﾚｽﾚｰﾙ

2,350

見込み　９２㎜

Ａ―２７

ドア枠はステンレス製とする

1
50

2
0

9
2

断面

1
95

1
04
4
2
8

1
0

9
2

3030

20

Ｗ

ｱﾙﾐ板2mmﾗｲﾅｰの上

平ｺﾞﾑ (ｱ)5 巾30

ｺｰｷﾝｸﾞ

排水ﾕﾆｯﾄ

2
,1

3
0

平面

ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙｶﾊﾞｰｽﾃﾝﾚｽ加工

ﾚｰﾙｶﾊﾞｰｽﾃﾝﾚｽ加工

ｵｰﾙｱﾝｶｰ

1,550

(ｱ)20 御影石

ｱﾙﾐ板2mmﾗｲﾅｰの上

平ｺﾞﾑ (ｱ)5 巾30

50

110

水抜き

150 20 92

ｵｰﾙｱﾝｶｰ

ｽﾃﾝﾚｽﾚｰﾙ

排水ﾕﾆｯﾄ

2
0
0

Ｈ
2
015

側 部 詳 細 図

防水材塗布（特別防水施工）

横力骨

ｼｰﾘﾝｸﾞ材
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材

積みﾓﾙﾀﾙ

ｱﾝｶｰﾋﾟｰｽ SUS304

外部

内部

ｼｰﾘﾝｸﾞ材

金属枠

金属枠固定金物

差し筋

防水化粧目地（ＧＢメジ）

10

W

ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ詳細図　S=1:5

すべり材 t:1.2 軟質ｴﾝﾋﾞ
又は、ﾌﾞﾁﾙｺﾞﾑ

緩衝材 t:10　天然発泡ゴム

縦力骨

積みﾓﾙﾀﾙ

会議室 額縁 ﾒﾗﾋﾟ 25×85 CL

事務室 額縁 ﾒﾗﾋﾟ 25×35 SOP 額縁 ﾒﾗﾋﾟ 25×65 SOP 額縁 ﾒﾗﾋﾟ 25×65 SOP

額縁 ﾒﾗﾋﾟ 25×115 CL

額縁 ﾒﾗﾋﾟ集成材 25×480 CL

額縁 ﾒﾗﾋﾟ 25×65 SOP

引き戸詳細図　S=1:10

額縁 ﾒﾗﾋﾟ集成材 25×350 SOP

A1 S=1:50,10,5

A1 S=1:100,20,10

95

100

10

アルミ形材キックプレート

1,180

見込み　７０㎜

ｽﾃﾝﾚｽス引手(L=600)×１組　附属金物一式

1,
8
0
0

3
0
0

有効開口 1,050

アルミ製片引戸

アルミ額縁付

女子洗面室・男女ｼｬﾜｰ室

引戸錠、クレセント×２

925 100 925 100 925 100 925

F

F

F

F

F

F

4,000

アルミ形材キックプレート

1
,2

0
0

アルミ製引戸（排煙外倒し欄間付）

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

^@BMC:\ビジ ネス \和開発ロゴ .bmp,19.9584,16.148

第１・２会議室　　事務室

第 ２ 会 議 室



図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺
雑詳細図（１）

Ｗ

Ｃ

廻り縁

Ｍ

F-1 防塵塗装 S=1/5

Ｆ

Ｂ

B-1 ソフト幅木 S=1/3

C-1 ボード類（下地張りのある場合）

(S)(W)

天井

壁

幅木

床

突付け

下地張り石こうボード

7
5

床：各床仕上げによる

壁：コンクリート打放し補修ＥＰ

(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

(熱溶接工法)(エポキシ接着)

コンクリ－ト金ゴテ押え

M-1 塩ビ製廻り縁（１）

無石綿セメント板

3

10

10

S=1/5

S=1/2

W-1 コンクリート打放し１ S=1/3

20

増打

20

15 20

化粧目地

15

20

縦目地

F-2 　床用磁器タイル

W-2 タイル（改良積上げ張り）

25

C-2 ボード類（下地張りのない場合）

(W) (S)

目透し

5 5
テープ又は塗装

目地板の上
テープ又は塗装

張りつけモルタル
2
~
3

モルタル

7~10

50

塩ビ製廻り縁（２）

10

10
3.2

石コウボード

ロックウール吸音板

S=1/5

S=1/2

S=1/3

補修下地の上ＥＰ塗装

C-3 コンクリート打放し

S=1/3B-3 木製幅木

床：各床仕上げによる

7
5

15 幅木：ﾒﾗﾋﾟ 20×75 CL塗り

C-4 野縁を切断する場合 1/20 C-5 野縁を切断しない場合 1/20 C-6 天井点検口 1/20

照明器具用つりボルト別途

W

野縁

B

補強野縁

(3
)

W
(
3)

(3) L (3)

野縁受け

補強野縁受け

補強野縁

AA

補強野縁受け

野縁 B

L

野縁

伏　図　1/20

つりボルト位置

補強野縁受け

Ｂ断面　1/20

Ａ断面　1/20

補強野縁野縁

野縁受け

照明器具用つりボルト別途

野縁受け

B

A (3) L

W
(3

)
(3

)

(3) A

野縁

つりボルト位置
野縁

B

伏　図　1/20

野縁野縁

照明器具用つりボルト別途

W

L

野縁受け

野縁

Ａ断面　1/20

Ｂ断面　1/20

照明器具用つりボルト別途

伏　図　1/20

野縁受け

補強野縁受け

補強野縁 取付け用補強材

(
28

)
W

L (35)
A

つりボルト位置

補強野縁

B

B

補強野縁 取付け用補強材

(28)
W

(28)

(35)
L

(35)

Ａ断面　1/20

Ｂ断面　1/20

取付け用補強材

補強野縁受け野縁受け

野縁

A

S=1/3W-3

50

9
0
0

1FL

15

見切縁 25×20 CL塗り

6

目透かし(900×900)

腰壁：(ｱ)5.5㎜銘木合板張り

S=1/3

50

M-2 M-3 木製廻り縁

天井仕上げ

25

3
0
0

ウレタン塗膜防水(3mm)下地

B-2 タイル（防水立上り）

壁：陶器質タイル

床：磁器質タイル

立上り面：ウレタン塗布防水（H=300）

S=1/5

木壁仕上げ

S=1/20ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ 600角断熱型(DF6N)

Ａ―２８

600

60
0

940

94
0

1,000

1
0
0

1
5
0

2
5
0

600

10
0

RSL水上

ｽﾃﾝﾚｽ製 屋上点検口蓋 角型 MRS-H-角-500 S=1/20

745

7
4
5

500

5
0
0

1
.
5

□745

7
5

□500

蓋：SUS304,t=1.5

把手：t=3.0 SUS304

ヘアライン仕上

枠：L40×40×3
SS400，電気亜鉛めっき

ｱﾝｶｰ：SPCC
電気亜鉛めっき

鎖：φ4×580
SWRM，電気亜鉛めっき

S=1/20足洗い

足洗い場

75 75

150 20

600

150 300 150

15
0

2,
0
0
0

1
5
0

2,
3
0
0

10
0

1
,
10

0

1
5
0

1
50

9
00

GL

面取 角面

ｽﾃﾝﾚｽ細目固定式ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ型
300×998×20×15

ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ仕上げ

S=1/5

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ仕上

面取 角面

3
0

5

3
0
0

300

300

3
0
0

5
3
0

S=1/5

S=1/5誘導用床材（ﾘｻｲｸﾙﾌﾞﾛｯｸ 30㎜厚）

S=1/5注意喚起用床材（ﾘｻｲｸﾙﾌﾞﾛｯｸ 30㎜厚）

廻り縁 25×20 CL塗り

A1 S=1:2,3,5,20

A3 S=1:4,6,10,40

1
50

2
5
0

1
00RSL水下

Y3

撥水剤塗材吹付

10 1
0

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

^@BMC:\ビジ ネス \和開発ロゴ .bmp,19.9584,16.148



図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺
雑詳細図（２）

1,800 1,800 1,800

24 576 24 576 12 576 24 576 24 576 12 576 24 576 24 576 12 576 24 576 24

12 12 12

514

1,750

24

7,150

450450

56424

本 棚 ２ 　 正 面 図

24
2
4

3
2
6

2
4

3
26

2
6

7
50

450 24

本 棚 ３ 　 正 面 図

24
2
4

3
2
6

2
4

3
26

2
6

7
50

玄関・エントランスホール 靴 箱 １ヶ所 S = 1:20

※特記事項

・靴箱は、設置位置、寸法確認の上製作する。

・各種合板及び接着材は、Ｆ☆☆☆☆認定品を使用する事。

※ジョイント部分

※特記事項

・各種合板及び接着材は、Ｆ☆☆☆☆認定品を使用する事。

男女更衣室

438 24

3,135

1,385 1,750

438 12 876 24 753 24

12 61

※ジョイント部分

Ａ―２９

・ベンチは、設置位置、寸法確認の上製作する。

ベンチ

(ｱ)25㎜ﾒﾗﾋﾟ集成材 SOP仕上

950

平 面 図

※ジョイント部分 ※ジョイント部分

ベンチ ２ヶ所 S = 1:20

40
0

320

2
35

14
0
2
5

12
0 2
0

断 面 図

350

1
50

2
0
0

(ｱ)25㎜ﾒﾗﾋﾟ集成材
SOP仕上

男女シャワー室

720

R=200

平 面 図

(ｱ)20 御影石(720×420)

(ﾌﾞﾗｽﾄ仕上げ)

面取り

ベンチ ２ヶ所 S = 1:20

4
2
0

断 面 図

4
1
0

GL

420

2
1
0

5
0

1
5
0

1
90

面取り

(ﾌﾞﾗｽﾄ仕上げ)

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌｶｼ
300

S = 1:20(ｱ)20 御影石面台 平面詳細図参照

洗面室

FL

FL

140 575

(ｱ)20 御影石(720×420)

※特記事項

・各種合板及び接着材は、Ｆ☆☆☆☆認定品を使用する事。

S = 1:20事務室 本棚１・２・３、玄関カウンター 各１ヶ所

・本棚は、設置位置、寸法確認の上製作する。

(ｱ)24㎜ﾗﾜﾝﾗﾝﾊﾞｰｺｱ合板 SOP仕上

小口押さえ：ﾗﾜﾝ 24×15 SOP仕上

(ｱ)5.5㎜ﾗﾜﾝ合板SOP仕上

巾木：ﾒﾗﾋﾟ20×75 SOP仕上

24
2
4

2
4

24
2
4

1
9
5

1
9
5

1
95

1
9
5

7
5

9
7
5

胴縁 25×45 ﾗﾜﾝ(ｱ)24㎜ﾗﾜﾝﾗﾝﾊﾞｰｺｱ合板 SOP仕上

350

靴 箱 　 断 面 図

5,400

1,800 1,800 1,800

24 564 24 564 24 588 12 576 24 576 24 576 12 707 24 707 24 326

12 12

9
7
5

24
2
4

2
4

24
2
4

1
9
5

1
9
5

1
95

1
9
5

7
5

靴 箱 　 正 面 図

※ジョイント部分 ※ジョイント部分

250R

35
0

本 棚 １ 　 正 面 図

8,450

1,800 1,800 1,800 1,800 1,250

588 24 576 24 576 12 576 24 576 24 576 12 576 24 576 24 576 12 576 24 576 24 576 12 740 24 474

12 12 12 12

2
4

24

32
6

2
4

3
2
6

26

7
5
0

本 棚 　 断 面 図

2
4

24

32
6

2
4

胴縁 25×45 ﾗﾜﾝ

3
2
6

26

7
5
0

巾木：ﾒﾗﾋﾟ20×75 SOP仕上

小口押さえ：ﾗﾜﾝ 24×15 SOP仕上

(ｱ)5.5㎜ﾗﾜﾝ合板SOP仕上

(ｱ)24㎜ﾗﾜﾝﾗﾝﾊﾞｰｺｱ合板 SOP仕上

(ｱ)24㎜ﾗﾜﾝﾗﾝﾊﾞｰｺｱ合板 SOP仕上

7
5
0

450

2
4

2
4 1
0
2

6
00

※ジョイント部分 ※ジョイント部分 ※ジョイント部分 ※ジョイント部分

カウンタ ー　断面図

450

カウンター

(ｱ)25 ﾒﾗﾋﾟｰ集成材(ｱ)24 ﾒﾗﾋﾟｰ集成材 FOP

7
5
0

5
0

10
0

200

便所掃除用流し

1
,
20

0

FL

御影石面台(20×130)

1
,3

0
0

9
1
0

シャワー室便所小便器

FL FL

御影石面台(20×130)

御影石面台(20×130)

1
,3

0
0

85
0

湯沸し室 多目的便所 多目的便所

FL FL

御影石面台(20×165)

御影石面台(20×165)

1,
1
0
0

御影石面台(20×110)

A1 S=1:20

A3 S=1:40

450

2,600

4
00

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)

87
0

7
5
0

50
1
0
0

人工大理石ｶｳﾝﾀｰ

人工大理石面台(20×140)

木製ｶｳﾝﾀｰ CL
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塩ﾋﾞｼｰﾄ＋床ﾀｲﾙ部分断詳細図 S=1:10

図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺
具志川運動公園管理棟建設工事(建築) 雑詳細図（３）

フロアーハッチ詳細図 S=1:10

(ｱ)2.5ビニール床シート張り　
ビニル巾木 H=75　

配管ピット

150

75 75

600

6
0
0

1
5
0

2
0
0

1
,
3
0
0

かま場 300× 300× 200

６００角（樹脂タイル用）

550 550

546

Ａ―３０

40 70

10

20 150 50

75 75

壁：(ｱ)5㎜銘木合板張り

9
0
0

20×75 メラピＣＬ塗り

壁：(ｱ)5.5㎜吸音一体型

(ｱ)25 ﾒﾗﾋﾟｰ集成材 CL塗り

(ｱ)25 ﾒﾗﾋﾟｰ集成材 CL塗り

アルミ面台（共通）

床：(ｱ)2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

(熱溶接工法)(エポキシ接着)

有孔化粧板張り(塗装品）

木製ﾍﾞﾝﾁ CL

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌｶｼ

(ｱ)25 ﾒﾗﾋﾟｰ集成材

200

400 65

インサート

345

つりボルト900＠程度

L-30×30×3.0

FB-3.0×30-900@

120

1
0
0

40

10

100 85

9
0
0

4
00

47
5

2
5

23
0

1
2
0

50

(ｱ)25 ﾒﾗﾋﾟｰ CL塗り

FB-3.0×30-900@

1
0
0

120

1FL

7
7
5

4
8
0

1
5
0

1
4
5

1
30

2
0

400

40

10

70 65

(ｱ)25 ﾒﾗﾋﾟｰ SOP塗り

R=
22
0

FB-3.0×30-600@

ｵｰﾙｱﾝｶｰ φ6 @600

1
0
0

120

(ｱ)15 ﾒﾗﾋﾟｰ SOP塗り

1,
1
00

42
0

4
20

1,
9
40

6
8
0

設計GL

(ｱ)25 ﾒﾗﾋﾟｰ SOP塗り

20150

7575

495

出窓部分断面詳細図　S=1:10 ﾍﾞﾝﾁ部分断面詳細図　S=1:10 ｶｳﾝﾀｰ部分断面詳細図　S=1:10

2
30

45ﾟ

20 75
75

45×35 メラピＣＬ塗り

面取り

(ｱ)5.5吸音一体型有孔化粧板張り

900

出窓部分平面詳細図　S=1:10

20

1
5

20

1
5

10×10（共通）

アルミ額縁（共通） ｼｰﾘﾝｸﾞ材充愼10×10（共通）

ｼｰﾘﾝｸﾞ材充愼

打放し部分平面詳細図 100㎜ S=1:10

1
0

7
0

1
0
0 1
0

4
0

2
0

3
5

2
0

4
0

6
5

5
0

1
5
0

2
0

4
5
0

7
5

7
5

165

2
0

1
5
0

2
0

1
5
0

20

1
5

20

1
5

ｼｰﾘﾝｸﾞ材充愼

10×10（共通）

アルミ額縁（共通）

ｼｰﾘﾝｸﾞ材充愼

10×10（共通）

面取り（共通）

額縁：(ｱ)25 ﾒﾗﾋﾟ

CL塗り（共通）

巾５シーリング（共通）

タイル部分平面詳細図 70㎜ S=1:10

仕上有り部分平面詳細図 100㎜ S=1:10

7
0 1
0

4
0

2
0

9
0

1
0
0 1
0

4
0

2
0

8
5

2
0

1
5
0

5
0

2
0

2
5

1
5
0

20

2
0

40 100

10

35

150

15

ｼｰﾘﾝｸﾞ材充愼
10×10（共通）

（共通）

ｼｰﾘﾝｸﾞ材充愼

10×10（共通）

2
0

20

40 70

10

65

150

（共通）

アルミ面台

10×10（共通）
ｼｰﾘﾝｸﾞ材充愼

ｼｰﾘﾝｸﾞ材充愼

10×10（共通）

205

15

25 150

10×10（共通）

20×205

三方枠：御影石

樹脂製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

(設備工事)

▼ﾋﾞﾆｰﾙ床ｼｰﾄ

ｼｰﾘﾝｸﾞ材充愼

壁：陶器質ﾀｲﾙ

巾５ｼｰﾘﾝｸﾞ充愼

15

150

10×10（共通）

180

15

20×180

三方枠：御影石

▼ﾋﾞﾆｰﾙ床ｼｰﾄ

ｼｰﾘﾝｸﾞ材充愼ｼｰﾘﾝｸﾞ材充愼

10×10（共通）

塩ﾋﾞｼｰﾄ部分断詳細図 S=1:10

100㎜ 70㎜

打放し部分断面詳細図 S=1:10 打放し部分断面詳細図 S=1:10

ｱﾙﾐ額縁（共通） ｱﾙﾐ額縁（共通）

ｱﾙﾐ面台

洗面室 廊　下男女便所 湯沸し室

踏摺：御影石

150

15

ｼｰﾘﾝｸﾞ材充愼

10×10（共通）

三方枠：御影石

外　部

20

10

195

10×10（共通）

ｼｰﾘﾝｸﾞ材充愼

▼床：磁器質ﾀｲﾙ

打放し部分平面詳細図 70㎜ S=1:10

(ｱ)25 ﾒﾗﾋﾟｰ集成材

A1 S=1:10

A3 S=1:20

インサート

L-30×30×3.0

つりボルト900＠程度

150 150

φ19ステンレスタラップ（3ヶ所）

300

20×195

倉　庫

▼床：土間

土間部分断詳細図 S=1:10

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上

複層仕上塗材Ｅ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上

ＥＰ塗り

撥水剤塗材吹付

撥水剤塗材吹付

アルミ製フロアーハッチ

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)

121

350
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図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺
トイレブース詳細図１（男子便所）

3,500

X2

3
,
00

0

Y3

7
5

7
5 1
50

2
0

25

75 75

15025 25

(ｱ)25 御影石

ベンチ

15025

75 75

1,560 40

1,600

男子便所

±0

ア

42

1
5

断面詳細図　S=1:5

ドア（内開き）詳細図　S=1:5

ドア（外開き）詳細図　S=1:5

2
0

1
,
9
0
0

6
0

▽タイル天端

ｽﾃﾝﾚｽ笠木：42×20

40

2010 10

(ｱ)10 人工大理石ｿﾘｯﾄﾞ加工

(ｱ)20 合成樹脂発砲体

ｻﾎﾟｰﾄ(SUS304)

6
0

1
,
8
4
0

△タイル天端

断面図　S=1:20ア断面図　S=1:20イ姿　図　S=1:20Ａ

1
,
9
0
0

2
0

220

(ｱ)13 ｿﾘｯﾄﾞﾊﾟﾈﾙﾄﾞｱ

六角穴付ｻﾗﾎﾞﾙﾄ

1
3

1
6

M6×L43

開口寸法：600 120

壁：ﾀｲﾙ面

65 45

20

7

40

ブース内側

ブース外側

(ｱ)40 人工大理石

壁：ﾀｲﾙ面

(ｱ)40 人工大理石

40

20

(ｱ)13 ｿﾘｯﾄﾞﾊﾟﾈﾙﾄﾞｱ

1
3

六角穴付ｻﾗﾎﾞﾙﾄ
M6×L43

45

65

ブース外側

ブース内側

170

71
6

開口寸法：600150

ｽﾃﾝﾚｽ笠木：42×20ｽﾃﾝﾚｽ笠木：42×20

1,560 40

1,600

1
,
8
4
0

1
,
9
0
0

2
0

6
0

1
,
2
0
0

120600

表示錠非常解錠付

180100600220150600150

ｻﾎﾟｰﾄ(SUS304)

9004092040900

2,800100 100

3,000

男子便所平面詳細図　S=1:20

Ａ―３１

A1 S=1:40

A3 S=1:80

１００角床磁器質タイル

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)

1,745 1,210 545

7
5

75

15
0

ｽﾃﾝﾚｽ製L型ﾌｯｸ(3ヶ所）

401,260

1,300

イ

15
0

6
00

1
5
0

2
2
0

6
0
0

1
0
0

9
00

4
0

9
20

4
0

9
00

1
8
0

60
0

1
2
0

1,260

1,300

40

1
,
8
4
0

6
0

2
0

1
,
9
0
0
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220

図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺

3,200

X1

3
,
00

0

Y3 1
50

2
0

7
5

7
5

2
5

75 75

15025 25

7
5

7
5 1
50

150 2520

75 75

ベンチ

(ｱ)13 ｿﾘｯﾄﾞﾊﾟﾈﾙﾄﾞｱ

42

1
5

断面詳細図　S=1:5

六角穴付ｻﾗﾎﾞﾙﾄ

1
3

1
6

M6×L43

開口寸法：600120

壁：ﾀｲﾙ面

6545

20

7

40

ブース内側

ブース外側

ドア（内開き）詳細図　S=1:5

ドア（外開き）詳細図　S=1:5

(ｱ)40 人工大理石

2
0

1
,
9
0
0

6
0

▽タイル天端

ｽﾃﾝﾚｽ笠木：42×20

壁：ﾀｲﾙ面

(ｱ)40 人工大理石

40

2010 10

40

(ｱ)10 人工大理石ｿﾘｯﾄﾞ加工

(ｱ)20 合成樹脂発砲体

ｻﾎﾟｰﾄ(SUS304)

20

(ｱ)13 ｿﾘｯﾄﾞﾊﾟﾈﾙﾄﾞｱ

1
3

六角穴付ｻﾗﾎﾞﾙﾄ
M6×L43

45

65

ブース外側

ブース内側

170

7 1
6

開口寸法：600 150

1,56040

1,600

±0

女子便所

ア

ｽﾃﾝﾚｽ製L型ﾌｯｸ(3ヶ所）

1
,
8
4
0

△タイル天端

120 600

表示錠非常解錠付

180 100 600 220 150 600 150

ｻﾎﾟｰﾄ(SUS304)

1
,
2
0
0

断面図　S=1:20ア

ｽﾃﾝﾚｽ笠木：42×20ｽﾃﾝﾚｽ笠木：42×20

1
,
8
4
0

断面図　S=1:20イ姿　図　S=1:20Ａ

900 40 920 40 900 1,56040

2,800 100100 1,600

3,000

1
,
9
0
0

2
0

1
,
9
0
0

2
0

6
0

6
0

女子便所平面詳細図　S=1:20

Ａ―３２

A3 S=1:80

A1 S=1:40トイレブース詳細図２（女子便所）具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)

245 1,210 1,745

Ａ
9
00

4
0

9
20

4
0

9
00

15
0

6
00

1
5
0

2
2
0

6
0
0

1
0
0

1
8
0

60
0

1
2
0

40 1,260

1,300

イ

１００角床磁器質タイル

1
,
8
4
0

1,260

1,300

2
0

1
,
9
0
0

6
0

40

ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

^@BMC:\ビジ ネス \和開発ロゴ .bmp,19.9584,16.148



図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺

本体／シートレター

W

3
0

フレーム／ASA成形品

13

プレスロック

表示基板

ASA成形品

フレーム

ASA成形品

A-A'断面詳細図

S=1/1

13

プレスロック

表示基板

ASA成形品

スライドプレート

ASA成形品

フレーム

ASA成形品

A-A'断面詳細図

S=1/1

凡例 E-1 室名  平付 数量 凡例 E-2 数量

凡例 E-3 室名  バックヤードサイン HC-T049 S=1/1 数量

サインキープラン　サイン詳細図

表示基板／ASA成形品、プレスロック着脱式

壁固定／なべタッピンネジ（呼び4）

        躯体の状況に応じた固定方法とすること。

※表示基板の取外しは専用キーを使用します。

※表示内容・W寸法は打ち合わせにより決定とする。

 2 2

Ａ―３３

室名  平付（在不在表示付）

 1

□216

□203

A

A'

13

1/4

フレーム／ASA成形品

表示基板／ASA成形品、プレスロック着脱式

          開口部は裏板貼り

スライドプレート／ASA成形品

壁固定／なべタッピンネジ（呼び4）

        躯体の状況に応じた固定方法とすること。

※表示基板の取外しは専用キーを使用します。

□216

□203

A

A'

13

2
0

(
2
1
.5

)

160

(21.5) (21.5)

HC-22121 HC-24129 1/4

プレスロック

表示基板

ASA成形品

13 3 13

ウォールマウント

樹脂成形品

フレーム

ASA成形品

A-A'断面詳細図

S=1/1

凡例 ピクト  突出 数量 41/4

フレーム／ASA成形品

表示基板／ASA成形品、プレスロック着脱式

ウォールマウント／樹脂成形品、合成樹脂塗装仕上（ブラック）

エンドキャップ／樹脂成形品（ブラック）

取付金具／アルミ押出形材 t1.6鋼板折曲（ブラック）

壁固定／なべタッピンネジ(呼び4)

※表示基板の取外しは専用キーを使用します。

        躯体の状況に応じた固定方法とすること。

(15)
□216

□203

A

A'

29

1
7
9

13

プレスロック

表示基板

ASA成形品

フレーム

ASA成形品

A-A'断面詳細図

S=1/1

凡例 数量 4ピクト  平付

フレーム／ASA成形品

表示基板／ASA成形品、プレスロック着脱式

壁固定／なべタッピンネジ（呼び4）

        躯体の状況に応じた固定方法とすること。

※表示基板の取外しは専用キーを使用します。

□216

□203

A

A'

13

1/4

ピクト  平付 HC-10050変 1/10 数量  1

表示基板／t1.0 アルミ板、焼付塗装仕上、マルチクリップ着脱式

パネルフレーム／アルミ押出形材、焼付塗装仕上

フレーム／アルミ押出形材、焼付塗装仕上

壁固定／なべタッピンネジ （呼び3）

        躯体の状況に応じた固定方法とすること。

※表示基板の取外しは専用キーを使用します。

A部詳細図 S=1/2 B-B'断面詳細図 S=1/2

ﾌﾚｰﾑｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ

ASA成形品

フレーム

マルチクリップ

六角穴付

止めネジ

パネルフレーム

表示基板   

t1.0アルミ板

マルチクリップ

樹脂成形品

身障者・オストメイト・乳幼児用の

設備を備えています。

A部

(237)

(13.5) (13.5)210

(16)

B

男女用

B'

3
0
0

HC-22121 HC-22321F-2

F-1凡例

F-3

事 務 室

A1 S=1:4,1,10,2

A3 S=1:8,2,20,4

■数量リスト

区分

室名

ピクト

E-1

E-2

E-3

F-1

F-2

F-3

凡例

平付

平付（在不在表示付）

バックヤードサイン

平付

平付

突出

種類

HC-22121

HC-24129

HC-T049

HC-10050変

HC-22121

HC-22321

F1

2

2

1

1

4

4

合計

2

2

1

1

4

4

備考製品名

8,000 8,000 8,000

24,000

X1 X2 X4X3

女子便所

女子ｼｬﾜｰ室

男子便所

湯沸し室

多目的便所

廊下

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

ポーチ

倉庫１

玄　関

事務室

女子更衣室 男子更衣室

男子ｼｬﾜｰ室

サービスヤード

8
,
00

0
8
,0

0
0

16
,
0
00

Y1

Y3

Y2

女子洗面室 男子洗面室

廊下

E-1

E-1

E-3

E-2 E-2

F-1

F-2 F-2 F-2 F-2

F-3 F-3 F-3

F-3

A-1

サインキープラン平面図　S=1:100

■サイン表示仕様

1）表示方法

各製品図に指定無き場合、表示方法は以下を標準とする。

出力紙はUVカット マットラミネート塩ビフィルムを用いること。

2）印刷

3）その他

インクジェット………フロア図・イラスト・文字高15ﾐﾘ以下の和文、10ﾐﾘ以下の欧文表示

シートレター…………ピクト・矢印・文字高16ﾐﾘ以上の和文、11ﾐﾘ以上の欧文表示

インクジェット………デザインから印刷までコンピューターを用いたデジタル処理にて行う。

シートレター…………シ－トの耐候性は、垂直使用にて5年以上とする。

※指示無き規格品の塗装色については各製品規格色より選定とする。（規格色以外は特注色となります。）

印刷解像度は720dpi以上とする。

校正はカラー出力された校正図にて行う。

凡例 数量A-1 棟名表示板 1/10 1

表示方法／彫り込み文字

※　表示内容は打ち合わせの上決定する。

※　角部はR3程度面取りを施す。

エポキシ系接着剤
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図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺

8
,
00
0

8
,0
0
0

1
6
,0
0
0

8, 000 8, 000 8, 000

24, 000

8, 000 8, 000 8, 000

24, 000

歩導くん設置プラン図　１階平面詳細図

サービスヤード

女子便所

女子洗面室

女子シャワー室 男子シャワー室

女子更衣室 男子更衣室

廊下

湯沸し室

廊下

倉庫１

男子洗面室

男子便所

事務室

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

ポーチ

X1 X2 X3 X4

Y3

Y2

Y1

多目的便所

玄　関

１階平面詳細図　S=1:50

300

3
0
0

1,340

合計枚数

スタンダードショートタイプ（エッジ）

スタンダードショートタイプ（センター）

スタンダードタイプ（エッジ）

スタンダードタイプ（センター）

歩導くん数量表

1

歩導くん （スタンダード タイプ）

440

250

440

250

7

6
0
0

2
0

端　末

440

250

2
0

7 1

表面滑止め加工

粘着性ゴム加工

裏面、接触面

6
0
0

2
0

中　継

歩導くん （ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ ｼｮｰﾄﾀｲﾌﾟ）

440

250

1
6
0

2
0

端　末

440

250

7

440

250

2
0

2
0

3
2
0

中　継

7

表面滑止め加工

裏面、接触面

粘着性ゴム加工

1

（単位 mm）

視覚障害者歩行誘導ｿﾌﾄﾏｯﾄ「歩導くん」

Ａ―３４

A1 S=1:50

A3 S=1:100

7
,
1
2
0

10

1

3

15

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

^@BMC:\ビジ ネス \和開発ロゴ .bmp,19.9584,16.148

第１会議室 第２会議室



脚

ＳＰＤ標準パネルカット

ＳＰＤ標準パネル

Ｂ Ｃ
切欠パネル

Ｓ：1/3切欠部詳細図Ｓ：1/1切欠部詳細図
標準パネル

80

1
0

Ｓ：1/20

1
0

ネオプレーン

木口用補強金具
標準パネルカット
切合せボーダーパネル

7

Ｌ＝１９９８（Ｍ４Ｘ２０）
十字穴付トラスタッピングビス

木口用補強金具

7

タイルカーペット（ロ５００Ｘ７ｔ程度）
表面材

１液反応硬化型ウレタン系
接着剤

Ｍ１２ＸＰ１．７５
ＳＷＲＣＨ１０Ｒ
受板ナット

1
0
0±

2
0

2
5

7
5±

20

500

Ｍ１２ＸＰ１．７５
Ｓ１０Ｃ
支柱ボルト

ＳＧＨＣ　２．３ｔ
支柱プレート

φ113

ＰＯＭ樹脂
ロックナット

定型パネルＰＥ樹脂　２．２ｔ
ガイドプレート

ＳＧＨＣ　２．３ｔ
受板プレート

40

Ａ―３５

縮　尺

担　当検　図 製　図工 事 場 所

工 事 名備　考

承　認

年　　　月　　　日

設計年月日

図 面 番 号
図面名

割付基準

事務室

8,000

X4X3

ＯＡフロアー割付図　S=1:40

Y2

Ｓ：1/10多機能コンセントパネル

切欠パネル Ｓ：1/10

（SGHC1.6t)
切欠キャップ

Ｃ

１液反応硬化型ウレタン系　ルビロン３０５ＫN  又は、デｨノグリップ333

Ｓ１０Ｃ　Ｍ１２ＸＰ１．７５　ユニクロメッキ

ＳＧＨＣ　２．３ｔ

ＳＷＲＣＨ１０Ｒ　Ｍ１２ＸＰ１．７５　ユニクロメッキ

ＳＧＨＣ　２．３ｔ

ＰＥ樹脂　２．２ｔ

ＰＯＭ樹脂　Ｍ１２ＸＰ１．７５

ＳＧＨＣ  １．６ｔ

ＳＧＣＤ　１．０ｔ

ＳＧＣＤ　１．２ｔ

４．７ｋｇ／枚

システム全体

パネルのみ

±２０ｍｍ

９５～５５ｍｍ

２５ｍｍ

最大荷重＝６０００Ｎ以上

φ５０中央集中荷重３０００Ｎ時の変位＝４．０ｍｍ以下

接着剤

支柱ボルト

支柱プレート

受板ナット

受板プレート

ガイドプレート

ロックナット

切欠キャップ

裏板

表板

ＳＰＤ　Ｈ＝１００タイプ　標準パネル仕様

重量

不陸調整

配線有効高

パネル厚

（有り姿）

荷重性能

脚部

パネル部

73×5=365

SEC A-A'

499

裏板
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Ｂ

A
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法
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十字穴付トラスタッピングビス
Ｌ＝１９９８（Ｍ４Ｘ２０）
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250
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ボーダー寸法－250

ボーダー寸法 500～685

ＳＧＣＣ  1.2ｔ

500

ネオプレーン

ＳＧＣＣ  1.2ｔ

50
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0
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標準パネルカット
切合せボーダーパネル
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縮　尺

担　当検　図 製　図工 事 場 所

工 事 名備　考

承　認

年　　　月　　　日

設計年月日

図 面 番 号
図面名

Ａ―３６

（直線部：＠６００～８００）

（格納部：＠２００～３００）

(振れ止め：＠1,800 ～ 2,700)

ハンガーレール（１５０Ｋｇアルミ）

クロスランナー

64

10
8
.5

12
1
.
5

24

接天クッション(PVC)

接天接床材A(アルミ型材)

接天接床材B(アルミ型材)

モヘア

目地カハ゛ー(PVC)

構造材(スチール)

表面材(鋼板0.8mm)

ク゛ラスウール(16Kg/m3)

67

石膏ボード（７㎜）

パ
ネ

ル
H

ス
ラ

イ
デ

ィ
ン

グ
ド

ア
H

モヘア

接床装置

接床クッション(PVC)

Ｆ．Ｌ

2
0

下地工事

W=

12 PW=
24.5

PW=

67

12 12 12

召し合せクッション（ＰＶＣ）

グラスウール(16Kg/m3)

オス框（アルミ框）

表面材(鋼板0.8mm)

石膏ボード（７㎜） 横断面詳細図

 W=

PW= PW= テレスコストローク　70～80 12

17.3

7
37
3386
7

6
7

7
3

テレスコ框(アルミ型材)

表面材(鋼板0.8mm)

モヘア

壁面固定框(アルミ型材,スチール)

アンカー

L-30×30×3

石膏ボード（9.5ｍｍ）

C-100×50×20×3.2

グラスウール(16Kg/m3)

L-30×30×3

L-30×30×3

縦断面詳細図

テレスコープパネル普通パネル

音響透過損失（パネル単体）

接天・接床装置の操作方法

パネル裏打ち材及び充填材

パネル表面材

パネル厚

スライディングドア66遮音タイプ仕様（SD-66SP)

カラー鋼板(３色）厚さ０.８mm

石膏ボード（７mm）＋グラスウール（16㎏/m3)

クランクハンドル（ワンタッチ式）

５３.０ｄB（５００Hz時）

６６㎜
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縮　尺

担　当検　図 製　図工 事 場 所

工 事 名備　考

承　認

年　　　月　　　日

設計年月日

図 面 番 号
図面名

Ａ―３７

A1 S=1:2,20

A3 S=1:4,40

ドア符号 有効開口Ｗ ユニットＷ

SD1

SD2

SD3

SD4

1200

1000

900

1000

Ｃ Ｄ

Ｄ

有効W

Ｃ

標準正面図（室内側）

レール（ｱﾙﾐ合金）
Ｃ

ボルト（M8×L20）

Ｃ

ユリアネジ
（M5×L15）

点検ランマパネル　SECC（厚1.2）

Ｄ

Ｄ

戸当りゴム

Ｄ

Ｄ

SPCC（厚0.6）

戸袋パネル

ストローク=有効W+10

3
8
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6.
5
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6
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3
8.

5

11

40

4
0

ペーパーコア

ドアパネル表面材
SPCC（厚0.6）

Ｃ

Ｃ

有効W=700～1355

引き手（SUS304）

オレフィン系樹脂
戸先ゴム

ドアパネル補強
SECC（厚1.0）
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1
5
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5
5
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1
5
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5

戸先枠　SECC（厚1.6）

9

6手すり補強

SECC（厚1.6）

SECC（厚1.6）

多目的便所ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ補強
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15

ﾊﾝﾄﾞﾙBS=45
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